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プロローグ









　ごうごうと炎がうねっている。

　とある城の大広間が燃え盛る黒い炎に包まれている。部屋を飾る華美な調度品は何もかもが焼け焦げ、地獄と化している。

　普段は
絢
 けん
 爛
 らん

 豪華な輝きを放つその部屋は、今や見る影もない無惨な姿と成り果て、炎の熱気が充満し、その場にいる全ての命を燃やし尽くそうとしている。

　普通の赤い色とは違うこの黒い炎は悪意の塊のようなものであり、黒い闇が揺れ、光をも
蝕
 むしば

 もうとしている。

　それはある魔王による攻撃だった。

　崩れかけているその部屋の壁の穴から空が見える。空は黒く、人の世の夜よりも
禍
 まが
 々
 まが

 しく、空いっぱいに
漆
 しっ
 黒
 こく

 の魔力がうねっていた。

「はぁっ！」

「ぬぅっ……！」

　そんな場所で、勇者と魔王が世界の命運を決める戦いを繰り広げていた。

　勇者は
眩
 まばゆ

 いばかりに輝く銀色の剣を振り、魔王に攻撃を仕掛けていく。
精
 せい
 悍
 かん

 な顔つきをした長身の青年であった。

　魔王は黒く輝く剣を手に持ち、その剣が部屋に広がる黒い炎を生み出していた。全てを燃やす黒い炎はこの怪物が発しているものであり、通常は燃えないはずの石造りの壁や床までも焼き、溶かしてしまっている。

　魔王は頭部から二本の大きな角を生やし、三つの目をもっている。背には大きな翼を生やし、人型ではあるものの、その姿は人とは全く異なるものであった。

　自分の城の被害を顧みない魔王は、全力で黒い炎を
撒
 ま

 き散らす。大広間が燃え尽き、常人では耐えきれないほど部屋の温度が上昇している。

　戦いの余波でその部屋のあらゆるものが燃え尽き、斬り刻まれ、破壊されている。

「おらぁっ！」

　勇者が荒々しい声を上げながら聖剣を振るう。

　聖剣が
纏
 まと

 っていた銀色の光が飛び出し、魔王へと襲いかかる。魔王はそれを炎によって防ぐ。どの攻撃も尋常ではなかった。

　勇者の仲間たちも一丸となり、勇者の戦いをサポートする。姫騎士、聖女、魔導士、それぞれが自分の役割を果たし、魔王を少しずつ追い詰めていく。

　人の限界をとうに超え、人の域を踏み外した勇者が魔王と剣を交える。悪魔すら恐れるほどの攻撃が雨のように降り注ぐ。

　まるで悪夢のような光景であった。

　ただ、この戦いの流れをコントロールしていたのは勇者でも魔王でもなく、勇者の仲間の魔法使いの女性であった。

「ファントム・ヴィジョン！」

「……っ！」

　その魔法使いは幻術を得意としていた。幻を作り、認識をずらし、魔王の行動を大きく阻害していく。自分の目の前に見えるものを信じることができず、魔王は苦々しそうに舌打ちをしていた。

　勇者の仲間たちの中で、その魔法使いの存在が際立っていた。

「……勇者より、まずはあの魔法使いだな」

「え……？」

　そして魔王は意外な行動に出た。

　それは捨て身の特攻だった。防御を捨てて、魔王は一直線に魔法使いに強襲をかける。

　勇者たちは慌てて防御するが、魔王の突進は止まらない。腕が斬り飛ばされ、大きなダメージを受けても、それを気にすることなく魔王はただ前へと飛ぶ。

　そして魔王の剣が魔法使いの胸を貫いた。

「がっ……！」

「リズッ……！」

　勇者が『リズ』と魔法使いの名を叫ぶ。

　魔法使いは血を吐き、その胸からは魔王の黒い炎が
溢
 あふ

 れ、体の内側から焼かれ始める。仲間たちの顔が青ざめ、魔王は傷を負いながらも狙いが上手くいったことを知って、にやりと笑った。

　死、という言葉がその場にいる仲間たちの頭をよぎった。

「ふふ……」

「……？」

　だが笑っていたのは魔王だけではなかった。

　口から血を吐きながらその魔法使い、リズもまた口の端に笑みを浮かべていた。

「こういうことも……あるかと、思っていました……」

「なにっ？」

　リズは腰から短剣を取り出し、それを魔王の胸に突き刺した。魔王の剣はまだリズの胸に刺さっており、魔王はその短剣を避けることができなかった。

　リズはその短剣に莫大な魔力を込めていく。相打ち覚悟の捨て身の攻撃。それはリズもまた狙っていたものだった。

　魔王の胸に刺さった短剣が体の内側で強大な魔力爆発を起こし、魔王は甚大なダメージを負った。

　魔王の胸に大きな穴が開いている。

「ぐうぅぅぅっ……!?
 」

「ぐふっ……」

　魔王がリズの胸から乱暴に剣を引き抜き、大きく飛び
退
 の

 く。

　リズは打ち捨てられるようにその場に倒れた。

「リズッ！」

「リズさんっ……！」

　勇者とその仲間たちがリズに駆け寄る。

　魔王は翼を羽ばたかせ、部屋に開いた穴の
傍
 そば

 へと移動していた。

「誤算だ……。この私がこんなダメージを受けるとは……」

　魔王は胸に大きな穴を開けたまま、苦しげに
呟
 つぶや

 いた。

「情けないが……ここは逃げさせてもらうぞ、勇者ども……」

「…………」

「数年後……必ずまたお前たちの前に立ち塞がり……皆殺しにしてやる……。覚悟しておくがいい……」

　そう言いながら、大きな傷を負った魔王は城の外へと飛び去って行った。

　勇者たちは追いかけない。自分たちの大切な仲間が倒れ伏しているためであった。

「リズ！　リズ！　しっかりするんだっ……！」

　黒い炎の中で、勇者がリズの体を抱きかかえた。

「ゆう……しゃ、様……」

　魔法使いの少女が小さく口を開き、途切れ途切れに勇者に返事をする。金色の長い髪がふわふわとウェーブしている。瞳は大きく、美しくて
可
 か
 憐
 れん

 な少女であった。

　しかし、今は苦しそうにその顔を
歪
 ゆが

 ませている。

「リズ！　しっかりしろ！　お前がこんなところで死ぬはずがないっ……！　死ぬなんて許さんぞっ……！」

　勇者は何度も何度もリズに語りかける。彼女が眠ってしまわないように、必死に呼びかけていた。

　彼女の胸には大きな穴が開き、その傷口には黒い炎がまだくすぶり続け、赤い血が流れ出ている。体の内側まで魔王の炎によって侵され、普通ならば既に絶命しているほどのひどい傷である。

　しかし、リズは浅い息を保ちながら必死にその命を
繋
 つな

 いでいた。リズの傍らでは聖女と呼ばれる女性が一生懸命彼女に回復魔法をかけている。しかし、魔王の炎の
残
 ざん
 滓
 し

 がこびり付いた大きな傷は、一向に治る気配がなかった。

　もう駄目なのか。彼女を見守る仲間たちの胸の内に絶望が込み上げてきた。

　しかし、

「……大丈夫、ですよ」

　
掠
 かす

 れる声でリズは言った。

「……私は、死にません」

「リズ……」

　彼女を抱き締める勇者の力が強くなる。

「私の……魔力、魔族として存在する力、記憶……全ての力を治癒に、変換すれば……命は……繋ぎ止められる、はずです……」

「……リズ」

　彼女は勇者のパーティーの中でも異質な存在だった。

　リズはとある魔族の先祖返りであった。

　ある魔族の特徴がリズに色濃く出ており、その力を利用して彼女は魔法使いとして活躍していた。

「全ての力を治癒に変換すれば、助かる？」

「はい……」

「じゃあ……お前の力も記憶も全て失われるのか……？」

「……はい」

　勇者の言葉に、リズは弱々しく
頷
 うなず

 いた。

「魔王は……逃げてしまいましたか……」

　リズは目だけを動かし、魔王が逃げていった壁の穴を見る。もう魔王は全く姿が見えないほど遠くに逃げてしまっていた。

「私のことは、ほっといて……魔王を追うべき、でしたのに……」

「アホ」

　リズの言うことを勇者は短い言葉で否定し、その頬を
撫
 な

 でる。勇者たちにとっては、魔王の首よりも仲間の命の方が大事であった。

「……申し訳ありません。旅の途中で……脱落するようなことに、なってしまい……お役に立てず……申し訳ありません……」

　リズは泣きそうな声でゆっくりとそう言った。周りの仲間たちも涙をこぼす。

「構わねぇ。お前の命が最優先だ。さっさと力を使って、さっさと助かれ」

「……はい」

　ぶっきらぼうな勇者の物言いに、リズはわずかに
微
 ほほ
 笑
 え

 んだ。

　彼女の体から、大きな光が放たれた。それは姿すらも見えなくしてしまうほどの強い光だった。彼女の胸の大きな傷がゆっくりと癒えていく。

「カイン様……」

　その光の中で、リズは勇者の名前を呼ぶ。

「なんだ？」

「……さようなら」

　涙をこぼしながら
呟
 つぶや

 いた。

「……あぁ、またな」

　勇者は彼女の頭を
撫
 な

 で、そう返した。

　リズは笑った。大きな光が辺り一面を
眩
 まぶし

 しく包み込む。





　そうして、とある少女の力は失われていった。

　黒々とした闇が空を覆う、悲しい日の出来事だった。





＊　＊　＊　＊　＊





　勇者一行が魔王に大きな傷を負わせてから一年が経過した。

　暖かい日差しが地上に降り注ぐ、穏やかな日のことだった。小鳥はさえずり、柔らかく風が吹き、庭園の木々はさわさわと音を立てて揺れている。

　そこはとある国立学園の校内であった。

　歴史ある伝統校であり、
荘
 そう
 厳
 ごん

 で広大な校舎には堂々とした風格が刻み込まれている。

　千人を越える生徒が在籍しており、有名な貴族の子女だけではなく、普通の庶民の子女も通っている。国内外を問わず高い能力を持つ者を広く受け入れていた。

　この学園で学びたい、ここで学ばせたいと思う人は多く、憧れの的であった。

　そんな学園の庭で、生徒たちが放課後の一時を思い思いに過ごしている。

　ベンチに腰掛けて友達と談笑する者、元気にボール遊びに興じる者、小腹がすいて軽食を取る者など、様々な生徒たちがここを利用している。

　花壇には色とりどりの花が咲いている。心地よい香りを放つ青紫色のラベンダー、白い花弁が美しく広がるマーガレット、他にも赤や黄色など、様々な種類の花が広い花壇いっぱいに咲き誇っている。

　手入れされ整えられた花壇は、まるでそれそのものが一枚の絵画のようであり、この花壇の管理をしている人がとても繊細で、そして大きな愛情をもってこの花々を守り育てていることが
窺
 うかが

 えるのだった。

　そしてその花壇の前に立ち、花の世話をしている少女がいた。

　じょうろを手に持ち、ゆっくりとした落ち着きのある所作で花々に水をやっている。

　花壇の手入れをしながら、その少女は
嫋
 たお

 やかに
微
 ほほ
 笑
 え

 み、花々を
愛
 め

 でている。

　風が吹き、色鮮やかな花々が身を震わせるとともに、彼女の長い金色の髪がふわりと揺れる。

「ふぅ……」

　少女が大きく深呼吸すると、花の
芳
 かぐわ

 しい香りが体の中に染み渡っていく。太陽の暖かな日差しが色とりどりの花弁を照らし、少女の美しい金色の髪をも輝かせる。

「リーズリンデ様、こんにちは」

「リーズリンデ様、ごきげんよう」

　庭園にいた二人の生徒が、花壇を手入れしているその少女に挨拶をする。

　少女はその生徒たちを振り返り、まさに花が咲くように清らかな笑顔を見せ、挨拶を返した。

「はい、皆様、こんにちは」

　花の手入れをしている少女はリーズリンデといった。

　容姿端麗、ふわふわとウェーブした長い金髪をしており、瞳は大きく目鼻立ちが整っている。美しさと可愛らしさを兼ね備えた少女であった。

　身だしなみも清潔感に
溢
 あふ

 れていて、身に着けている学園の制服にはシワ一つない。ほんの少しだけつけた香水が香り、柔らかい雰囲気を醸し出していた。

「リーズリンデ様、いつものお花の手入れですか？」

「はい、それもそうなのですが、今日は先生から頼み事もされていて……」

　リーズリンデが学友と雑談に興じる。

　彼女は成績優秀、品行方正。家柄も良く、ラフォート侯爵家というこの国有数の名家の出であった。学園内でも人気が高く、彼女の気品のある振る舞いは学校中の人々を魅了した。

　
清
 せい
 楚
 そ

 で純真な十八歳の少女である。

「先生からの頼み事ですか？」

「はい。ほら、明日、式典がありますでしょう？　そこに飾る花を用意するように言われていて」

「……あぁ！」

　リーズリンデの言葉に、女生徒たちが大きく
頷
 うなず

 く。

　明日は大事なイベントがあった。

「いよいよ明日、勇者様がこの学園に編入なさるんですものねっ！」

「勇者様方一行がこの学園に編入なさるなんて、私、ドキドキしてっ……！」

　女生徒の二人が顔を赤らめながら、興奮した口調でそう言う。

　この学園は今、大きな話題で持ちきりとなっている。なんと、世界中でその武功を
轟
 とどろ

 かせている勇者とその一行が、この国立学園に編入するというのだ。

　今や世界中の憧れの存在である勇者様たちの来訪に、学園中が揺れていた。

「ま、まさか私、勇者様たちと学友になれるなんて夢にも思っていませんでしたっ！」

「勇者様の仲間である姫騎士様や聖女様たちの傷を癒やすため、しばらく旅をお休みするって言ってましたよね！」

「魔王軍幹部との戦いで傷ついてしまったことは大変痛ましいですけれど……それでも勇者様たちと一緒に生活できるなんて、まるで夢みたいですっ！」

　女生徒二人は熱い口ぶりでそう語る。

　勇者がこの学園に編入する理由として、長旅の疲れを癒やすためというのがあった。

　先日彼らは魔王軍の強大な幹部を打ち倒すことに成功したのだが、その時に勇者の仲間が何人か
深
 ふか
 手
 で

 を負ってしまった。

　その傷と長旅の疲れを癒やすために、この街にしばらく身を置き、生活をすることとなった。

　その拠点がここ、この国立学園だった。

「皆さん……」

　きゃっきゃと騒がしくなる女生徒たちに向かい、リーズリンデは落ち着いた様子で口を開いた。

「勇者様方がいらっしゃることになって
嬉
 うれ

 しく思うのはとてもよく分かりますが、自制の心は大切にしましょうね。くれぐれも勇者様方の負担となってしまうような行動は慎みましょう」

「はい、そうですね。リーズリンデ様」

「おっしゃる通りですわ、リーズリンデ様」

　リーズリンデの言葉に、二人の雰囲気は少し引き締まる。皆、勇者の足を引っ張りたいわけではない。

　ただ、その様子を見て彼女はくすりと笑う。

「でも、まぁ……私も気持ちがふわふわとしているんですけどね」

「それはそうですよね！」

「だって勇者様と一緒に勉強できるんですものっ！」

　リーズリンデは学友たちと笑い合った。

「つまりリーズリンデ様は、勇者様方を迎える式典のための花を用意していらっしゃるわけなんですね？」

「そうなんです」

　リーズリンデは華やかな花壇の前で
微
 ほほ
 笑
 え

 む。自分の育てた花々によって勇者様たちを出迎える。それは彼女にとってなんとも誇らしいことであった。

　世界中の憧れである勇者様と学友になれる。

　乙女としての期待に胸を膨らませ、三人は頬を上気させながら勇者たちの活躍について話し合った。

　そんな時であった。

「あっ！　危ないっ……！」

「えっ？」

　突然、庭園の端の方から大きな声が聞こえた。いきなり届いた
切
 せっ
 羽
 ぱ
 詰
 つ

 まった声に、リーズリンデたちはそちらを振り向く。

「えっ!?
 」

「きゃっ……！」

　ボールが勢いよく飛んできて、学友の一人に当たりそうになっていた。

　庭園でボール遊びをしていた人たちがコントロールを誤り、リーズリンデと談笑している女生徒の方へと飛んできたのだった。

　急なことに女生徒は驚き、体を
強
 こわ
 張
 ば

 らせてしまう。ボールは避けらそうにれない。

　ボールで遊んでいた人たちも、庭園にいる周囲の人たちも、あっと思うだけで、どうすることもできない。

　ただ、
咄
 とっ
 嗟
 さ

 に反応できた人が一人いた。

「ウォール」

　リーズリンデが人差し指を立てて、軽く振る。するとそのボールと女生徒の間に魔力の壁が作られ、衝突を防いだ。

「えっ？」

「きゃっ……！」

　ボールが魔力の壁にぶつかって威力を失い、地面に落ちててんてんと小さく跳ねる。女生徒は
咄
 とっ
 嗟
 さ

 のことにびっくりして
尻
 しり
 餅
 もち

 をついてしまった。

　リーズリンデが防御魔法によって学友を守ったのだった。

「……大丈夫ですか？」

「あ、はい。リーズリンデ様……。ありがとうございます……」

　リーズリンデが手を差し出し、彼女が立つのを助けた。スカートに砂が付いてしまったが、
怪
 け
 我
 が

 などもなかった。

「す、済みませんっ……！」

「あなたたち！　危ないでしょっ……！」

　ボールを飛ばしてしまった人たちが彼女たちに駆け寄って、申し訳なさそうな顔を見せる。

「次からは気を付けてくださいね」

「は、はい……。ごめんなさい……」

　地面に落ちたボールを拾い、手渡しながらリーズリンデは言う。その生徒たちはいたたまれず、校庭から去っていった。

　ちょっとした危険は彼女の手によって未然に防がれた。

「それにしても、リーズリンデ様！　さっきの防御魔法、めちゃくちゃ早かったですね！」

「私何もできなかったですよぉ！」

「あはは、それほどでも……」

　褒められ、リーズリンデは照れくさそうにしている。

「さすがはリーズリンデ様です！　学園トップクラスの魔術士です！」

「あ、あはは……」

　彼女は魔術にも
長
 た

 けていた。

　学園で行われている戦闘訓練の授業でも優秀な成績を誇っており、学内でも五本の指に入るほどの実力を持っている。先ほどの防御魔法も、あんなに早く発動できる生徒はほとんどいない。

　文武ともに秀でており、
佇
 たたず

 まいも上品。良家のお嬢様であるという、冗談みたいに完璧な少女であった。

「では、私もそろそろお仕事に戻らせていただきますね」

「あ、はい。頑張ってくださいね」

「はい、ありがとうございます」

　そう言って二人に背を見せ、リーズリンデはじょうろを持ち、別の花壇の方へと歩いていく。

　彼女の長い金髪がふわりと揺れる。花々の傍らを歩く
清
 せい
 楚
 そ

 な彼女の後姿に、二人は思わずうっとりとする。

　その女生徒だけではない。今の小さな騒ぎで彼女たちに注目していた他の者たちが皆、リーズリンデの姿に目が
釘
 くぎ
 付
 づ

 けとなってしまう。

「……お
綺
 き
 麗
 れい

 です」

「同じ女性ですのに、
惹
 ひ

 かれてしまいそうですわ……」

「清楚なのに強いとか、素敵です……」

「俺の彼女になってくれたらなぁ……」

「おめぇには無理だ」

「……ひでぇ」

　皆が彼女に心を奪われる。学園中の憧れの的、それがリーズリンデという少女である。

　爽やかな昼の一幕であった。





　翌日。

「勇者様が来たぞーっ！」

　校門の方から大きな声が聞こえてくる。

　勇者たち一行を乗せた馬車が学園に到着したのだ。

　わいわいと校門の辺りに生徒が集まり、騒がしくなる。勇者たちを校門まで出迎えに来る者、遠巻きにその様子を
覗
 のぞ

 く者、学校中の生徒たちが勇者たち一行を一目見ようとざわついていた。

　馬車が校門をくぐり、学園の庭にゆっくりと入ってくる。

　学園生たちは邪魔にならないように脇に寄りながら、勇者たちを乗せた馬車をじっと眺めていた。

　そして馬車が止まった。馬車の前にはこの学園の校長、副校長、生徒会長などが並んでいる。

　馬車の扉がぎぃと開いた。

「勇者様だっ……！」

　世界の希望の星が馬車の中から姿を現し、生徒たちから歓声があがる。

　長身で黒い髪の青年が姿を現した。

　彼は目鼻立ちが整い、その切れ長の目からは
数多
 あまた

 の苦難を己の力で乗り越えてきた力強さが感じ取れた。

　ゆったりと歩くその
佇
 たたず

 まいだけで、周りの生徒たちはごくりと息を
呑
 の

 んだ。

　馬車から勇者の仲間たちが次々と姿を現す。

　この国の姫騎士シルフォニア、大教会の聖女メルヴィ、大戦士レイチェルに貴族騎士のミッター、大魔導研究所の熟練魔導士ラーロ。

　皆、物語や歌の中で伝え聞いてきた勇士たちであった。

「お出迎え大変感謝いたします。私は『聖剣アンドロス』を抜き、勇者を名乗らせていただいているカインといいます。これからしばらくの間、よろしくお願いいたします」

　勇者カインは校長たちの前に立ち、美しい所作で挨拶をした。皆、その勇者の姿にうっとりと
見
 み
 惚
 と

 れる。

「勇者カイン様、長旅ご苦労さまです。ぜひこの学園で疲れを癒やし、勉学に励み、学友たちと良き交流をお結びください」

「お世話になります」

「皆さん、勇者様たちのお荷物をお預かりしなさい」

「はいっ！」

　校長の後ろに控えていた生徒たちは、荷物持ちの役目だった。

　てきぱきと動き、勇者の一行から荷物を預かったり、馬車の中の荷物を運び出したりしていた。

　リーズリンデも勇者たちの荷物持ちに選ばれた生徒の一人だった。

（う、うわぁ……！　ほ、本物の勇者様だぁ……！）

　リーズリンデは頬を紅潮させながら、ぎこちない動きで勇者カインの
傍
 そば

 へ移動した。

　勇者様が来たからといって騒ぎ過ぎて迷惑をかけてはいけない、と友人たちをたしなめた彼女だが、それでもドキドキする胸の高まりは抑えようがなかった。

「お、お荷物お預かりします……勇者様……」

　リーズリンデは緊張して勇者の荷物を受け取ろうと手を伸ばした。

　すると、勇者カインは口の端をニヤッとさせ、それまでの口調とは大分異なる気安い声を発した。

「おう、リズ、頼む」

　勇者カインは笑みを浮かべている。彼とリーズリンデの身長差から、彼女は彼を少し見上げ、その顔をじっと眺める。

　それまでの堅苦しい口調や表情はなりをひそめ、その声と笑顔はどこかいたずら小僧のように軽く、親しみ易いものとなっていた。

　その表情はリーズリンデにだけ向けられていた。

　どくん、と心臓が跳ねる。

「‥………」

　そのカインの声を聞き、姿を見て、リーズリンデは全身がかぁっと熱くなっていく。体中の血が
沸
 ふっ
 騰
 とう

 するかのようだった。

　顔はもっと熱くなり、体がぶるっと震える。勇者カインのたった一言で、何か……何か自分の中の熱い感情が掘り起こされてしまったかのようであった。

　強い衝動が彼女の全身を駆け巡る。

「あ……」

　気が付いたら、リーズリンデはカインの服の裾をつまんでいた。カインはそれに気付き、彼女の真っ赤になった顔を
覗
 のぞ

 きこんだ。

「あ……」

　リーズリンデは自分がなぜこのようなことをしたのか、自分でもよく分からない。ただ、体が勝手に……彼女の強い衝動が、勝手に勇者を自分の元へ引き寄せようとしているかのようだった。

「……なんだ？」

「ぱ……」

　彼女の熱い衝動が言葉になろうとしていた。

　言いたいことがあった。言わなければならないことがあった。まるで彼女の中に消えてしまった彼への熱い思いがあって、それが強く呼び覚まされたかのようであった。

「ぱ……！」

　体の奥底から強い思いが
溢
 あふ

 れ出る。

　衝動がリーズリンデの胸を焼き焦がす。

　彼女はカインに顔を近づけ、カインはそれを受けて、そっと身を寄せた。

　周囲には聞こえない、二人だけのやり取り。

　彼女は彼に
囁
 ささや

 いた。
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「パンツくださいっ……！」

　──
清
 せい
 楚
 そ

 な彼女は確かにそう言った。





　一年前、勇者たちのパーティーにはもう一人、魔法使いの仲間がいた。

　リーズリンデ──愛称リズ。

　彼女はとある魔族の先祖返りであり、遠い先祖の魔族の力が強く顕現した人間であった。その魔族の力を用い、魔法使いとして勇者たちの仲間となっていた。

　しかし一年前、彼女は大きな傷を負い、それを治すために記憶と力を失ってしまった。

　それから勇者たちはリズを巻き込まないように彼女と別れ、彼女は何もかも忘れて国立学園の生徒となり、普通の人間としての生活を送っていた。





　リズはとある魔族の先祖返りである。

　彼女の衝動は、敵も味方も誰も止めることができなかった。





　彼女は人に
淫
 みだ

 らな夢を見せ、誘惑する色欲の
淫
 いん
 魔
 ま

 ──サキュバスの先祖返りであった。









第１話　【現在】私はそんな変態なんかじゃないっ！










　
麗
 うらら

 らかな日差しが窓から入り込んでくる。

　学園自慢の大きな講堂は、たくさんの人で埋め尽くされていた。

　生徒、教員、関係者、ありとあらゆる人たちが今日の主役の話を聞くことを楽しみにして、身なりも整えて集まっている。

　今、この講堂では勇者様たちの来校を歓迎する式典が行われていた。

「……先日の魔王軍幹部との戦いで、私の仲間であるシルフォニアとメルヴィとラーロが負傷してしまいました。全員が一命を取り留めたのは大きな幸運でありましたが、これを機にしばらく休養を取ろうということになりました」

　壇上に立ち、勇者カイン様が
流
 りゅう
 暢
 ちょう

 にスピーチをしている。

　花や装飾品などによって
豪
 ごう
 奢
 しゃ

 にしつらえられたこのホールで、カイン様は堂々とした姿を見せている。

「そして心身を癒やしつつ、勉学に励むことができるこの学園は、非常に環境の良い場所であります。治癒魔法の研究を進めることもでき、さらにこの国一番の生徒の皆さんと交友を深めることができるというとても有難い話をいただき、大変感謝しております」

　カイン様の言葉はとても滑らかであり、聞く者の心をくすぐるような美しい声だった。皆が顔を赤らめながら勇者様を見ている。

　皆が勇者様に
見
 み
 惚
 と

 れている。

　そんな中で私は……。

　私は……。

（うわあああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ……!?
 ）

　頭を抱え込んでいた。

（なんでっ……!?
 　なんでっ……!?
 　なんで、どうしてっ……!?
 ）

　さっきから同じことが頭の中をぐるぐるぐるぐると巡っている。

　決して声は上げない。しかし、私──リズの頭の中では絶叫以上の叫びが絶え間なく響いていた。

（あああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ……!?
 ）

　胸の内だけで後悔の叫び声を上げる。頭の中は混乱しきっている。

　なんて？　さっき私はなんて言った？　勇者様を目の前にして、私はなんて口走った？

『パンツくださいっ……！』

　それが先ほど、私が開口一番勇者様に言った言葉であった。

（なんでだああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁっ……!?
 ）

　なんで私はあんなことを言ったあああああぁぁぁぁぁっ……!?


　パンツっ!?
 　なんでパンツっ!?
 　なんで私の口からパンツっ!?


　ありえないっありえないっありえないっ、ありえないいぃぃぃっ……！　私がそんなこと言うわけがないっ！　そんなこと言うわけがないんですぅっ！

（なんで私はあんなことをおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉっ……!?
 ）

　カイン様に声を掛けられたその瞬間、私の中に激しい衝動が走ったのだ。抑えきれないほどの情念が私の中で
迸
 ほとばし

 り、私の口は自然と開いた。

　そうしたら私は勇者様に「パンツください」と言っていたのだ。

　なんでだっ!?


　なんでですかっ……!?


　違うっ！　違うんですっ……！　私はそんな人間じゃないんですっ！　そんなこと言う変態なんかじゃないんですっ！　常に私は自分を律してきたというのにっ!?


　なんでっ!?


　なんであんな言葉が私の口から……!?


「私の仲間であるシルフォニア姫の国の一番の学園だけあり、私もここでの生活に胸を躍らせています。皆様、ぜひ私たちと仲良く付き合っていただければと思います。よろしくお願いいたします」

　私のそんな状態など全くお構いなしに、式典は
粛
 しゅく
 々
 しゅく

 と進んでいく。カイン様が頭を下げると、割れんばかりの拍手が講堂を包み込んだ。

　しかし私は拍手できない。拍手する余裕なんてあるはずなかった。

（ああああああああああなんでええええええぇぇぇぇぇぇっ……!?
 ）

　ただただ恥ずかしさのあまりのたうち回りたくなる。

（なんで私はあんなことを言ったんだあああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ……！）

　私は自分のことで精いっぱいで、式典になんて集中できるはずがなかった。





「はっ……!?
 」

　気が付いたら教室にいた。

　窓からは赤い夕陽が見える。もう太陽が沈みかけている時間だった。

　私は教室で、机にうつ伏せていたようである。

　時計を見ると勇者様歓迎会の式典は終わっている時刻だった。私は半分意識がないままで今日一日を過ごしていたのだった。

「…………」

　教室には誰もいない。もう帰宅しているか、勇者様たちとともに二次会に出席しているかだろう。

　少しだけ覚えている。勇者様たちを歓迎する式典は長時間行われ、立食式のパーティーも催され、それが終わると教室に移動してクラスでの自己紹介があった。その後、歓迎会の二次会が行われるとのことで、参加希望者は会場に移動していった。

「……はああぁぁぁ」

　教室には夕暮れの熱い赤色が差し込んできている。その光景を眺めながら、私は大きなため息をついた。

　今日一日、いったい私は何をしていたというのか。ただ恥ずかしさに震え、半ば意識を飛ばしていただけである。全ては「パンツ」という意味の分からない言葉のせいであった。

　私は心を落ち着かせるため、もう一度机に額を
擦
 す

 りつけた。

　その時だった。

　教室の扉が開いた。

「ん……？」

「……え？」

　顔を上げると、そこには勇者カイン様がいた。教室の扉を開けて、ちょうど入ってきたばかりだった。

「ゆ、勇者様っ……!?
 」

「あ、リズ……。こんなところで何をしているのかな……？」

　
件
 くだん

 の勇者様が急に現れて、私は頭がぼんと熱くなり、驚き慌てる。

　今まで伏せていた机に手を突いて、私はがばっと起き上がった。

「あ、あああ、あのあのっ!?
 　あの、あのですねっ……！　カ、カイン様っ!?
 　ど、どうしてこのような時間にっ……!?
 」

　テンパる。

「……僕は二次会を少し抜け出して休憩に来たんだよ。まさかリズがいるとは思わなかったよ」

「えっ？　あ、あのあの、名前……？」

　私の名前を知っている？　いや、思い返してみれば荷物持ちの時もリズって呼ばれたような……？

　カイン様ははっと気付いたように言葉を発する。

「あ、あぁ……。すみません。いきなり初対面で『リズ』っていうのは馴れ馴れしかったかな？　これからよろしくお願いします、リーズリンデ様」

「あ、いえ……呼び方はいいのですが……なぜ私の名前を知っているのですか？」

『リズ』という呼び名は、私とかなり付き合いの深い人たちが使う愛称だ。まぁ、それは別にいいのだけど。

　カイン様は困ったように頭を掻いていた。

「あ、あー、そっちか……。ええっとだな……、教職員の方に聞いていたんだよ。君は歴史のある由所正しい侯爵家の人だそうだから、同じクラスメイトとして覚えておこうと思ってね」

「は、はぁ……」

　どうにも言い訳くさいことを言われ、返事に困る。しかし、私の名前を知っている理由はそれ以外にないように思われた。

「あっ、あのっ！　あのですねっ！　カイン様っ……！」

　私は大声でカイン様に呼びかけた。

「さっきのは違うんですっ……！」

「ん？」

　カイン様がきょとんとする。でもこれだけは言っておかなければならない。訂正しないといけなくて、私は必死なのだ。

「先ほどの『パンツください』ってのは言い間違いなんですっ！」

「え……？」

「本当は……『パン作ってください』って言おうとしたんですっ！　あのっ、食用の普通のパンをっ！」

「逆になんでっ!?
 」

　カイン様に驚かれた。

「いや、僕、パンなんて作ったことないんだけどっ!?
 」

「そ、それでも私、カイン様の作ったパンが食べてみたくてっ……！」

「意味が分からないっ！」

　カイン様は
驚
 きょう
 愕
 がく

 していた。

　それもそうだろう。私だって意味が分からない。
何
 なに
 故
 ゆえ

 初対面の勇者様にパンをねだるのか？　全くもって意味不明のおかしな子である。

　私は視線を
逸
 そ

 らす。

　でもっ……！

　でも『パンツください』よりは百倍ましなはずだっ！　こっちは全くもって意味不明のおかしな変態の子になってしまう！　それだったら全くもって意味不明のおかしな子の方がずっとずっとましだ。

　そもそも、私が『パンツください』なんて言うはずがないんだ。

　きっと何かの間違いだったんだ！　だから必死で訂正しないといけないんだっ……！

「わ、私っ！　勇者様はパン作りの才能に
溢
 あふ

 れていると思うんですっ！」

「そんなことを言われたのは初めてだよっ!?
 」

「きっと……きっと勇者様のパンは世界を救うと思うんですっ！　きっと……！」

「なにそのパン恐いっ！」

　支離滅裂になっていく。でも私は必死である。引き下がるわけにはいかない。

　変態だと思われたくないっ！　私は健全な人間なんですっ！　私は『パンツください』なんて言ってないんですっ……！

　自分に強くそう言い聞かせるっ！

「ま、まぁ、リズ、落ち着いて……」

　カイン様が手のひらを前に突き出して私を制止する。

「いいから。別にあの発言については何とも思ってないから」

「そ、そうなのですか？　し、しかし……」

「ああいうのは日常茶飯事だからな……」

「日常茶飯事っ!?
 」

　なにがっ……!?
 　なにが日常茶飯事なんだ!?
 　『パンツください』って言われるのが日常茶飯事なのかっ……!?


「ね、熱烈な追っかけのファンの子とかいるんですか……？」

　カイン様たちは世界的に有名な武人である。考えてみれば、迷惑を顧みない危険なファンがたくさんいたとしても不思議ではない。そうだとしたらそれはとっても大変なことだろう。

「……ただのファンならどれだけよかったか」

　だがカイン様はそう言った。私の想像は少し違ったみたいだ。

　カイン様は遠い目をしている。なんだ？　なぜか彼の姿から深い哀愁のようなものを感じる……。その「パンツください」と言った人は想像以上にカイン様に近しい人だったのだろうか？

　なんだか夕日が目に染みた。

「あ、あの……。私が外から口を出すのもどうかとは思いますが……何とかした方がいいと思いますよ、その人？」

「……同意が得られて何よりだ」

　カイン様はそう言うが、しかしなぜか彼は、軽蔑のこもったような目で私をじっと見た。

　……？　なんでだろう？　なんで私がそんな目で見られるのだろう？

　私の勘違いかな？

「ところで、あー……今更ではあるんだが……」

「はい？」

　カイン様は頭をポリポリと掻きながら、少し言いづらそうにして口ごもる。

　なんだろう？　今更って？

「君がさっきまで座っていたその椅子と机……」

「はい？」

「そこ……僕の席なんだけど……」

「え……？」

　教室を見回す。確かにここは私の席じゃなかった。私の席はこの三つ隣の二つ前だ。

　そしてここは転入生用の席。つまり今はカイン様の席であった。

「…………」

　……先ほどまで
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 自失となっていたが、記憶の隅で確かに思い出せる。勇者様ご一行の歓迎会が終わった後、カイン様たちをこの教室に迎え、ホームルームを行った。

　その時にカイン様が座っていたのがこの席であった。

「…………」

「…………」

　沈黙が続く。

　……というと、なんだ？　私は呆然自失となりながらも、わざわざカイン様の席に移動してから机に伏していたのだろうか？　自分の頬や額をカイン様の机に
擦
 こす

 り付けていたのだろうか……？

　……あ、ちょっと
涎
 よだれ

 垂れてる。

「…………」

「…………」

　顔が一気に赤くなるのを感じた。

「……[image: ]
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 あああああああああああああぁぁぁぁぁっ!?
 」

　悲鳴を上げざるを得なかった。

「ち、ちち、違うんですっ！　これはっ……！　違うんですっ！　違うんですっ！　ま、間違えたんですっ！　本当ですっ！　何かの間違いなんですっ……！」

「いや、うん、いいんだ……。そういう奇行も日常茶飯事だから……」

　その慰め方はやめてっ！

　私が言えた義理じゃないんだけどっ……！

「違うんですっ！　こんなの、私……、違うんですっ……?!
 　私こんなんじゃっ……！　ま、魔族の仕業ですっ！　きっと全て魔族の仕業なんですぅっ！」

「まぁ……、確かに魔族の力のせいだろうなぁ……」

　そう言いながらもカイン様は私から顔を背け、仕方なさそうに遠くを見つめていた。

　全身が恥ずかしさで震える。顔が真っ赤になって、熱くて熱くてたまらない。恥ずかしさで死んでしまいそうになる。

　涙が
溢
 あふ

 れた。
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 ああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁんんんんんんんっ……！」

「あっ……!?
 　リズっ!?
 　おい、リズ……!?
 」

　私は涙と鼻水を垂らしながら走り去った。

　一体何が悪いのだろう？　全部私のせいなのだが、しかし、どうしてこうなってしまったのかが全然、まったく、まるで分からない。

「おぉいっ……！　リズーっ……！」

　カイン様が制止の声を上げる。しかし、立ち止まるわけにはいかない。遠く遠く……、私は夕陽の方向に向かって走って逃げた……。

　なんで……、なんで一体こんなことに……。こんなことを……。

　私の受難と悦楽の日々が始まったのだった。





＊　＊　＊　＊　＊





　この街は学園街と呼ばれている。

　このフォルスト学園を中心に出来上がった街であり、生徒にとって必要な環境が全て整った場所である。

　勉学に必要な本、文具、生活必需品などが
揃
 そろ

 う大規模な商店街があり、健康管理のための病院も建てられている。

　また生徒の訓練のためにダンジョンへの転移場が備え付けられた冒険者ギルドも存在しており、実践的な訓練として、生徒はこの冒険者ギルドからダンジョン攻略に挑んだりもしている。

　高等部だけでなく、初等部、中等部の学校、大学、幼稚園まで、様々な教育機関が置かれている。

　この国が最も力を入れている教育機関だけあって、学業において不便なことはほとんどない。街全体が生徒の成長を支援しているのだ。

　ただ多くの生徒がいるため、どうしても本来の用途から外れた利用の仕方をする者が出てきてしまう。

　学業や部活動などに力を入れず、他の事に力を注いでしまう人がいるのだ。





「いや～ん、勇者様かっこいい～！」

「ど、どうも……」

　甘ったるい声が教室内に響く。

　ピンク色の髪をした女生徒が勇者カイン様の腕にしがみ付き、
媚
 こ

 びるような甘い声を発している。

「そんなに素敵じゃ、アイナ、勇者様のこともっともっと好きになっちゃう～！　も～！　責任取ってくださいよね～！」

「…………」

　しなを作り、勇者様に色目を使うこの女生徒の名前はアイナである。

　尻込みするカイン様を逃がさないように彼の腕をしっかりと抱き、自分の胸をその腕に押し当てていた。

　誰がどう見てもこのアイナ様は、勇者様に
媚
 こ

 びて取り入ろうとしているのが明らかだった。

「全く、品性が下劣ですよ、あの女……！」

「前は公爵家のレストン様に
媚
 こび

 を売ってましたよ！」

「勇者様が来てからというもの、すぐにターゲットを変えて……。この学園の品位を落としてますよっ……！」

　アイナ様という女生徒の評判は良くなかった。

　彼女は勉強や魔法の技術の習得といった学生の本分には精を出さず、学内での派閥作りに躍起になっており、周囲から評価されにくい人物だった。

「勇者様ってぇ～、迷宮の奥底で金銀財宝を手に入れたことがあるって聞いたんですけどぉ～、お金持ちなんですか～？」

「ま、まぁ……そういうことも、あったかな……？」

「や～ん！　アイナ、困っちゃう～！」

　何が困っちゃうだよ、と周囲の人間は心の中でぺっと唾を吐く。

「ア、アイナさん……は、離れてください……」

「も～！　恥ずかしがらなくてもいいんですよ～、勇者様～！　アイナと勇者様の仲じゃないですか～！」

　アイナ様はより強く腕に力を込め、カイン様は閉口していた。

「リーズリンデ様！　あの女に強く注意した方がいいんじゃないでしょうか!?
 　学園の品位に関わりますよっ……!?
 」

「そうですよっ！　勇者様も困っておられますし……！」

　見かねたクラスメイトたちが私に話を持ちかけてくる。

　しかし、当の私はというと……、

「うーん……うーん……」

　それどころではなかった。

　頭を抱え、本当の自分の席でうなだれながら
呻
 うめ

 き声を上げている。敵はアイナ様なんかではなく、私の中に巣食っている正体不明の何かだ。

「リ、リーズリンデ様は一体どうされてしまったのですか……？」

「く、苦しそうですけど……？」

　苦しいのだ。

　昨日、勇者様が編入されてからというもの、私は奇行を繰り返している。

『パンツください』などという訳の分からないことを口走り、そして無意識のうちに勇者様の机や椅子に体を
擦
 こす

 り付けてしまうという変態行為に及んでしまっている。

　そんなわけがない……！　何かの間違いなのだ……！　私がそんなことをするはずがないのだっ……！

　私は
清
 せい
 楚
 そ

 で健全な人間なのだっ……！
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「ど、どうしてしまったのでしょう……、リーズリンデ様……」

「な、何があったのでしょうか……？」

　クラスメイトの皆に心配される。

　私にはアイナ様に構っている余裕なんてなかった。





「はぁ……」

　なんとなく調子が良くないまま、放課後になった。

　私は自分の気持ちを律するために、学内の清掃ボランティア活動に従事していた。校内に落ちているゴミを拾い、学校も自分の精神も
綺
 き
 麗
 れい

 にするのだ。

「はぁ……」

　しかし、私はため息を一つつく。昨日の発言と行動を思い出すと、憂鬱にならざるを得ない。

　アイナ様のようではないけれど、私だって人並みにカイン様たちと親しくなりたいという気持ちがある。できれば彼らに好かれ、微力ではあるものの彼らの力になりたいと思っている。

　しかし、昨日のはなんだ。

　何がパンツだ。あり得ない。恐らく私に対する彼の評価は地に落ちただろう。

　本当の私はそんな人間じゃないのに……。

　なんとなく調子が良くないまま、清掃を始める。……いや、調子は悪くない。それどころか体調も魔力の乗りも今日は
冴
 さ

 え渡っている。魔法の実技訓練の授業では、今までにない威力の魔法が繰り出せたくらいだ。

　まるで、カイン様に行った変態行為が自分の力になっているようだった。

　……そんなことはあり得ないんだけど。

「はぁ……」

　そんなわけで、調子は良くても、気分が優れなかった。

　もう何度目かのため息をつきつつ、私はいつもゴミが多く捨てられている体育館裏の方へと足を運んだ。

「ん……？」

　そこで気付く。

　葉巻の匂いがする。白い煙もちらちらと見える。誰かが体育館裏で葉巻を吸っているようだった。

　校内では一部を除き、喫煙は全面禁止だ。それなのに隠れて葉巻を吸っている者がいるのなら、注意しなければならない。

　私はそれまでの憂鬱な気分を切り替え、大きく息を吸い込んで体育館の角を曲がった。

「こらっ！　そこで葉巻を吸っているのは誰ですかっ……！」

「うおっ……!?
 」

「えっ……!?
 」

　葉巻を吸っている人の姿が露わになった。

　それは信じられない人だった。

「カ、カイン様……？」

「あー……」
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　葉巻をふかし、口から煙を吐き出しているのは今話題の勇者カイン様だった。眉を
顰
 ひそ

 め、バツの悪そうな顔をしてこちらを見ている。

「カ、カイン様……？　こんなところで何を……？」

「…………」

　私は面食らってしまった。

　勇者であるカイン様は、爽やかな好青年であると世間一般では言われている。常に礼儀正しく、所作は上品で、謙虚で誠実な人間であると評判であった。

　体育館の裏で隠れて葉巻を吸うようなタイプではないはずだった。

「ま、お前には今更か……」

「え……？」

　カイン様は私に
見
 み
 咎
 とが

 められても葉巻を吸うのをやめず、葉巻をくわえたまま、息を大きく吸い込む。葉巻の先端が赤く熱く燃え上がり、カイン様は紫煙をくゆらせて堪能していた。

「俺は元々こういう奴なんだよ」

「え……？」

　昨日会話していた時よりも少し低いトーンで、カイン様が話し始める。

「そりゃそうだわな。祭られてる聖剣を引っこ抜いて勇者だなんだと騒がれてっけど、元々は剣ばっか振り回してた田舎もんだ。荒っぽい性根が直るわきゃねぇってな」

「え？　え……？」

「元々俺は口が
悪
 わり

 ぃんだよ」

　そう言って、カイン様は少し意地の悪そうな笑みを見せた。

「そ、そうなんですか……？」

「まぁな」

　それまで『私』とか『僕』と言っていた一人称が『俺』に変わり、口調もぶっきらぼうになっている。

　目の前の男性の変化に、私は驚きを隠せなかった。

「で、でも！　世間ではカイン様は爽やかで礼儀正しいお方だって……!?
 」

「礼儀正しくねぇと周りがうるせぇんだよ。やれ身だしなみがなってねぇだの、やれ言葉使いが悪いだの、戦闘とは全く関係ない所で足を引っ張ってきやがる。全く、お貴族様は面倒で仕方ねぇ」

「…………」

　
唖
 あ
 然
 ぜん

 とさせられる。勇者様のこんな様子は見たことがなかった。

「ま、いちいち歯向かって支援切られるのも面倒だからな。人前ではいい子ちゃん演じてるけどよ。そういう意味じゃ、俺もまだまだ甘ちゃんだな」

「お、驚きです……」

「チクんなよ？」

　カイン様は私に顔を向けてニヤリと笑った。その顔は昨日までの爽やかな笑顔ではなく、
悪戯
 いたずら

 小僧のように
小
 こ
 狡
 ずる

 く、しかし人間味に
溢
 あふ

 れる魅力的な笑顔であった。

　私はくすりと笑ってしまう。

「でも、なんででしょう……？」

「あ……？」

「その方があなたらしいと、私は今、そう感じています」

　別に知り合って長いわけでもないし、特別な関係でもないのに……、私は今のぶっきらぼうな彼が、彼らしいと感じているのだった。

「……そうか？　そう感じるか？」

「はい。不思議なことに」

「そうか。そうかもな……」

　そう言ってカイン様は、もう短くなった葉巻を口から離す。火のついた面を地面に押し当て、葉巻の火を消していた。

　私は手に持っていたゴミ袋を彼の前で広げる。彼はそこに葉巻をぽいと投げ捨てた。

「なんつーか、こんな話をお前にするのは……どことなく奇妙な気分だ」

「え？　なんでですか？」

「いや……なんでもねぇ。気にすんな」

　カイン様は首を小さく振る。

　……なんだろう？　よく分からない……。

「……そんなことよりも、うちのクラスのアイナとかいう奴……。リズ、お前あいつを何とかしろよ。ビッチなんかに寄って来られても困るだけなんだが？」

「わ、私が何とかするんですかぁっ？　しょ、正直私には荷が重いかと……？」

「いやまぁ、あいつよりもずっと問題児のビッチでエロい奴を知ってるんだけどな、俺らは……」

「アイナ様よりビッチ……ごほんごほん！　その、あのっ……、女性的に問題な方がいるんですかっ!?
 」

　それって昨日言っていた、『パンツください』っていうのを日常的に言ってくる人のことかなっ……!?


「こ、こういうのもなんですけど、アイナ様以上の問題児って、相当やばい……いえ、よろしくない方ですよね……？」

「…………」

「……なぜ、私をじっと見てくるのですか？　カイン様……？」

　なぜかカイン様は、私を哀れみと侮蔑がこもったような目で見た。

　い、意味が分からない……。

　私はゴミ袋の中から彼が先ほど捨てた葉巻を取り出した。

「アイナ様の対策は私個人では荷が重いですけど……、少なくとも葉巻を吸う場所は変えた方がよろしいんじゃないんですか？　学園は基本禁煙ですけど、職員室の
傍
 そば

 に喫煙スペースがありますよ？」

「バカ言うなよ、勇者が葉巻なんて吸ってるのを見られたら、またグチグチと小言を言われるじゃねえか」

　カイン様はふんと鼻を鳴らす。

　私は手に持った葉巻をくわえてみた。

「大変ですね……、勇者様という肩書は」

「まぁな。少し分かってもらえて何よりだ」

　カイン様は肩を
竦
 すく

 めた。私はそれを見て小さく笑う。

　どんな人にも隠し事はあるという。勇者様は世界中から希望の星としての役割を担ってしまったため、自分を隠す演技をしなければならなくなった。

　しかし偶然にも、私はカイン様の本当の姿を見ることができた。非常に自分勝手ではあるものの、それは
嬉
 うれ

 しいことだった。

「……私の前ではもう演技しなくてよろしいですからね？」

「元よりそのつもりだ」

　カイン様はニカッと笑う。私は図らずも彼の秘密を知ってしまった。だから、私は彼と飾らずに接することのできる関係になりたいと、そう思ったのだった。

　口にくわえた彼の葉巻からは温かな香りがした。

「…………」

「……どうしましたか？」

　目をぱちくりさせながら、カイン様は私をじっと見ていた。

　なんだろう……？

「いや……あまりに自然にやったから指摘し損ねてたんだが……」

「はい……？」

　カイン様は自分の口を指で差す。

「……人の吸い殻、くわえるのはどうかと思うぞ？」

「はい……？」

　……一瞬、勇者様の言っていることが分からなかった。

　私は自分の口に手を当てる。

「……なっ？」

　そこには先ほどまで彼が吸っていて、ゴミ袋の中に捨てた葉巻の吸い殻があった。

「……？」

　ん……？　つまり、どういうことだ？

　えっと？　私は今、カイン様の葉巻の吸殻をくわえていた？

「…………」

　つまり……、彼が捨てた吸殻を私は無意識のうちに掘り当てて、それをちゅぱちゅぱ吸っていたということになるのだろうか……？

「…………」

「…………」

　それは、つまり……、

「……変態じゃないですかあああああああぁぁぁぁぁ[image: ]
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 あああああああぁぁぁぁぁっ……!?
 」

　私は叫んだ。叫んで、くわえていたカイン様の葉巻を口から離し、慌ててゴミ袋の中に戻した。

「違うっ……！　違うんです、カイン様っ！　これはっ、そのっ!?
 　何かの間違いというか……!?
 　決して私はそんな人間なんかじゃないんですっ！　本当なんですっ……！」

「まぁ、人には誰にだって隠し事があるからな。俺のように」

「違うんですっ！　信じてくださいっ……！」

　カイン様はカラカラと笑っていた。

　違うんだぁっ！　私は本当に
清
 せい
 楚
 そ

 な人間なんだぁっ！　不純なことなんて今まで少しもしたことがないっていうのにっ……!?


　なんでっ!?
 　なんで、最近おかしいっ!?


「違うんですっ！　本当に違うんですっ……！」

「はいはい、分かった分かった」

「ああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ……！　やだあああああぁぁぁもううううううぅぅぅぅっ……！」

「ま、お互い黙ってような。秘密を分け合った同士な」

「違うんですうううううううううううぅぅぅぅぅぅぅぅっ……！」

　私はうなだれ、
咽
 むせ

 び泣いた。カイン様は私を見て楽しそうに笑っていた。

　勇者様たちが来てから何かがおかしい。

　そう思わざるを得ず、また私は頭を抱えるのであった。









第２話　【過去】サキュバス一人、旅のお供にいかがですか？










　それはカインが聖剣に選定されて、勇者として旅を始めたばかりの頃であった。

「この街の人間が、衰弱しているって……？」

「はい、勇者カイン様……。私どもとしても、一体何が起きているのかさっぱりで……」

　ここはとある侯爵家の館。勇者に選ばれたばかりのカインは、立ち寄った街を治める貴族から奇妙な相談をもちかけられていた。

　聞けばこの街では今、夜の間に人が衰弱する事件が多数起きているのだという。

　朝が来ると、この街の誰かが体も起こせないほど衰弱しきっており、夜の記憶が消えてなくなっているという。しかもそれは原因不明で、長い期間続いているらしい。

　男女を問わず、死者は出ていないものの、すでに大勢の人間が被害に遭っているというのだ。

「もし、陰で魔王軍が暗躍しているとしたら、私どもにはどうしようもありません。謝礼はたくさんお支払いします。勇者様、何とかならないでしょうか……？」

「まー、いろいろ見て回らねぇと何とも言えねぇ。取りあえず時間をくれ」

　勇者カインは葉巻をふかしながら、その貴族の依頼を引き受けた。

「あ、ありがとうございます……！」

　侯爵は頭を下げる。

「この街の案内や、勇者様の調査のサポートは私の娘が行います。ぜひとも使ってやってください」

「娘……？」

「リズ！　入りなさい！」

　侯爵が言うと、一人の娘が入ってきた。

　金色の長い髪がふわふわと揺れている、とても
綺
 き
 麗
 れい

 な少女だった。十五歳の、つぼみが花開いたばかりのような
可
 か
 憐
 れん

 な少女だった。

「初めまして勇者様。私はこの家の長女のリーズリンデと申します。以後、よろしくお願いいたします」

　その少女は優雅にお辞儀をする。

　その姿と動きに、カインは目を奪われる。

　それが二人の出会いだった。





　そして調査の日々が始まった。

「今日も成果なし……か……」

「本当に何の手掛かりもありませんね……」

　お昼前の時間、活動拠点である侯爵家の館に戻って来て、大きくため息をつきながらカインは椅子に深く腰掛けた。

　二人の調査が始まってから一週間が
経
 た

 とうとしていた。

　衰弱させられた被害者は、いつも朝発見されている。故に事件は夜の間に起きているのだと推測され、カインとリズは夜になると二手に分かれてこの街を見回っているのだが、事件の手掛かりは一向に
掴
 つか

 めなかった。

　昼夜逆転の生活が続き、カインたちはこれから睡眠の時間だった。疲れたようにカインは顎を上げる。

「申し訳ありません、カイン様。貴重なお時間をいただいているというのに、何も成果を出すことができなくて……」

「いや、おめぇが悪いわけじゃねえだろ、リーズリンデ」

　リズはカインのために紅茶を一杯
淹
 い

 れていた。

「ま、焦らずやろう。慌てちゃ見つかるものも見つからねぇ」

「……勇者様、あなたのようなお方がこんな街の事件に時間を費やすのはあまり良くありません。もし調査が長引くようであれば、この街は気にせず前にお進みください」

「ま、もうちょっと……。もうちょっとな……」

　そう言いながら、カインはリズの淹れた紅茶を飲んだ。

「……っ！　
美
 う
 味
 ま

 いな、これ！」

「あ、ありがとうございます」

　カインは目を丸くし、リズは優雅に
微
 ほほ
 笑
 え

 んだ。

「紅茶を
美
 お
 味
 い

 しく淹れるのは貴族の
嗜
 たしな

 みですので」

「貴族の嗜みね」

「はい。私の習い事の一つなんです」

「習い事？」

　紅茶ってこんなに美味くなるもんなんだ、とカインは驚きつつ、顔を上げてリズの顔を見た。

「はい。貴族には品格が求められるので、様々な教養を身に付けなければなりません。いろいろと勉強させていただいております」

「ふーん。何やってんだ？」

「ピアノにヴァイオリン、紅茶教室にフラワーアレンジメント、水彩画、乗馬、剣術、魔術、学習塾、礼儀作法、料理、裁縫などなど……」

「多いなっ!?
 」

　カインは震えた。

「……え？　なにそれ？　嫌になるだろ。疲れねぇの？」

「あはは……、確かに疲れますけど、貴族の教養として大事なことですので。こつこつ頑張らないと……」

「うえー、息が詰まりそー。俺、貴族じゃなくてよかったー」

「あ、あはは……」

　カインは眉を
顰
 ひそ

 めて
呆
 あき

 れたように言うが、彼はそのリズの習い事によって
美
 お
 味
 い

 しく
淹
 い

 れられた紅茶を堪能するのであった。

「た、大変ですけど、やりがいはありますよ？　料理とか裁縫などは花嫁修業としても大切ですしね」

「ん？　花嫁修業？　お前結婚すんの？」

「あ、いえ。予定はないです。ただお父様はそろそろ見繕おうと言っておりましたが」

「ふーん……」

「カイン様？」

　何かを考えるようにカインが両腕を組み、背もたれに深く体を預けた。口を閉ざし、少しの間会話が途切れる。

　そして何を思ったのかカインはにやりと笑い、リズの方に顔を向けた。

「なぁ、リーズリンデ……」

「はい？」

　カインの
悪戯心
 いたずらごころ

 に満ちた目が彼女の瞳を捉える。

「俺が貰おうか？」

「なっ!?
 」

　突然の言葉に、リズの体がびしりと固まる。金色の長い髪が震え、額に汗が
滲
 にじ

 み、頬がどんどん紅潮していった。

「なっ!?
 　な、なっ……？　カ、カカ、カイン様……!?
 」

「だはははっ！　冗談だ、冗談っ！」

「あっ……！」

　カインは大口を開けて笑い、リズは
呆
 あっ
 気
 け

 に取られ、目を丸くした。

「はははっ！　顔赤くなってんぞっ……！」

「む、むっ、むうううぅぅっ……！」

　カインは満足げな表情で紅茶に口を付け、リズは額に青筋を立てながら頬を膨らませた。

「……そういう冗談は良くないと思います。私は傷つきました！」

「はっはっは、わりぃわりぃ。許せよ、な？」

「むー」

　カインは軽く笑いながら謝るが、リズはそっぽを向いた。怒りで真っ赤になった頬を膨らませている。

　そして彼女は
俯
 うつむ

 き、ぼそっと
呟
 つぶや

 いた。

「……今の私を挑発しないでください。我慢が……できなく……」

「ん？」

　リズの声は小さく、カインはその声をよく聞き取れなかった。彼女は何かに耐えるように、自分の服の袖をぎゅっと握る。

　そして顔を上げ、
微
 ほほ
 笑
 え

 んだ。

「……なんでもありません。カイン様は女ったらしだなって思っただけです」

「悪かったって。そもそも侯爵家の令嬢と、どこの馬の骨とも知れん田舎のガキじゃ、はなっから釣り合いが取れねぇだろ」

「カイン様は勇者でいらっしゃいますけど？」

「まだ大したことはなんもやってねぇよ」

　カインは手をひらひらと振る。

「まだ多くの人は俺を認めてねぇ。俺を知らねぇ。だが、今に見てろ。武功で成り上がってやる。……俺の名を世界に
轟
 とどろ

 かせてやるぞ」

「……あらあら、野心を抱いていらっしゃいますのね？」

「滅私奉公ってのは好きじゃねえ。魔王を倒すってんなら、ついでに富も名誉も手に入れてやる」

　カインの目はぎらついている。欲望に満ちているが、その瞳は純粋で力強く、リーズリンデは息を
呑
 の

 む。

　この人なら本当に世界を救うかも。彼女はそう思わずにはいられなかった。

　そしてカインはふぅ、と小さく息をついた。

「なぁ、リーズリンデ。俺に礼儀作法を少し教えてくれよ」

「……はい？」

　いきなりそう言われ、リズはきょとんとする。

「いやさ、今言った通り、俺はまだまだ無名だよ。聖剣握っただけのただのド田舎のバカガキだ。礼儀や作法がなってねぇって、貴族に会う度に嫌味を言われて超めんどくせぇ」

「それは……失礼な方たちですね。勇者様に対しなんて
不
 ふ
 遜
 そん

 な……」

「ま、小さいことをいちいちうっせぇとは思うけどな」

　カインは椅子の背もたれにぐっと重心を掛け、椅子の二本の脚を浮かせた。その様子は確かに優雅さとは程遠いものだった。

「でも、ちょっとばかり礼儀作法を身に付ければ俺もいちいち嫌味を言われねぇで済む。全く面倒なことだが、俺も今や『世界の希望』だ。少しばかりお作法とやらを身に付けようと思ってな」

「……それは」

「なんだよ」

　気恥ずかしくなったのか、カインは口を
尖
 とが

 らせる。しかし、カインの言葉を聞いたリズは
微
 ほほ
 笑
 え

 んだ。

「それは、よろしいですね……」

「……そうか？」

「はい、私でよろしければ、ぜひ力にならせてください」

　そういうわけで、カインとリズの礼儀作法の教室が始まった。

　二人は事件の間にそんな穏やかな時間を重ねていくのだった。





　それから少し時が
経
 た

 った、ある日の深夜。

　街は寝静まり、月だけが輝いている。

　その街の片隅で、二人の男女が
剣
 けん
 呑
 のん

 な雰囲気で相対していた。

「お前……だったのか、リズ……」

「…………」

　とある
淫
 いん
 魔
 ま

 が男に襲いかかろうとしたところを、勇者カインが阻止した。この街の、謎の衰弱事件の犯人が明らかになった。

　膝を突くリズに聖剣を向けながら、カインは彼女を見下ろした。

　犯人はリズだった。

「……どうりで犯人が尻尾を
掴
 つか

 ませねぇわけだ」

「…………」

　リズはカインと共に事件の調査をしているので、カインの動きは完全に把握していた。調査のために二手に分かれ、カインの行動範囲外で事に及べばいいだけだった。

　そこでカインはリズを
罠
 わな

 にはめた。その日の自分の調査予定範囲について
嘘
 うそ

 を言い、リズを尾行したのだ。

　今、リズは追い詰められていた。

「なんでお前がこんなことを……」

「……ッ！」

　リズはカインに襲いかかった。サキュバスとして蓄えた魔力を使って、勇者と壮絶な戦いを繰り広げた。

　二人の激しい
剣
 けん
 戟
 げき

 が繰り広げられる。

　勝ったのはカインだった。

　体中がボロボロになりながら、リズは地面にぐったりと横たわった。その傍らに注意深く、カインが歩み寄る。

「……私はもう終わりです」

「あ？」

　リズは息が漏れるような小さな声で言った。

「……貴族として一生懸命礼儀作法を習い、音楽とか料理とかを勉強し、清廉で真面目に、貴族の義務を果たして……こつこつと、こつこつと積み上げてきたのに……、なんでっ……！」

「…………」

「なんでっ、私はっ……！　先祖返りの……サキュバスだなんてっ……！」

　リズは横たわったまま涙を流し始めた。

　リズは最初からサキュバスの力を持っていたわけではなかった。普通に貴族の娘として生活をしていたのに、体が成長するとともにサキュバスとしての力と情念が高まってしまったのだ。

　その体の奥の存在は、たやすく彼女の生活を壊した。

「正しい……誠実な貴族として正しい生き方をしていたのにっ……！　私の体は淫乱で！　下劣で！　もうどうしようもなくなって！　止まらなくて……！」

「…………」

「止まらなくて……」

　次々と人を襲ってしまった。

「……私はもうおしまいです。もう貴族として生きられない……。私の中のサキュバスとしての存在が、それを許さない……」

「…………」

「もういっそ、殺してください……」

　リズは腕で顔を覆いながら、
嗚咽
 おえつ

 を漏らした。

　それまで貴族として努力してきたことが、自分の情欲によって壊されてしまった。どうにかしたいと頑張ってきたのだけれど、どうしようもないことであった。

　カインはゆっくりとリズに近づいて、かがんだ。

「なぁ、リズ……」

「…………」

　カインは言う。

「……男を五人くらい囲ってみたらどうだ？　それで退廃的な生活を送るんだ。いいだろう？」

「……え？」

　勇者はとんでもないことを言いだした。リズは驚いて、涙で濡れた目でカインを見る。

「愛人を五人でも十人でも囲ってさ、毎夜毎夜代わる代わる抱いちまうんだ。サキュバスとしてのお前も満足するし、男たちも満足するだろう。いや、囲うのは女でもいいのか？　きっと楽しいぜ？」

「は……、はあああぁぁぁっ……!?
 」

　リズは素っ頓狂な声を出した。

「そんなこと、できるはずがないでしょうっ……!?
 」

「できるさ！　だってお前は今までで一人も死人を出してねぇっ……！」

「で、でも貴族としてのモラルは!?
 　愛人を五人や十人とか、良識とか道徳が壊れてますよっ!?
 」

　その言葉を受けて、カインはにかっと笑った。

「そんなもんは、犬にでも食わせちまいな」

「…………」

　リズは
呆
 あっ
 気
 け

 に取られ、カインは横たわる彼女の頭を
撫
 な

 でた。

「いいんだよ、欲望に流されても、淫乱でも、
卑
 ひ
 猥
 わい

 でも、変態でも……。お前は
素
 す

 の自分を出していいんだ。自分に素直になっていい。誰かに何か言われても、鼻で笑ってやれ」

「…………」

「そうしてたら、きっといつか、誰か素のお前を受け止めてくれる奴がいるさ」

　素の自分を隠したままじゃ、素の自分を受け止めてくれる奴なんか現れやしねぇ、とカインは続ける。

　リズの目に光が宿った。

「お前はもっと自分を肯定してやれ、リズ」

　そう言ってカインは笑う。

　今まで彼女の中に居座り続けていた重くて苦しい存在が、すっと軽くなっていった。

　彼女の夜は今、明けたのだった。





　そうして、この街の謎の衰弱事件は解決した。侯爵家から報酬を貰い、懐が潤った勇者はしばらくの
後
 のち

 、次の街へと歩を進めようとした。

　彼はまた一人で旅を再開するつもりだったのだが……。

「カイン様～！　待ってください～……！」

「…………」

　カインは呆気に取られた。

　魔法使いの黒い三角帽子と黒いローブを身に着けたサキュバスが、勇者を追って走り寄って来た。背中には旅をするための大きな荷物を背負っている。

「カイン様っ……！」

「…………」

　それまでの暗い表情から一変、リズはきらきらと目を輝かせながら、背の高いカインの顔を見上げるように
覗
 のぞ

 きこんだ。

「サキュバス一人、旅のお供にいかがですかっ!?
 」

「要らんっ！」

　カインは手でリズを
押
 お

 し
退
 の

 けようとするものの、リズは必死にカインの腕にしがみついた。

「カイン様がおっしゃったんじゃないんですかぁ！　お前はもっと自分に素直になっていいって……！」

「だー！　うるせぇっ！　俺に迷惑のかからないところでやりやがれっ！」

「人でなしー！　責任取ってくださいー！」

　ぎゃーぎゃーと
掴
 つか

 み合いの
喧
 けん
 嘩
 か

 が始まる。リズの
綺
 き
 麗
 れい

 な金色の髪がふわりと揺れる。

「もう私は勇者様の専属のサキュバスなんですからっ……！　もう他の男とは交わりませんっ……！」

「うっせぇ！　よそでやれっ！」

「あー！　勇者様羨ましいっ！　サキュバスを自分のペットにできるなんて、世界中の男性から滅茶苦茶羨ましがられますよっ！　はい！　私を滅茶苦茶にしてくださいっ！」

「サキュバスなんかペットにしても、なんのステータスにもならんわっ！」

「あ、でも、この前カイン様に言われた通り、女性は何人か囲っちゃおうかな!?
 　それなら浮気になりませんよねっ！」

「いいから、はーなーれーろーっ……！」

　リズは笑った。

　朝の太陽が二人の旅を祝福する。

　勇者カインの苦難は、今ここから始まったのだった。





＊　＊　＊　＊　＊





　それから、勇者カインの旅は順調に進んでいった。

　姫騎士シルフォニア、聖女メルヴィ、貴族騎士のミッター、大戦士のレイチェル、魔導研究所のラーロと言った頼もしい人たちが仲間となり、勇者カインは次々と魔王の配下たちを倒していった。

　勇者としての活動は人々の支持も得られ、たくさんの人を助け、そしてたくさんの人に支えられることとなった。

　ただ……、

「カイン様～！　おパンツいただきに参りました～！」

「…………」

　この勇者パーティーは一人のサキュバスに寄生されていた。

「…………」

「なんなんですか？　カイン様？　そんな腐った牛乳を見るような目で私をじっと
舐
 な

 め回すように見て……」

「いや、前半は合ってるけど、舐め回すようには見てねえよ」

「そんな侮蔑がこもった目で見られると……興奮しちゃいます……♡」

「このドアホ」

　リズは
身
 み
 悶
 もだ

 えしながら自分の腕で胸を抱いた。リズの住んでいた街での衰弱事件後、彼女は自分に正直になり、カインの元で元気を取り戻していた。

　ただ、自分に正直になり過ぎていた。

「分かった、分かったから……ほら、洗濯物持ってけ」

「はい、ありがとうございます、カイン様」

　カインは自分の仲間である問題児に大きなため息をつきながら、旅の途中で
溜
 た

 まった洗濯物をリズに差し出していた。

　先ほどの「おパンツいただきに参りました」発言は、ただ洗濯物を取りに来ただけであった。リズはこの仲間内で、率先して料理や洗濯などを引き受けていた。

　彼女の作る料理はとても
美
 お
 味
 い

 しく、いつも仲間たちの心を潤していた。そしてこまめな洗濯は彼らを清潔に保ち、風邪や病気も予防することになった。

「まぁ……なんだかんだ言っても、いつも有難いとは思ってるよ」

「あら、お褒めの言葉に私照れちゃいます。今夜はベッドに来いとおっしゃってます？」

「おっしゃってねぇ」

　口を開けば
呆
 あき

 れられた。

「負担が大きかったらちゃんと言えよ？　仲間たちでもっと分担できるんだからな？　さすがに服を縫う技術まではねぇけどよ」

「ふふ、ありがとうございます、カイン様。ですが家事は私の趣味みたいなものなので……」

　リズは穏やかに笑った。

「なぜなら……家事ができる女は男性にモテやすいからですっ……！　男を落としたければ胃袋を
掴
 つか

 めっ……！」

「
清
 すが
 々
 すが

 しい理由だな！」

「人生のお供に良妻賢母なサキュバス一人、いかがですか？　カイン様？」

「『賢母』の部分が見当たらねぇなぁ？」

　下らないやり取りに
呆
 あき

 れ、カインは葉巻に火を付けた。

「まぁでも、この宿は金払えば洗濯をしてくれるらしいぞ？　そっちに任せてゆっくり休むのもアリなんじゃねぇか？」

「何をおっしゃいます！　カイン様！　使用後の洗濯物を集めて、カイン様のパンツとかシャツをクンカクンカする私の楽しみを奪うおつもりですかっ……!?
 」

「てめぇっ！　やっぱりそんなことやってたんじゃねぇかっ！」

　リズの家事は実に趣味と実益を兼ねていた。

「最近では仲間が増えて、シルファ様やメルヴィ様のおパンツなども増えて、私は実に満足です……」

「お、女のパンツにまで……いや、お前が変態なのはよく知っているけどさ……」

「男性だろうが女性だろうが、食っちゃえます、私」

　ホクホク顔でリズはそう言った。

「ひゃ、百歩譲って俺らはいいけど……ミッターとか他の男にはやめてやれよ……？　恋人や家庭持ちの奴らの生活まで壊すなよ？」

「大丈夫です！　私が手を出す男性はカイン様ただ一人ですっ！　このサキュバス、こう見えて意外と一途なのですっ……！」

「あー……、ほっとしていいのか、怒っていいのか分からんな、こりゃ」

「人生のお供に一途で家庭的なサキュバス一人、いかがですか？　カイン様？」

「てめーを『家庭的』だなんて言いたくねぇなぁ！　このドアホ」

「やん♡　もっと罵ってください……♡」

　リズは体をくねらせた。

「まぁ真面目な話、リズには魔法使いとして戦闘面での働きも期待している。家事で疲れて、戦いで傷を負ったりしたらシャレにならねぇからな？」

「はい、ですのでカイン様のパンツください！　あれをクンカクンカするだけで、私のサキュバスとしての興奮度は駄々上がり！　力もぐんぐん上がります！」

「てめぇっ！　断りにくくなる言い訳するんじゃねぇっ！」

　リズのサキュバスとしての能力は性的興奮によっても上昇するものだった。なので、直接精を集めなくてもセクハラ行為や変態行為だけで彼女の魔力は補充された。そしてその対象は男性に限らず、女性も範囲内だった。

　……もちろん、直接的に精を集めたりもしているのだが。

「ふふーん♡」

「…………」

　リズはカインの隣に座り、彼の体に自分の身を寄り添わせる。

「カイン様、今日の夕飯は何がいいですか？」

「……ハンバーグ」

「はい、分かりました。とびっきり
美
 お
 味
 い

 しいデミグラスソースを作りますね」

「あぁ、楽しみだ」

　カインは寄り添ってくるリズを突き放したりはしない。セクハラに対しては厳しく接するが、リズが自分に
擦
 す

 り寄ってくることは許容していた。

「このサキュバス、
傍
 そば

 に置いておけば一生美味しい料理が食べられますよ？」

「……それは確かに魅力的なんだよなぁ」

　カインは自分のおでこに手を当て、悩むようなそぶりをする。

　リズの作る料理がとても美味しいことは仲間も皆認めていた。長い旅の中でいつだって美味しい料理が出てくるというのは、大きな癒やしであり心の栄養であった。

「別にお嫁さんにしてくださいなんて言ってませんよ。どんな形だって傍においてもらえれば喜んで料理を振る舞いますよ？　そう！　
愛玩動物
 ペット

 でも！　奴隷でもっ……！」

「やめろっ！」

「奴隷でもっ……！　いや、むしろ奴隷にしてくださいっ……！」

「やめろって言ってるだろっ……！」

　二人身を寄せ合う穏やかな雰囲気が一瞬にして
瓦
 が
 解
 かい

 する。リズは暴走した。

「はっ……!?
 　まさかこのサキュバスを奴隷以下の家畜として扱おうというのですか!?
 　体を売ってお金を稼がせ、自分はそのお金で他の女性と遊んだり、ギャンブルをしたりするのですかっ……!?
 」

「最低だな、そいつ！」

「でも、そんなぞんざいな扱い……正直興奮します……♡」

「あー、もう俺、こいつを制御しきれねぇー」

　投げやりな声を発したのはカインであった。

「……おい」

「え……？」

「…………」

「わっ……!?
 」

　カインはリズの背中に手を回し、彼女の肩を抱き寄せた。ただでさえ触れ合っていた体が、より強く押し付けられた。

「バカばっか言ってねぇで、お前は黙って美味しい飯を作っていればいいんだ」

「…………」

「俺の傍で、ずっとな」

　リズの頬がぽっと赤くなる。

　顔を上げ、自分の肩を抱くカインの顔を見ると、そう言った彼自身も少し顔を赤くしていた。それを見ると彼女の顔はより熱くなる。

「はい……」

　しおらしく
呟
 つぶや

 いた。

「そう、します……」

「…………」

「このサキュバス……良妻賢母ですから……」

　そうやって二人、顔を赤くしながら長いこと静かに身を寄せ合っていた。日が暮れ、穏やかな時間が過ぎていく。厳しい戦いの中の、温かな一時だった。

　夕飯の支度は遅くなるのであった。









第３話　【現在】姫騎士シルフォニアの気品










　これだけははっきりと言っておく！

　私は
清
 せい
 楚
 そ

 で健全な人間なのだっ……！

　勇者様が来てからというもの、私は謎の奇行に及んでしまうことがほんの少しあったのだが、それは本来の私の姿ではないのである。

　私は生まれてから十八年、高貴な貴族として模範的な毎日を送ってきた。勉学に励み、礼儀作法を守り、貴族の義務を果たしてきたのだ。

　……どうやら私は一年前、魔王軍に襲われて重傷を負い、過去二年間ほどの記憶がおぼろげになってしまったらしい。

　記憶喪失なのだから当然なのだが、私はその時の事をよく覚えていない。お父様もお母様も少し涙ぐみながら『特に変わったことはなかったよ』『普通の貴族として生活をしてたよ』と言ってくれたので、多分その通りなのだろう。

　つまり私は十八年間常に貴族としての品性を保ってきたということなのだ。

　確かにちょっとエッチで不健全な考え事をしたりする時はあったが、その程度のことは誰にだってあるはずだ。

　だからもう一度言う！

　私は
清
 せい
 楚
 そ

 で健全な人間なのだっ！

　……というわけで、私は今日も勤勉に、学校の授業に精を出すのであった。





「せいっ……！」

「はぁっ……！」

　学園内の闘技場の中で魔法が乱れ飛ぶ。

　今日の授業は戦闘訓練であった。

　広い闘技場の中で一対一となり、魔法の撃ち合いの模擬戦を行う。たくさんの生徒たちが気合の入った掛け声を発し、次から次へと魔法を放っていく。

　火の魔法、氷の魔法、雷の魔法と、色とりどりの光が闘技場内を埋め尽くす。闘技場の中はたくさんの区分けがされていて、その区分けごとに結界が張られているため、流れ弾が飛んでくるようなことはない。

　この授業を怠けていては、いざという時に魔王軍や魔物に殺されてしまうかもしれない。皆、真剣に訓練に取り組んでいた。

「ぜあぁっ……！」

「負けるかぁっ……！」

　さらに、今日は勇者様たちが学園に転入されて初めての戦闘訓練の授業だった。皆はいつもより一段と気合が入っている。

　カイン様たちが学友たちの戦いぶりをじっと見ている。

　実はある
噂
 うわさ

 があった。

　勇者様たちはこの学園で戦力になりそうな人を探していて、有望な人は魔王討伐の旅にスカウトされるのではないか、という噂だった。

　勇者様たちに認められたら、自分も誇り高い彼らの仲間になれるかもしれない。そのような期待もあって、今日飛び交う魔法はいつもより大きく、華やかであった。

「きゃあんっ……！」

　一人の女生徒が甘い声を上げながら
尻
 しり
 餅
 もち

 をつく。一組の魔法戦闘訓練が終わったところだった。

「いや～ん！　シルフォニア様おつよい～！　アイナ、おどろいちゃいました～っ！」

「…………」

　尻餅をついているのは、先日カイン様に色目を使っていたアイナ様だ。

　そしてその彼女と模擬戦を行っていたのは、勇者様の強力な仲間でこの国の王女である姫騎士シルフォニア様であった。

　
凛
 り
 々
 り

 しい顔立ちで、赤い長髪をポニーテールにしてきっちりと
纏
 まと

 めている。その立ち振る舞いだけで、気品や誇り高さを体現している女性であった。

　魔王軍との戦いで負った傷はまだ癒えてなく、体には包帯が巻かれている。彼女は体をほぐす程度の軽い運動をするためにこの訓練に参加しているようだ。

　……それでもさすがは世界最高峰の勇者。圧倒的な実力で次から次へと学園生を
薙
 な

 ぎ倒していった。

「シルフォニア様もう
凄
 すご

 過ぎです～！　アイナ、感動しちゃいました～！　もう素晴らし過ぎです～、シルフォニア様～！」

「……そうか？」

「はい～！　本当に～！　これだけお強いのなら魔王なんて目じゃないですよ～！　もぅ～！　シルフォニア様最高です～！」

　アイナ様はシルフォニア様の手を借りて起き上がる。その時に勢い余ったように体を前に出し、シルフォニア様の手を握ったまま彼女は自分の体を姫様にぴとりと付けた。

　誰がどう見ても距離が近く、アイナ様は上目遣いをしながらシルフォニア様を見た。

「本当にかっこいいです、シルフォニア様～。アイナ、シルフォニア様のかっこいい姿、もっともっとずっと間近で見ていたいなっ！」

　
媚
 こ

 びるような甘い声で、アイナ様はシルフォニア様に
囁
 ささや

 いた。

「……ちっ」

「あの女、今度はシルフォニア様に媚びてるよ」

「本気で勇者様たちの一行に取り入ろうとしているわ」

　周りから非難の声が漏れる。戦闘の実力ではなく、勇者様たちの機嫌を取って彼らに認められようとしているのは明らかだった。

　まぁ、別に悪いことをしているわけではないと思うけど……、周りの心証は良いものではなかった。

「シルフォニア様、もっともっとアイナに手取り足取り教えてくださいなっ！」

　アイナ様はシルフォニア様に華やかな笑顔を向けた。

　しかし……。

「いや、私はそろそろ自分の鍛錬をしたい。他を当たってくれ」

「え……？」

　シルフォニア様は他に目を向け、彼女に興味がなさそうに言った。

「そ、そんなことおっしゃらずに……！　アイナ、もっともっとシルフォニア様と交流を深めたいですぅ～！　さっきのシルフォニア様の戦う姿がとてもとても美しくて……アイナ、シルフォニア様に教わりたいなっ！」

「…………」

　少し額に汗をかきながら、アイナ様はシルフォニア様にもっと身を寄せた。

「もっとあなたのかっこいい姿が見たいです～！　ダメですかぁ～？　シルファ
 様～？」

「……っ！」

　それを聞いて、シルフォニア様が反応した。

　アイナ様が言った『シルファ様』というのは、シルフォニア様の愛称だった。カイン様など、彼女の仲間たちが親しみを込めて彼女をそう呼んでいるのを何度も聞いていた。

　だから、真似してアイナ様もシルフォニア様を『シルファ様』と呼んだのだろう。しかし、当のシルフォニア様がそれを聞いて目を見開いた。

「……済まないが、アイナとやら」

「はい……？」

「……私を『シルファ』と呼んでいいのは、私が認めた者だけだ。悪いが、気安くその名で呼ばないでくれ」

「え……？」

　そう言われ、アイナ様は固まってしまう。

　そして拒絶されて身を
強
 こわ
 張
 ば

 らせたアイナ様の腕をすっと軽く振りほどき、シルフォニア様はアイナ様から離れてどこかに向かって歩きだす。

「リズ……！」

「え……？」

　ん？　私……？

　シルフォニア様が向かっているのは私の方だった。彼女の
凛
 りん

 とした声が私を呼ぶ。

「私と模擬戦をしようっ！　よいなっ！」

「えっ!?
 　私ですか……!?
 」

　急なご指名を受けた。

　言うまでもなく、シルフォニア様は世界最高峰の実力の持ち主だ。その人が自分の訓練をしたいと言うのだから、てっきり彼女は同じ勇者パーティーの誰かと組むのだと思っていたのだが……。

　なんでその相手が私っ……!?


「シ、シ、シルフォニア様……!?
 　大変申し訳ないのですが、私ではあなた様の相手をするのには実力不足かと……！」

「
謙
 けん
 遜
 そん

 するな。さぁ、一戦交えよう」

「えぇっ!?
 」

　シルフォニア様が話を聞いてくれないっ！

　私に英雄的存在の方の相手が務まるとでも……!?


　引きずられるようにして戦闘区画へと入っていく。相手はこの国のお姫様である。断ることなんてできるはずがない。

　正面にはシルフォニア様がニヤリとしながら堂々と立っていらっしゃる。どういうわけか急に、ふがいない結果など許されないプレッシャーのかかった模擬戦が始まろうとしていた。

「見て！　リーズリンデ様がシルフォニア様と模擬戦するわ！」

「おぉっ！　この学園最高峰の実力者が勇者パーティーの方と戦闘か！」

「リーズリンデ様なら世界の英雄にも通用するかもしれませんねっ！」

　通用するわけないだろっ！

　ギャラリーの歓声が心に痛い。一瞬で負けたら、これはみっともない。……アイナ様が恨みのこもった目で私を見ているし……。

「では始めっ！」

　迷いの中、審判役の方が開始の合図をした。

　なんでシルフォニア様は私を指名したのだろう……、転入して以来、彼女とはほとんど話なんかしていなかったのに……、そんなことが頭をよぎるけれど、まずは試合に集中しなければならない。

　英雄様との戦いで気を抜くなんてことしたら瞬殺されてしまう。

「うおおおおおぉぉぉぉぉっ……！」

　くそおおおぉぉぉっ！　こうなったら
自
 や
 棄
 け

 ですっ！　全力でやってやらあああぁぁぁっ……！

　私は炎や雷、風、土などの魔法を連射させていく。息もつかせぬほど高速に。大量の魔法を放ち、物量で押すのが私の得意なスタイルだ。

　少し自慢になってしまうが、こう見えて私は学内でも有数の実力の持ち主である。魔力保有量も多く、魔法構成も早いため、並みの使い手は足下へも寄りつけず、圧勝することができる。

「甘いっ……！　甘いなっ！」

「ぐえええぇぇぇっ……!?
 」

　しかし、シルフォニア様には通じない。

　最小限の防御魔法と回避によって私の攻撃は全ていなされる。シルフォニア様の本来の戦闘スタイルは魔法剣士であると聞く。魔法と剣を併用することで、幅広い戦術を駆使できるのだという。

　しかし今日の戦闘訓練は魔法のみの訓練だ。剣の使用は認められていない。つまり姫様は自分の実力を十全に出せないまま、私の攻撃を完封しているのであった。

　まず動きがおかしいっ！

　人間の動きじゃないように見えるっ……！

　速過ぎるし、鋭過ぎるし、縦横無尽過ぎるし……、もうわけが分からないっ！　これでもかというほど、私の魔術が全てかわされるっ……！　他の生徒の体の動きが赤ん坊のよちよち歩きに見えるほどだっ！

「きゃっ……!?
 」

　シルフォニア様の魔法が私に当たり、吹き飛ばされて床を転がる。

　体勢を立て直して何とか起き上がるけれど、その時には彼女は私に詰め寄ってきており、起き上がったばかりの私の額を指でこつんと突いた。

　私の一方的な敗北だった。

「あ、ありがとうございました」

「うむ、ありがとう。楽しかった」

「す、すみません……。力不足で姫様の訓練のお力になれなかったようで……」

「いや、そんなことはない。有意義だった」

　そう言われて私は照れくさくなる。でもやっぱりお世辞だろうか？　内容的には圧倒的な敗北で、私は手も足も出なかった。

　少しの気まずさも相まって、私は自分の頭を掻いた。

「しかし……確かにリズの力は弱まっているようだな……」

「え……？」

　シルフォニア様が小さな声で何か
呟
 つぶや

 いた。私はそれを聞き取れない。

「……なんでもない、気にするな」

「…………」

　彼女は自分の言葉を封じるようにゆっくりと
微
 ほほ
 笑
 え

 んだ。それは、まるで傷ついた兵隊を
労
 いたわ

 るような優しい笑顔で、その兵隊の傷が癒えるのをゆっくりと待つ情の深い戦友のようだった。

　……なんでそのような表情を向けられるのか、私には分からなかった。

「ところで、先ほどの戦いだが……」

「はい……？」

「なんで幻術を使わなかったんだ？」

「え……？」

　シルフォニア様にそう尋ねられ、私は首を小さく
傾
 かし

 げる。

「なんで、と言われましても、私は別に幻術使いじゃないのですが……？」

「む……？」

　姫様に
怪
 け
 訝
 げん

 な顔をされる。……いや、なんでですか？

「あー……リズ、君の戦い方は多種多様な魔法を高速で放ち続けることだ。そこに幻術を交えて虚実を入れ込んで攻撃を行うのが、とても効果的だと……思うぞ……？」

「ア、アドバイスありがとうございます……」

　姫様は自分の頭を掻きながら、なぜか言いづらそうにアドバイスをくれる。なんというか、当然のことを改めて言葉にして説明するようなもどかしさ、みたいなものをシルフォニア様から感じた。……なんでだ？

　あと、なぜか姫様は私を『リズ』と愛称で呼ぶ。……なんでだ？

「よし！　ではそれを踏まえてもう一戦やろう！」

「えっ!?
 　い、いきなりですかっ……!?
 」

　姫様は私を
急
 せ

 かしてきた。

「いやいやいやっ！　私幻術なんて使い慣れてないですから、今模擬戦やってもシルフォニア様に失礼を働くだけというか!?
 　いきなりぶっつけ本番で戦術に幻術を交えても機能しませんよっ!?
 」

「大丈夫大丈夫。リズなら絶対に上手くいくから。ほら、
騙
 だま

 されたと思って、模擬戦！　模擬戦っ！」

「え!?
 　えええぇぇっ!?
 」

　やや強引に腕を引っ張られ、模擬戦の準備をせざるを得なくなる。

　シルフォニア様ってこういう人だったの!?
 　いや、なんでだろう……心のどこかで納得している自分がいる。

　姫様はこと戦闘に関しては誰よりも熱心な人だった。戦闘の技術の話とかになると、少し強引なところすらある人だ。

　……いや、私はシルフォニア様のことをほとんど知らないんだけど。どこで私は姫様に対し、こんなイメージを持ったのだろうか？

　……っていうか、なんでだろう？　なぜかカイン様や、彼の仲間である聖女メルヴィ様や貴族騎士のミッター様、大戦士のレイチェル様が今まさに始まろうとしているこの模擬戦をじっと注視している。

　そ、そんなに注目されるべき戦いかなぁ？　これ？

「始めっ……！」

　審判が、再度模擬戦の始まりを告げる。

　えぇっと……？　幻術を使用して、虚実を織り交ぜながら攻撃を仕掛けるんだっけ？　慣れない戦法ではあるけれど、やるしかないっ！

「ファイアボルトッ！　アイスフリーズ！　トルネードッ……！」

　模擬戦用の結界の中を魔術で埋め尽くしていく。

　本物の魔術を撃つよりも、幻影で魔術の形だけを取り繕った方が簡単で、さらに素早く魔術を構築できた。先ほどの戦いよりも密度が濃いように見える魔術群が、シルフォニア様に襲いかかる。

「……？」

　……なんだろう、なんかしっくりくる。

　初めて試した戦法だというのに、自分の体から淀みなく術が流れ出ていく。どこにどう幻術を挟めばいいのか、感覚的に理解できている。

　何だこの感覚？

　まるで本当の自分を思い出したかのように、自由に術が飛び出ていく。体に羽が生えたような、まるで
檻
 おり

 から解き放たれたかのような解放感だ。

　シルフォニア様は私のこの適性を一目で見抜いたというのだろうか？

　知り合ってから間がないうえ、たった一度しか模擬戦をしていないというのに、それだけでこんなにも私に合った戦法をアドバイスしてくれたのか？

　
凄
 すご

 い！　さすがは勇者様のお仲間っ！　さすがは姫騎士のシルフォニア様であるっ！

「くぅっ……！」

　それでもシルフォニア様はこの戦術に対応していく。

　虚実織り交ぜた魔術が結界区画内を飛び交っているというのに、その虚実に対応して正しく魔術を防ぎきるのだ。まるでこの戦法に慣れているかのように、シルフォニア様は対応する。

　……それもそうか。この戦術は彼女に教わったものなのだから、姫様もどこかでこの戦法をとる敵と戦ったことがあるに違いない。

「あっ……!?
 」

「ふんっ……！」

　私の幻術を越えて、シルフォニア様の魔術が私に届く。幻術に防御性能はなく、その弱点を突かれてしまった。

　私は
咄
 とっ
 嗟
 さ

 に腕で彼女の魔法を防ぐ。彼女の魔法が私の体を弾き、私は三歩も四歩も後ろにたたらを踏んだ。

　姫様はその隙を突いてくる。

　幻術の間をすり抜け、高速で私に迫ってくる。そして体勢を立て直そうとまごつく私に、至近距離から強力な魔術を
叩
 たた

 き込んできた。

　……ように見えた。

「むっ……!?
 」

　シルフォニア様の魔術は私の体をすり抜け、区画内の端の結界の壁に衝突する。彼女の顔が驚きで小さく
歪
 ゆが

 んだ。

「幻術の分身かっ！」

　私は彼女の魔法を腕で防ぐ直前、自分の体を幻術によって作り出していた。

　確かに私の体勢は崩れたのだが、その後シルフォニア様が至近距離で攻撃を放ったのは幻影の私に対してであった。

　その隙を突いて、私はシルフォニア様の横に回り込む。

「いけぇっ……！」

　彼女の側面を狙い、私は高速の雷魔法を放った。

「ふふっ、さすがだ」

「……っ!?
 」

　しかし、シルフォニア様は私の策に即応する。

　側面に回り込んだ私を瞬時に見つけ、カウンターのように魔術を放ってくる。お互いに腕を伸ばせばその指先が触れ合うような距離感、二人の魔術が交錯する。

　私は姫様の裏をかいたことに油断してしまったのか、彼女の即応に面食らって、もろにシルフォニア様の炎魔法を受けてしまった。

「ふべっ……！」

　間の抜けた
呻
 うめ

 き声を上げながら、私は姫様の魔法に吹き飛ばされ、ごろごろと闘技場の床を転がる。

　シルフォニア様は私の魔法を回避したようで、魔術を放った位置から一歩も動いていなかった。

　またもや私の完全な敗北。模擬戦はシルフォニア様の勝利で幕を閉じた。

　でも……、

「あっ!?
 　見て……!?
 」

「んっ……!?
 」

「姫様の頬に傷がっ……！」

　シルフォニア様の頬から一筋の血がつうっと垂れた。

　彼女はその血を指で拭う。結界内にかけられている治癒魔法がすぐにその傷を癒やしてしまうが、確かに私の攻撃はシルフォニア様を
掠
 かす

 っていた。

「…………」

「…………」

　シルフォニア様が私に近づいてくる。私は
尻
 しり
 餅
 もち

 をついたまま、見上げるようにして彼女が近づいてくるのをじっと見ていた。

　周囲がざわつく。

「お、おい……これ、どうなるんだ……？」

「リーズリンデ様……。シルフォニア様に認められたのか……？」

「バカっ！　この国の姫様に傷をつけてしまったんだぞ!?
 　何があるか分かったもんじゃねぇっ!?
 」

　周りでは様々な憶測が飛び交っていた。

　シルフォニア様が私の前で立ち止まると、周囲に妙な緊張感が広がった。

「多分、騎士としての誇りを傷つけちまっただろうからなぁ……」

「勇者の仲間である騎士が、一学生に傷つけられたのは恥だってか……？」

「姫様の顔に泥を塗ったことになるんじゃねえか……？　もしかしたら、ふがいないって、勇者カイン様も怒ってるかも……」

　周囲はざわめいていた。

　シルフォニア様は床に座り込んだままの私に対し、言葉を投げる。

「……良い戦いだった」

「…………」

「後で私の部屋に来てくれ。話がある」

　それだけ言って彼女は
踵
 きびす

 を返し、この場から離れていった。

　私は
唖
 あ
 然
 ぜん

 とし、周囲は騒然となる。

「ど、どうなんだ？　リーズリンデ様は認められ、勇者の仲間にスカウトされるのか？」

「いや、誇りを傷つけたために不興を買って、国外追放もあり得るぞ……？」

「リーズリンデ様……どうなってしまうの……？」

　周囲は勝手な憶測でざわついていた。

「ふ、ふん……！　バカな女！　姫騎士様に恥をかかせて！　あの女はもうおしまいね……！」

　ただ一人、アイナ様だけが腕を組んで胸を張り、大声で言っていた。





「し、失礼します……」

「あぁ、リズ。よく来てくれた」

　放課後、私はシルフォニア様に言われた通りに彼女の部屋を訪ねた。

　勇者様一行の皆様は、この学園街の一流ホテルに長期滞在することになっている。セキュリティは万全で、学園や冒険者ギルドへのアクセスも便利な施設である。

　食事、療養、訓練、様々なサポートが用意され、カイン様たちの活動を全力で支える態勢が整っている。

「まぁ、腰かけて楽にしてくれ」

「し、失礼します……」

　私は結構緊張している。当然だ。シルフォニア様がどんな話をするのかは分からないが、その話は私の人生を変えてしまう可能性が高い。仲間へのスカウトだろうと、国外追放だろうと、私の人生は大きく変わってしまうのだ。

　シルフォニア様が机越しに私の向かいに座る。

「話というのはほかでもない。少し相談があってな……」

「…………」

　姫様のメイドが紅茶の入った二つのカップをテーブルに置いた。私は紅茶ではなく生唾をごくりと飲む。

　シルフォニア様がゆっくりと口を開いた。

「……カイン殿との夜の情事についてなのだが……」

「…………」

　……ん？

「最近、マンネリ気味なのが
否
 いな

 めなくてな……。カイン殿はああ見えて優しいから、そういうことを言わないでいてくれるが……私も彼を喜ばせたいからな……」

「……はい？」

「なんていうか、こう……、いつもとは違う夜の交わり方というものはないかと思ってな。少し新しい趣向があれば、それをカイン殿と試してみたいのだが……」

「…………」

　シルフォニア様は少し顔を赤らめてもじもじしながら話す。

　……？

　なぜか、ごく普通の相談をしているかのように姫様はぺらぺらと続ける。

「なぁ、リズ。何かいいアドバイスをくれないか？　少し変わった夜の遊び方とかを教えてほしいんだ」

「…………」

「…………」

　私は大きく息を吸い込む。

「知りませんよっ!?
 」

「……っ!?
 」

　私は大声を出した。

「いや!?
 　なんでですかっ!?
 　なんでそんなことを私に聞くんですか……!?
 」

「そ、そりゃ、こんなことを相談できるのはリズしか……」

「いや、なんで私なんですかっ!?
 　そんなことを相談されても困りますよっ……！」

　出会ってまだ数日の相手になんてこと聞いてんだ!?
 　この姫様はっ……!?


「バカなっ……!?
 」

　シルフォニア様がうなだれる。

　バカなっ、じゃないっ……!?


　それはこっちの
台詞
 せりふ

 だよっ……！　なんで姫様はショックを受けた顔をしているのっ……!?


　
唖
 あ
 然
 ぜん

 とさせられる。

「ま、待て！　私を見放さないでくれ……！　意地悪しないで教えてくれっ……！」

「意地悪なんてしてませんよっ……！　夜の情事とか、そんなの私全然知りませんからっ……！」

「バカなっ……!?
 」

「バカなっ……、じゃないですっ……！」

「そんなことあるはずがないっ！　エロ師匠！　どうか私にアドバイスをくれっ！　エロ師匠っ……！」

「だーれがエロ師匠じゃいっ……!?
 」

　そんな呼ばれ方、誰からもされたことないわいっ！

　シルフォニア様は私の裾を
掴
 つか

 みながら、上目遣いで訴えかけてくる。……ていうか、この姫様を止めてくれっ！　お付きのメイドの方っ！

「くっ！　まさか記憶を失って性格まで変わってしまうとは……。力を失ってもリズはエロいままだと思っていたのに……」

「え？　今なんて言いました？」

「いや、なんでもない……」

　シルフォニア様が悔しそうに小声で何かを言っていた。私は聞き取れない。

「も、申し訳ありませんが、そういうことは本当に、別の誰かにお聞きくださいっ！　私は一切力になれそうにありませんよ、シルフォニア様っ！」

「『シルフォニア』なんて堅苦しい。『シルファ』と呼んでくれ、『シルファ』と。私とリズの仲じゃないか！」

「私は一体何を認められたんですかっ……!?
 」

『シルファ』はシルフォニア様の愛称であり、そう呼んでいいのは彼女が認めた者だけ……と先刻、本人が言っていたというのに。

　一体私の何が姫様に認められたというのか……!?


「頼むっ！　この通りだから私にアドバイスをくれ、リズ！　お前だけが頼りなのだっ……！」

「あー、もう本当に知りませんよ！　そんなこと！　私に聞かれても困りますよっ、ほんと！」

「なんでもいい！　なんでもいいから、ちょっと一風変わった趣向の情事を教えてくれっ……！」

「知らないですって！　カイン様のお尻に何か適当に突っ込んどけばいいんじゃないですか！　……って私は何を言わされているんですかっ!?
 」

　投げやりになって適当なことを言う。何だこの相談。本当に困る。

　しかし、シルファ様の顔がぱぁっと晴れた。

「……ッ!?
 　カイン殿のお尻にっ……!?
 　なるほど！　その発想はなかった！　さすがはリズだ！」
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「え……？」

「ありがとう！　相談してよかった！　やっぱりリズは頼りになるなっ！」

「え？　ちょ、ちょっと待ってください……？　シルファ様!?
 」

　シルファ様はテーブルの上の熱い紅茶を、
 勢い込んでぐいと一気に飲み干した。

「よし！　では早速行ってくる！　ありがとう、リズ！　また明日、学園で！」

「あ、ちょ、ちょっと……？」

　そうしてシルファ様は嵐のように飛び出していった。

　私は目が点になった。

　私はメイドさんと二人、取り残されていた。





　次の日。

「リズーーーーーっ！」

　カイン様が顔を真っ赤にして私に詰め寄ってきた。

「お前、シルファに何を吹き込みやがったぁっ……!?
 　昨日の夜、い、いきなりシルファの奴がっ……！　お、お前が一枚
噛
 か

 んでいるんだろうっ!?
 　そうに決まっているっ！」

「わ、わぁっ……!?
 　ち、違うんですっ！　カイン様っ！　私だって何が何だかっ!?
 」

　恐らく昨日の夜、お尻に何かをされてしまったであろうカイン様が、私の胸ぐらを
掴
 つか

 んできた。

「お前という奴はっ……！　いつになっても困った奴だっ！」

「誤解！　誤解ですっ……！」

「少しは
自
 じ
 粛
 しゅく

 という言葉を覚えやがれっ……！」

「誤解ですううううううううううううぅぅぅぅぅっ……！」

　その日、妙につやつやとした顔色のシルファ様と疲れ切ったカイン様に囲まれ、私は災難に見舞われることとなったのだった。

　私はげんなりと肩を落とす。

　……何が悪くて、どうしてこうなってしまったのか。

　誰か教えてください……。









第４話　【過去】姫騎士シルフォニアとの出会い










「では『聖剣アンドロス』に選ばれし勇者カインよ……。そなたを我が娘シルフォニアの
婿
 むこ

 と決定するっ！」

「は……、はあああぁぁぁぁっ……!?
 」

　とある王城、
謁
 えっ
 見
 けん

 の間において、国王が高らかにそう宣言する。

　寝耳に水の勇者カインは目を丸くし、口をあんぐり開けて驚いた。

　それはカインが聖剣を抜いた勇者として、世間から広く認知された頃のことであった。

　彼は勇者として多くの人の命を守っていた。いつものぶっきらぼうな態度で、めんどくせぇ、めんどくせぇと
呟
 つぶや

 きながら、なんだかんだ人々を守り続けていた。

　人の細かい悩み事や相談事さえも次々と解決していった。

　彼の旅は順調だった。

　一つ問題があるとすれば、彼は一人のサキュバスに寄生されており、ほとほと困らされていることぐらいであった。

　そんな一人の勇者と一人の魔法使いの皮を
被
 かぶ

 ったサキュバスの旅は人々から認められ、今日、大国バッヘルガルンの国王に
謁
 えっ
 見
 けん

 が許されたのだった。

　そこで国王は宣言したのだ。勇者を自分の娘の
婿
 むこ

 にする、と。

「ちょ、ちょっと待ちやがれ…………ま、待ってくださいっ……！」

　リズに敬語などを習っている最中のカインは、言葉に迷いながらそう言った。

「いきなりそんなことを言われても困りますっ……！」

「我が国には古くからの決まり事がある。聖剣アンドロスに選ばれた勇者が現れた際、王家に迎え入れ、王女と夫婦にして子孫を作らせる、と」

「マジかよっ!?
 」

　
驚
 きょう
 愕
 がく

 を隠せないカインに対し、黒い三角帽を
被
 かぶ

 った魔法使いのリズはきゃっきゃと笑い、言った。

「やりましたね！　カイン様っ！　一平民のカイン様が王族になれるんですよ!?
 　大出世じゃないですか……！」

「ちょ、ちょっと待ってくれ、リズ……。あまりに突然過ぎることで……俺は何が何だか……」

「お姫様を自分の妻にできるんですよ!?
 　エロいことしたい放題じゃないですかっ！　世間知らずのお姫様をたっぷりと自分色に調教したい放題ですよっ……！」

「お前ちょっと黙ってろっ……！」

　サキュバスは王族を前にしても通常運転だった。

「初めまして、勇者カイン殿。あなたと婚約を交わす予定となっている王女シルフォニアです。今後ともどうぞよろしくお願いいたします」

「…………」

　バッヘルガルン王国の王女シルフォニアがカインの前に立ち、優雅にお辞儀をした。赤い髪をポニーテールにして、芯のある
凛
 り
 々
 り

 しい目をしていた。

　彼女は自分の髪よりも濃い赤色のドレスを身に着けており、それが彼女によく似合っている。立ち姿だけでも気品が感じられる女性であった。

「は、初めましてシルフォニア様。騎士としてのあなたの
噂
 うわさ

 はかねがね伺っています」

「それは
嬉
 うれ

 しいですね」

　シルフォニアはくすりと笑う。

　彼女はこの国のお姫様でありながら、騎士としても活躍するほど高い実力の持ち主であった。その強さはこの大国の中でも五本の指に入る、とされる優秀な若手であった。

　腰に銀の美しい剣を差している姿は、堂に入っていた。

「急に婚約の話を出されて勇者様が困惑されているのは重々承知しております。なので、しばらくは婚約の件は忘れ、一友人として親交を深めていければと思っております」

「そ、そういうことなら……ありがたく……」

「いえ、これからは一緒に旅をする仲間として、お互いのことをよく知ることができるでしょう。ゆっくりとでいいので、私との婚約を考えてくだされば
嬉
 うれ

 しいです」

　シルフォニアは勇者たちの旅の仲間に加わることになっている。実力は申し分なく、何より彼女の正義感が、勇者様の力になりたいと彼女の心を燃やしているのだった。

　ただ、急な婚約話がカインを困惑させていた。

「も、申し訳ない。いきなりの婚約の話はシルフォニア様も同じことで、俺と同じ……いえ、私と同じ状況にいるというのに、私だけが動揺してしまって。見ず知らずの馬の骨との婚約話など、あなたの方がお嫌でしょうに……」

　カインは戸惑ったように頭の後ろを掻いている。いきなりの婚約話に完全についていけていなかった。

　しかし、シルフォニアは上品にくすりと笑った。

「いいえ、私はカイン殿との婚約の話は嬉しいと思っております」

「……え？」

「あなたの武勇はよく聞こえております。たくさんの悪を討ち、勇ましく戦うあなたの話はどれも私の胸に響き、勇者様と出会える今日この日を心待ちにしていました」

　シルフォニアは自分の胸に手を当て、一歩カインに近づいた。

「ぜひ前向きに考えていただければ……」

「…………」

「よろしく……お願いします……」

　お姫様は顔を赤らめながらカインに言う。恋の花が咲くか咲かないか、心揺れ動く時期の彼女であった。

「……しかし、今日あなたにお会いしたことで、私には疑問が生まれてしまいました」

　シルフォニアがそう言うと、それまで勇者を見ていた熱い目がキッと鋭くなり、彼の傍らに立つ女性に向けられた。

「……あなたは一体何者なのですか？　勇者様の付き人、リーズリンデ様っ……！」

「ん？　私ですか？」

　シルフォニアが
睨
 にら

 んだのはリズであった。魔法使いはきょとんとする。

「私はあなた様のこともよく聞いていました。しかし……申し訳ないのですが……、今初めて相対し、評価を変えざるを得なくなりました……」

「はい……？」

　シルフォニアは険しい口調でリズに語りかける。その厳しい目付きからは、明らかに敵意が
窺
 うかが

 える。

「あなたと相対して私は感じてしまいました……。あなたの中にはどす黒い何かがあるっ……！　魔族のように卑しく、悪意ある闇が……あなたの中には潜んでいる……！」

「…………」

「勇者様！　この者は危険ですっ！　仲間として置いておくべき人物ではないっ……！　カイン様のためを思い、はっきりと述べさせていただきますっ！　この者は人の皮を
被
 かぶ

 った化け物だっ……！」

　シルフォニアは、リズの中にある魔族の力を本能的に見抜いていた。

　リズはサキュバスの先祖返りである。その
淫
 いん
 魔
 ま

 の力は人間の持つ力ではなく、世界の敵である魔王の力に限りなく近いものであった。

　その邪悪な魔の力をシルフォニアは感じ取ったのだ。

「シ、シルフォニア！　お前、勇者のお仲間になんてことをっ……！」

「お父様！　申し訳ありませんが黙っていてくださいっ……！　世界の希望である勇者様の仲間に、悪意ある者が紛れ込んでいるかもしれないのですっ！」

「あ、あー……？　シ、シルフォニア様？　こいつには少し事情があって……確かに少し……いや、かなり面倒なところはありますが、無害であることは私が保証しますよ？」

「カイン殿！　
騙
 だま

 されてはいけませんっ！　この者の邪悪さを感じ取れないのですか!?
 」

　場は騒然とする。

　シルフォニアは大きな声を上げ、危険性を主張する。周りの者たちは姫様の言うことを信じていいのかどうか分からず困惑する。

　カインは上手く説得することができない。シルフォニアの言うことには、れっきとした事実が混ざっているからだ。

　笑っているのはリズだけだった。

「それで……？　姫騎士様？　私をどうなさりたいのでしょうか？」

「お前を勇者様には近づけさせないっ……！」

「うふふ……？　私と勇者様を引き裂くと……？　幾夜も抱き合って過ごした私たちを引き裂いて、遠くに置くと……？　それでは精力絶倫な勇者様の夜を、一体誰がお慰めすればいいのでしょうかねぇ……？」

「なっ……!?
 」

「あ、てめぇ！　このやろっ！」

　夜の事情を公の場でバラされてカインは怒り、シルフォニアの顔が真っ赤になる。

　それでもリズは通常運転だった。

「お姫様が勇者様を慰めてくださるのなら、私はそれでいいのですが……、失礼ですがシルフォニア様はご経験がおありですか？　カイン様を満足させられますか？」

「な、なな……ななな……」

　シルフォニアは全身を真っ赤にさせながら、一歩二歩と
後
 あと
 退
 ずさ

 る。リズはくすくす笑いながら、彼女を追うようにゆっくりと距離を詰めていく。

「どうでしょう？　ご経験は豊富ですか？　お姫様はベッドの上で、お上手ですか？」

「わ、わわわ……わわ……」

　言えるわけがない。ここは王城の
謁
 えっ
 見
 けん

 の間であり、周りには有力な貴族もたくさんいる。そんな場でこんな話ができるはずがなかった。

　リズは楽しそうに笑う。カインは自分の手で顔を覆い、困ったように大きなため息をついた。

　全てはリズのペースだった。

「け、けけ、け……」

「ん……？」

　シルフォニアはわなわなと震えながら、大声で叫んだ。

「決闘だっ！」

　彼女は腰に下げられた剣を抜き、その切っ先をリズに向ける。シルフォニアは話から逃れるように、リズに対し決闘を挑んだのだった。

　リズは笑う。

　勇者を巡る戦いが火蓋を切ったのだった。





　激しい炎が周囲に舞う。

「あははははっ！　どうしました、姫騎士様っ!?
 　そんなんじゃ私には届きませんよっ……!?
 」

「ぐっ!?
 　この、化け物めぇっ……！」

　ここは王国騎士団のために作られた訓練場であった。

　そこで勇者の付き人である魔法使いのリズと、新しく勇者の仲間になる姫騎士の決闘が始まっていた。

『シルフォニアが勝った場合、リーズリンデは一生勇者カインの
傍
 そば

 に近づかない』という条件で、この決闘は行われている。

　シルフォニアは自分の感覚を信じ、勇者と世界を守るためにリズに挑んでいくのだった。

　しかし……、

「ざんねーん！　それは幻影なので外れですよー！　さあさあ、もっと頑張ってくださいっ……！」

「くっそぉっ！　私は負けるわけには、いかないのだぁっ……！」

　シルフォニアはリズに向かって鋭く剣を振るうも、その剣はリズの虚像を透過する。今シルフォニアが斬ったものは、リズの幻であった。

　訓練場の中にはリズが十人も二十人も存在していた。

　それはリズが幻術によって作り出した自分の分身であり、本体を含め、高速で訓練場の中を飛び回っていた。魔法で極限まで身体強化をした者の動きであった。

　リズの戦闘スタイルは、魔法の中に幻術を組み込むものだ。

　虚実を取り交ぜた大量の魔法が四方八方から飛んできて、さらに場には多数のリズの虚像もあり、シルフォニアはそれらに対処できなかった。

「まだまだいきますよっ！　姫騎士様！　お覚悟をっ……！」

「うぐっ!?
 　ぬうううぅぅぅっ……！」

　圧倒しているのはリズの方であった。シルフォニアはどんなに剣を振っても、本物のリズには届かない。

「……え？　なんだ、この霧は……？」

「ふふふ……」

　シルフォニアはふと異変に気が付いて、周囲を見回す。自分の周りにごくごく薄い赤色の霧が広がっていることに気が付いた。

「それはあなたの体の自由を奪う毒の霧です。薄く薄く散布し、充満させるのに時間がかかりました……」

「なっ!?
 　毒っ……!?
 」

「この毒はあなたの魔力に干渉し、攻撃力の低下、防御力の低下、体力の低下、魔力の低下を引き起こします。さらに全身の自由を少しずつ奪い、体を
痺
 しび

 れさせ、意識は
朦
 もう
 朧
 ろう

 とし、判断力は低下し、
眩暈
 めまい

 を引き起こし、精神にまで干渉して強い恐怖心を抱かせます」

「ぐっ……!?
 」

　シルフォニアは体に
気
 け
 怠
 だる

 さを覚えた。手足がぶるぶると震えてくる。甘い毒は容赦なくシルフォニアの体の自由を奪っていく。

　そのえげつなさにカインは顔を伏せ、大きなため息をつく。リズの厄介さを一番知るのは、常に
傍
 そば

 にいる彼であった。

「くっ……！　これ以上長引かせられないっ！　次を最後の一撃とするっ……！」

「いいでしょう！　かかってきなさいっ……！」

　シルフォニアは最後の力を振り絞り、全力で駆け出し、飛び跳ねた。幻術で増えに増えたリズの中の一人に、一直線に飛びかかった。

　普通ならそれが幻影である可能性の方が高い。

　しかし、極限状態の彼女はリズの存在感を肌で感じ取ったのか、襲いかかったのは本物のリズだった。

「くらえええぇぇぇっ！　魔女めえええぇぇぇっ……！」

「ふふふ……」

　シルフォニアは大きく剣を振りかぶる。

　しかし、リズは笑っていた。

「……っ!?
 」

　突如、シルフォニアの
傍
 そば

 で大きな爆発が起きた。

　何の前触れもない爆発に、シルフォニアは対処することができず巻き込まれる。彼女の体は訓練場の端まで飛ばされてしまった。

「幻術は、偽物を作り出すだけでなく……、本物を隠すこともできますので……」

　リズは笑う。

　つまり、リズは本物の爆発魔法を幻術によって覆い隠し、シルフォニアには見えないようにしていたのだった。

　リズは今まで、幻術を偽物の自分や魔法をかさ増しするために使っていた。

　シルフォニアはこの戦いで全く使われていなかった幻術の使用方法に、
虚
 きょ

 を
衝
 つ

 かれた。何の防御もできず、爆発魔法をもろに食らってしまった。

　大きな爆発の音はゆっくりと消えていく。

「ぐ……、う……」

　訓練場に静寂が訪れ、それと同時にシルフォニアの意識は途絶えた。

　完膚なきまでのリズの勝利であった。





　そうして姫騎士シルフォニアは勇者たちの仲間に加わり、新たな旅が始まった。

　リズとの決闘に無残に負けたシルフォニアは最初、自分のふがいなさからカインの仲間になることを辞退しようとしていた。

　だが、リズの「私が負けたらカイン様の元を去る、という約束はしましたが、あなたは負けたらカイン様には近づかない、なんて約束はしていません」という理論の元、シルフォニアは恥を承知で彼らの仲間に加わった。

　しかし、気まずさはそのままだ。

　リズとシルフォニアの間にはぎすぎすとした空気が漂っていた。

　リズはシルフォニアに対して特に
敵
 てき
 愾
 がい
 心
 しん

 は抱いていない。しかし、シルフォニアの方には強いしこりが残っていた。

　カインはリズの事情をシルフォニアに説明するも、彼女がリズに抱いている疑念を消し去ることはできなかったし、理屈を抜きにして、たくさんの人の前であれだけ無残にぼこぼこにされてしまっては、どうしても嫌悪感が
纏
 まと

 わりついてしまうのであった。

「どうしたらいいでしょうねぇ……」

「ほんと、無駄に足を取られちまいそうな要因はなくしてくれよ？」

　リズとカインは二人で作戦会議をしていた。

　仲間内でのギスギスした感情は早急に解消したい問題だった。勇者カインは少し胃を痛めていたほどだ。

「てゆーか、少なくとも彼女をからかって遊ぶのはやめろよ、リズ」

「えー？　でもあのキリっとしているけど
無
 む
 垢
 く

 な感じの子を見てると、ついついからかいたくなっちゃいませんか？　なりますよね？」

「分からん分からん」

　このギスギス感について、リズに悪い点がないわけではない。彼女はよくシルフォニアをからかって遊んでいたのだった。

「……要するに、私は人間にとって無害で、カイン様たちに一切危害を加えない従順な人間であることを証明できればいいんですよね？」

「まぁ、そうだな……」

　リズはぴんと人差し指を上げた。

「分かりました。では私がペットのように従順である姿をシルフォニア様に見せます」

「……は？」

「カイン様、私に首輪を付けて鎖を持って歩いてください。私はその傍らを
四
 よ

 つん
這
 ば

 いになって犬のように歩きましょう……！　そうすれば！　私が従順なペットのように無害な存在だって示せるでしょうっ……！」

「有害でしかねーよ、ドアホ」

「やん♡　もっと罵ってください……♡」

　リズは身をくねらせた。カインはリズが
淹
 い

 れた紅茶を飲んでため息をつく。彼女の奇行に対し、カインはもう大分慣れていた──毒されているとも言う。

「分かりました。こうなれば最終手段です……」

「ん……？」

　リズはがたりと音を立てて席を立った。

「シルフォニア様と……仲良くなってきます……！」

「は……？」

　リズは何かの決意をしてこの部屋を後にした。

　その場にはカインだけが取り残された。





　静かな夜のことであった。

「ようこそ、シルフォニア様。私のお茶会に来てくださって感謝いたします」

「……まぁ、正直乗り気はしなかったのですが」

　リズに招かれ、シルフォニアは宿の中のリズの部屋を訪れていた。

　二人でのお茶会ということらしく、テーブルの上には紅茶やクッキーなどのお菓子が並んでいた。

「……私も、リーズリンデさんとの不仲によってパーティー内に気まずい空気が流れているのは問題だと思っております。なので、こうしてあなたのお招きに応じました」

「ふふふ、ありがとうございます。今日はゆっくり二人でお話ししましょ？　仲良くなるためにはまず対話です」

「……正直対話ごときであなたとの仲が深まるとは思えないんですけどね」

　当のシルフォニアは、少しむすっとした顔つきだった。どうしてもリズに対し嫌悪感が先に出てしまっていた。

　椅子に座るシルフォニアに、リズは紅茶やお菓子を勧める。

「……あ、このクッキー
美
 お
 味
 い

 しいですね……」

「そうですか？　ありがとうございます。実はこれ、私の手作りなんです」

「え？　そ、そうなんですか？」

「はい。こう見えても、料理やお菓子作り、紅茶の淹れ方など、得意な分野は多いんですよ、私」

「……確かに……悔しいけれど、紅茶も美味しい……」

「ふふふ、別に悔しがらなくてもいいじゃないですか」

「ふ、ふんっ……！　いくらお菓子が美味しいからって、あなたが魔女であることには変わりありませんっ！　リーズリンデさん、この程度であなたへの疑念が
払
 ふっ
 拭
 しょく

 されるなんて思わないことですよっ……！」

「ふふふ、肝に銘じておきます」

　二人は話を続ける。

「どうすれば私とシルフォニア様は仲良くなれると思います？」

「そんなこと聞かれても……、想像もできません。あなたと私が仲良くなるなんて」

「まぁまぁ、そうおっしゃらず。不仲なままだと、カイン様に迷惑をかけてばかりになってしまいますよ？」

「うっ……。それは、そうなんですが……」

「少し真剣に考えてみませんか？」

「そうなのですが……方法なんて思いつきませんよ。あなたとのこれまでのいざこざを全て水に流して、あなたに
纏
 まと

 わりつく疑念を全て払拭して……それでやっとまだスタートラインなのでしょう？　無理ですよ、そんなの……」

「もう、すぐ諦めるんですから」

「む……。そう言うリーズリンデさんはどうなのですか？　私とあなたが劇的に仲良くなる方法があるとでも？　ないでしょう？　そんなの……」

「私には考えがありますよ」

「え……？」

　リズは言う。

「結構簡単な方法だと思うんですけどね？」

「簡単な方法って……な、なんなんですか？　私は本当に何も思いつかないのですけど……、そんなに簡単に人と仲良くなれる方法があるのですか？」

「ほら……、シルフォニア様……」

「……？」





「──そろそろ体が
痺
 しび

 れてきませんか？」





「…………え？」

　シルフォニアが指でつまんでいたクッキーが床にぽとりと落ちる。

　彼女の指先が……いや体全体が痺れて熱くなってきた。

「な、ななっ……、何をしたっ……!?
 」

「言ったじゃないですか、このお菓子、私の手作りだって……」

「あ、熱い……!?
 　体が……!?
 　あ、熱いっ……!?
 」

　リズがニヤリと笑う。シルフォニアは体の奥で何かが熱く
疼
 うず

 くのを感じていた。

「き、貴様っ……!?
 　私に何をしたっ……!?
 　クッキーに何を入れたっ!?
 」

「ふふふ……」

　リズは椅子から立ち上がり、テーブルの向かい側にいるシルフォニアにゆっくりと近づいた。

「や、やめろっ……！　来るな、魔女めっ……！」

「ふふふ……、大丈夫……。怖いことなんて、一つもありはしませんよ……？」

「ひゃんっ……!?
 」

　リズがシルフォニアの太ももにゆっくりと触れ、シルフォニアは思わず高い声を発してしまう。

　リズは彼女の太ももを軽く触っただけである。ただそれだけだというのに、シルフォニアは体をびくりと震わせた。

「ふふふ……」

　リズは
妖
 よう
 艶
 えん

 な笑みを口元に浮かべながら、ゆっくりとシルフォニアの太ももを優しく
撫
 な

 でた。シルフォニアの体が
火
 ほ
 照
 て

 る。

「ひゃ、ひゃっ……！　や、やめっ!?
 　なんで、撫でられただけで……なんでっ、こんなっ……！」

「大丈夫、大丈夫ですよ、シルフォニア様……。私は誓って無理強いはいたしません。私はあなたの腕や足をゆっくりと撫でるだけ。嫌がるあなたを強引に襲う、なんてことは絶対にしないでしょう」

「…………」

「ですが、あなたはすぐに自分からおっしゃるでしょう……」

　リズは自分の口をシルフォニアの耳元に近づけ、そっと
囁
 ささや

 いた。

「……『もっとください』と」

「～～～～～っ……！」

　リズの声をすぐ近くで聞き、シルフォニアの体はぞくりと震えた。彼女の体の内側にはもどかしいほどの熱が
蠢
 うごめ

 いており、彼女の肌も耳も心も敏感になっていた。

「さぁ……ゆっくりゆっくりお話しして、仲良くなりましょ？　シルフォニア様？　大丈夫。夜って結構長いんですよ……？」

「ひいいいぃぃぃっ……!?
 」

　リズは
艶
 あで

 やかに
微
 ほほ
 笑
 え

 み、シルフォニアは
抗
 あらが

 いがたい体の熱にぞくぞくと震えた。

「くううぅぅぅっ……！　いっそ殺せええええええええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ……！」

　必死に理性をかき集めてシルフォニアがそう叫ぶも、それは
虚
 むな

 しい抵抗である。

　姫騎士の気高い花弁がはらりと散るのだった。





　日差しの強い朝が来た。外では小鳥がちゅんちゅんと鳴いている。

「あー……お前ら、一体何が……？」

「はい……？」

「どうしました？　カイン様？」

　勇者カインの一行は、宿の一階に併設されている食堂で朝食を食べていた。カインは眉を
顰
 ひそ

 めながら、目の前のリズとシルフォニアを見ている。

「いや、だってさ……お前ら……」

「はい？」

「なんでしょう……？」

「なんでそんなに、距離が近いんだ……？」

　リズとシルフォニアの女性二人は、お互いの肩をぴとっと貼り付けるような距離で朝食を食べていた。

　昨日まで気まずい空気が流れていた二人からすると、あり得ない距離感であった。

「別にこのくらいの距離、何もおかしなことじゃないですよねー？」

「う、うむ……。同じパーティーメンバーだ。これくらい……なにも不思議ではないな……」

　リズが隣を見てにっこり笑いかけると、シルフォニアの頬は赤く染まっていった。

「昨日の夜の方が、もっともっと距離が近かったですものね、私たち？」

「す、すまない……、昨日の夜の話は、私……まだ恥ずかしくて……。照れてしまう……」

「ふふふ……♡　シルフォニア様ってば、恥ずかしがり屋さんなんですから♡」

「…………」

　カインの開いた口は塞がらなかった。

「シ、シルフォニアなんて他人行儀な……。『シルファ』って呼んでくれ、リズ。昨日のベッドの中でのように……」

「ふふふ、これは失礼しました、シルファ様……♡」

「リズ……♡」

　二人は熱い眼差しで見つめ合う。彼女たちの間にはもう気まずい空気なんか存在していなかったが、その代わり若さゆえの情熱に満ち満ちていた。

「あーん」

「あーん」

「…………」

　リズが自分のフォークで目玉焼きをすくい、シルファの口にゆっくりと運ぶ。二人はくすくすと笑い合い、頬を赤らめさせながら仲
睦
 むつ

 まじく朝食を食べさせ合った。

　
微
 ほほ
 笑
 え

 ましい光景であるが、それを見てカインは
愕
 がく
 然
 ぜん

 とせざるを得なかった。

「……あっ！　カイン様、これは決して浮気とかではないですからねっ！」

「そ、そそ……そうだな、カイン殿！　私のあなたへの愛は一切変わってはいないからなっ！」

「女性同士はノーカウントですよ、ノーカン」

　リズは笑いながら手を
叩
 たた

 き、シルファは頬を赤らめてもじもじと、二人のパーティーメンバーを上目遣いで眺めていた。

「これからは三人で一緒に仲良く旅をしていきましょうっ……！」

「もうこのパーティーやだっ！」

　カインは頭を抱えて叫ぶのであった。彼の苦難はまだまだ始まったばかりである。

　新しい朝の始まりにふさわしく、
清
 すが
 々
 すが

 しい風が吹いていた。









第５話　【現在】聖女メルヴィと保健室










　手からぽわっと淡い光が漏れる。

　とある少女の魔法が男子生徒の手を覆う。彼の手の甲には
擦
 す

 り
傷
 きず

 があったのだが、それが少女の治癒魔法によって見る見るうちに治っていく。

「はい、これで治療は終了です。お大事になさってくださいね？」

「あ、ありがとうございますっ！　聖女様っ……！」

　聖女と呼ばれた白い髪の少女がにっこり
微
 ほほ
 笑
 え

 み、治療を受けた男子生徒の頬が赤くなる。

　ここは学園の保健室。

　勇者様のお仲間である聖女メルヴィ様は保健委員として、この保健室で学校の
怪
 け
 我
 が

 人の治療をしているところだった。

「次の方ー、お入りくださーい」

　聖女様の手伝いをしている私が部屋の外に呼びかけると、すぐに保健室の戸が開き、次の生徒が入ってくる。

　保健室の前の廊下には長蛇の列ができていた。

「あの……実は俺……」

「はい」

「三日前にタンスの角に足の小指をぶつけまして……」

「しょうもない理由っ！」

　思わず私は叫んでしまう。

　聖女メルヴィ様が保健委員になられてから、こうしたくだらない理由で保健室にやってくる生徒が増えたのだ。

　言うまでもなく、メルヴィ様目当てだ。

　彼女は、世界で一番多くの人々から信仰されているラッセルベル教の聖女である。勇者カイン様の旅に同行し、仲間の傷を癒やす白魔導士として活躍している。

　彼女は小柄な体に、ふわっと広がった
綺
 き
 麗
 れい

 な白色の髪を長く伸ばしている。瞳はぱっちりと大きく、とてもあどけなくて、人形のように可愛らしいお方であった。

　いや、人形以上に愛くるしい女の子であった。彼女の年が私と一つしか違わないというのが信じられない。

　お胸は小さかった。

「あのあの……と、取りあえず足を診てみましょうか？」

　困ったように笑いながらも、相手を拒否せず、治癒を進めようとする彼女は聖女のようであった。あ、いや、実際に聖女か。

「あ、ありがとうございます、聖女様……！」

「はい、では靴を脱がせますからじっとしていてくださいね？」

　そう言って、メルヴィ様は床に膝をついて男子生徒の前に
屈
 かが

 みこむ。彼は椅子に座っており、彼女がその靴と靴下を脱がす。

　彼女の白くて細い指が男子生徒の足に触れる。メルヴィ様は小さな体をさらに屈め、男子生徒の足をじっと眺める。私たちは彼女を見下ろすような形となる。

　メルヴィ様は彼の足の指をくいくいと触った。

「……あのあの、どこか痛い所はございますか？」

　屈んだまま顔を上げて、上目遣いで男子生徒の目を見る。

　男子生徒は思わずごくりと生唾を飲む。私だって生唾を飲んでしまう。

　人形のように可愛らしい彼女が体を小さくして、下から
覗
 のぞ

 き込んでくるのだ。しかもその正面には男子生徒の股がある。

　彼女の大きな瞳が男子生徒の目を射抜く。

　エロい。

　女性である私ですらそう思わざるを得なかった。

　こんな
可
 か
 憐
 れん

 な少女に体に触れられ、心配そうに
囁
 ささや

 かれる。
端
 はた

 から見ているだけでも、私は保健室の魔力というものを存分に思い知らされていた。

「せ、聖女様……！」

「きゃっ!?
 」

　男子生徒がばっと動き、メルヴィ様の手を
掴
 つか

 んだ。

「こ、ここ……今度僕とデート……、しょ、食事を一緒にしませんか!?
 」

「えっ……？　えぇっ!?
 　あ、あのあの……、えぇっ……？」

　男子生徒は衝動に耐えられなかったようで、彼女をデートに誘っていた。いや、その目のぎらつきよう……、求愛、求婚と言っても過言ではなかった。

　彼を止めなければっ！

　そう思った時、不意に保健室の戸がガラッと開いた。

「えっと、君ね、彼女は僕の婚約者なんだ」

「……っ!?
 」

　現れたのは勇者カイン様だった。

　ぱっと現れて、ぱっとその男子生徒の首に後ろから腕を回す。

「僕にはメルヴィが困っているように見えるんだけどね？　違うかな？」

「…………っ！」

　カイン様はその男子生徒に顔を近づけ、囁くように言う。穏やかな声ではあるものの、それはとてもとても恐ろしい光景であった。

　彼は自分のことを「僕」と言っていた。今は対外的な言葉使いをしているようだ。

「君、今日はもう帰りなさい。僕のライバルになるわけにもいかないだろう？」

「か、帰りますっ！　帰りますっ……！　す、すみませんでしたぁっ……！」

　男子生徒はばっと立ち上がり、保健室から駆け出していった。彼の片方の靴と靴下がぽつんと残されていた。

「はぁ……」

　カイン様はくだらない仕事をしたとため息をつき、葉巻をくわえて火を付けた。

「面倒な手間増やすんじゃねえ、メルヴィ。ああいう
輩
 やから

 は頭
叩
 たた

 いて追い出せばいいんだ」

「あ、あはは……」

　勇者であるカイン様と聖女であるメルヴィ様は、婚約者という関係にある。

　大教会ラッセルベルが勇者を獲得したいがために、自分の教会の聖女と婚約させたのであった。

　姫騎士シルファ様の大国バッヘルガルンを
牽
 けん
 制
 せい

 する狙いもあるらしい。

　カイン様の話を聞く限り、シルファ様とメルヴィ様の仲はすこぶるいいらしいけれど。

「廊下に並んでいたバカどもは散らしておいたぞ」

「あ、ありがとうございます。で、でもでも、ちゃんとした
怪
 け
 我
 が

 人は追い返さないでくださいね？」

「確認したけどいなかったぞ、そんな奴」

　まぁ、普通保健室を利用するほどの怪我なんて、そうそうないからなぁ。

「リズも保健委員なのか？」

　カイン様は私に聞いてくる。

「いえ、私は忙しくなってしまった保健委員のお手伝いですね。私も回復魔法を使えるので」

「おめぇとメルヴィがいる保健室とか、やべーだろ。ただの誘惑部屋じゃねーか」

「なっ!?
 　何をおっしゃいますか!?
 　カイン様!?
 」

　カイン様がとんでもないことを言いだした。私とメルヴィ様はぽっと赤面する。

「わ、私は男子を誘惑したことなんて一切ございませんよっ！　た、確かに先ほどのメルヴィ様は
煽
 せん
 情
 じょう
 的
 てき

 でしたけどっ……！」

「えぇっ……!?
 　リズさんにそう言われるなんて、そのそのっ！　わたし心外ですっ！　とっても心外ですっ……！　よりにもよってリズさんにっ……！」

「よりにもよって、って何!?
 」

　まだ知り合って間もない聖女様から、変な評価をされていることが分かった。多分、なにかの誤解だろう。

「はいはい、分かった分かった。どうでもいいから、無闇やたらに色気振りまくなよ？　このバカども」

「うぅ……、す、すみません……」

　メルヴィ様は素直に謝っていたけど、私は納得いかない。私は色気なんて振りまいたこと、人生の中で一度だってないのにっ……！

「あのあの……さっきは本当にありがとうございました……」

「けっ」

　再びお礼を言われ、そっけない返事をしながらカイン様は少しそっぽを向いた。でも彼の頬はちょっと赤くなっていた。

「あ、あのあの……、そのそのっ……！　リズさんにヘルプを頼んだのは理由があったんですよ」

「ん？」

「はい？」

　メルヴィ様が手を
叩
 たた

 いて話を転換させる。

「ヘルプを頼んだ理由、ですか？」

「はい、わたし、ちょっとやらなければならない事があって……」

　やらなければならない事？　私に頼みたい事でもあるのだろうか？

　メルヴィ様が言う。

「リズさん、お体を診察させていただけませんか？」

「……はい？」

　私は聖女様に診察を勧められた。

「……？」

　小首を
傾
 かし

 げ、少し考える。

　どういうことだろう？　私の体は健康そのもので、医者にかかる必要などないほど元気である。少なくとも、
傍
 はた
 目
 め

 にも体調が悪そうなんてことはないだろう。

　それでも聖女様の大きな瞳が真剣に私の目を射抜く。

　な、なんだ……？　私の体って本当はどこか悪いのだろうか？

　聖女様にしか見抜けない悪性の病に
罹
 かか

 っていたりするのだろうか……？

「あぁ、そういうことか」

　そんなことを考えていると、カイン様までも彼女の言葉に納得したように
頷
 うなず

 いた。

「あの？　私別に体に悪い所なんてないんですけど……？」

「いいから診てもらえって、リズ。メルヴィの診断は的確だ」

「あー、えっと……あのあの、リズさん。普段自分が気付かなくても、体が悪くなっている時とかありますから。定期的にお医者様の診察を受けることをお勧めしますよ？」

「うーん……じゃあ、お願いします」

　少し納得がいかなかったけれど、取りあえずメルヴィ様の診察を受けることにした。聖女であるメルヴィ様が診てくださるのだから、普通にありがたい話ではあるし。

　てゆーか、なにげにメルヴィ様も私を『リズ』と愛称で呼ぶんですね？

「じゃあ、あのあの……すみませんが上着を脱いでくださいますか？」

「はい、分かりました」

「…………」

「…………」

「……あの、カイン様？」

「ん……？」

　なんでこの人はさも当たり前のようにこの様子を眺めているのだろう？　私、これから服を脱ぐんだけど？

「あぁ、すまん。そうだったな。わりぃわりぃ、失念してた」

「すみません、あっち向いててもらえますか？」

「あぁ、いくら見慣れているとはいえ、デリカシーがなかったな」

「み、見慣れてないでしょう!?
 　私の裸なんてっ!?
 　私の裸なんてお父様以外の男性に見せたことないですよっ……！」

　私の裸を見慣れてるって……!?
 　な、何を言いだすんだ、この人はっ!?


「そうだったそうだった、わりぃわりぃ」

　適当にプラプラと手を振って返事される。

　くっ……！　余裕だ！

「俺もお前の診察の結果は気になるから、あっち向いたままここで話を聞いていてもいいか？」

「あ、はい……別に構わないのですが……」

　なんでカイン様が私の体調なんて気にするんだろう？

「確かに、リズさんの今の様子を一番気にしているのはカインさんですもんね」

「……けっ」

「……？」

「はい、じゃあ診察しますね」

　カイン様が向こうを向き、私は上着を脱いで、上半身はブラジャーだけの姿となった。メルヴィ様の診察が始まる。

　メルヴィ様は指先に魔力を集中させ、その指を私の肌に滑らせていく。恐らく私の体の魔力の流れを調べたり測ったりしているのだろう。彼女の柔らかい魔力が私の体の中に入り込んでくるのを感じる。

「……やっぱり、まだいろいろな部分の魔力の流れが閉じている感じがありますね」

　メルヴィ様が言う。彼女の指が私の体を
這
 は

 う。

「……でも、前よりかは大分安定している。やっぱり徐々に回復はしていますね……」

「……前？」

「あ、いえいえ。そのその……なんでもないです……」

　私は以前にメルヴィ様に診察してもらったことなどない。最近ちぐはぐな会話が増えるようになってきた。

「んーと？　外から魔力を刺激した方が早く回復するんでしょうか……。いや、無理に何かをするより、ゆっくりと休んで回復した方が……？」

　メルヴィ様は真剣な顔つきで私の体を眺めている。

　しかし、そんな真剣な診察の最中……非常に申し訳ないのだけれど……、

「んっ……」

　つい声が漏れてしまった。

　いや、だって……！　メルヴィ様の
綺
 き
 麗
 れい

 な白い指がつつっと私の肌を
撫
 な

 でていくのだ！

　その触り方は優しく、慈愛に満ちていて……でもそれゆえにとても気持ちがいいっ！　彼女の柔らかな指がとても温かいっ！

「ひゃっ……！」

「す、すみません、リズさん！　でも失礼しますっ……！」

「んんっ……！」

　彼女の指が私の胸に触れる。恐らく心臓の魔力について調べているのだろう。彼女の指が私の左の胸の上に乗り、膨らんだ胸を少し押す。

　探るように小刻みに動く彼女の指が、なんとも
艶
 なま

 めかしい。胸の上でメルヴィ様の指がそっと躍る。

「はぁっ……」

「…………」

「はぁっ……！」

　私の口から熱い吐息が漏れる。

　ただ触れられているだけではないのだ。彼女の探知の魔力が私の体の中で動き回り、体の内部を刺激する。

　
蠢
 うごめ

 いている……私の中を彼女が這い回っている。

「あのあの……し、失礼します……」

「……ひゃん！」

　耳元で彼女の甘い声がすると、彼女は私の背中に回り込む。

　彼女の指が私の背中を撫でる。ぞくっとする。頬が熱くなる。彼女の魔力が惜しみなく注がれ、私の体の中を
這
 は

 いずり回る。

　これは……、もう結婚なのでは……？

　変な考えが頭をよぎる。

　これはよくない。こんなのを……こんな
蠱
 こ
 惑
 わく
 的
 てき

 なことを、世の男性に経験させてはならない。これは私の元にしっかり囲って、他の男性の手の届かない所で守らないといけないものだ。そう思う。

　そもそもこんなことをされて、はい、何もない、ということはないだろう。これはもう結婚するしかないだろう。

「こ、ここまで深く調べるのは……カインさんやリズさんだけですから……！」

「…………っ！」

　こんな快楽を味わえるのは私たちだけということだろうかっ……！

　メルヴィ様めっちゃくちゃ可愛いし、こんなの男性が放っておくわけがない。カイン様が彼女を守っているが、一人だけでは手が足りないこともあるだろう。

　私もメルヴィ様を守らねばらないのだ。そうだ、そうに違いない。

　私の思考が変になっている？　いや、そんなことはないっ！

　私はずっと彼女の
傍
 そば

 にいて、
可
 か
 憐
 れん

 な彼女を守り続けなければならないのだっ……！

「メルヴィ様！」

「えっ!?
 」

　私は振り返って彼女の手を取る。

「今度デートしましょう！　三泊四日で、一緒に旅行に出かけませんかっ!?
 」

「え、えええぇぇっ……!?
 」

　私は何か妙な事を叫んでいた。

　でも止まれない。メルヴィ様の魔力はまだ私の中に残り、私の体を熱くさせるのだ。

「温泉旅行がいいですね……！　はぁはぁっ……！　裸で語り合うというのも、いい事だと思います！　シルファ様やレイチェル様も誘って、皆で温泉旅行に行きましょう！」

「ちょ、ちょっと待ってください！　リズさんっ……！」

「大丈夫！　大丈夫っ……！　女同士ですから……！　恐いことなんて何もないですよ!?
 」

　私は止まれない。

　彼女に刺激された私の内側が、止まるんじゃねえぞと叫んでいる。私の知らない私が、なにか、刺激されている。

「さぁさぁっ！　メルヴィ様……！　一緒に楽しい楽しい温泉旅行に出かけましょう！　ここまで私の中を
弄
 いじ

 り回したのですから、責任取ってくださいな！　忘れられない旅にいたしましょうっ……！」

「いやー！　また、食べられるーっ！」

　彼女の手を取り、顔を近づける。いつの間にか私はメルヴィ様の上を取っていた。

　そこでストップが入った。

「このドアホっ！　やめんかっ！」

「ふべっ……！」

　カイン様が止めに入った。容赦ないげんこつが私の後頭部を強く
叩
 たた

 き、私の体は吹き飛ばされた。

　ごろんごろんと床を転がって、どんがらがっしゃんと壁際の棚に勢いよくぶつかった。

　すると大きな音を立てて棚が私の方に倒れ込む。勇者様に強く殴られてしまった私は、たった一発でグロッキー状態になった。

「カ、カインさんっ……！　強く殴り過ぎですっ！」

「し、しまった！　あいつ力戻ってねえんだった！　つい、いつもと同じ力で……！」

　メルヴィ様とカイン様の慌てた声が聞こえてくる。でも、私の頭はチカチカして、その会話の中身までは理解できなかった。

「リ、リズ！　大丈夫か……!?
 」

「…………」

　カイン様が私の体を抱え起こした。

　私の頭にはまだ強い衝撃が残っている。その衝撃は全身を
麻
 ま
 痺
 ひ

 させ、自分で体を動かせられる気がしない。

　痛みでびりびりと体が
痺
 しび

 れていた。

「カ、カイン様……」

「リズ、しっかりしろ！　わ、悪かった……！」

　カイン様が私の体を揺さぶる。メルヴィ様が回復魔法を私にかけ、カイン様も苦手であるはずの回復魔法を何とか使っているのが分かる。

　私……、私は……。

「もっと殴ってください…………」

「ん？」

「へっ？」

　カイン様に殴られた痛みは、どうしてだろう……、とても気持ちよかった。

「な、なんでしょう……、この感覚……。い、痛いけれど……
嬉
 うれ

 しい？　もっと欲しい……？」

「ちょ、ちょっと待て……リズ。だ、駄目だ、考えるんじゃない」

「そ、その……、カイン様……。わ、私をもう一回殴ってくれませんか……？」

「やめろーっ！　リズー！　覚醒するんじゃないっ！」

　私はカイン様の服を
掴
 つか

 む。私を抱きかかえていた彼は逃れる
術
 すべ

 などなかった。

「そ、その……！　私もとても不思議な感覚でっ……、ちょ、ちょっと整理がつかないので、もう一回殴ってもらっていいでしょうか……!?
 」

「待て待て、リズ！　良くねぇ！　そっちは良くねぇ！」

「あ、あのあのっ！　お、落ち着いてください、エロ師匠……！　せっかく清純なお人柄になれたのですから、簡単に覚醒してはいけませんよ……！」

　エロ師匠……、なんとも懐かしい響きである……。

　なんでだろう。

「さぁ、殴ってください！　カイン様！　メルヴィ様でもいいですよ！　さぁさぁさぁっ……！」

「お、落ち着け落ち着け、リズ！　くっつくな！　離れろ！」

　私は今診療のため、上半身はブラジャーしか身に着けていない。

　それでももう一回、あのとても気持ちいい衝撃を味わいたいがため、彼にしがみついてげんこつをおねだりしていた。

　自分が変になっていくのを感じている。でも、なぜだろう……、メルヴィ様に体内の魔力を刺激されたからだろうか……？　自分を止められる気がしなかったし、止まらない方が本当の私のように感じた。

「さぁ♡　私を殴って……♡　私を思いっきり殴ってください……♡」

「あーっ……！　もう！　めんどくせぇっ……！」

　そうこうしていると、急にガラッと保健室の戸が開いた。

「聖女様ぁ～！　聖女様が治療してくださるって本当ですかぁ～？　アイナ、さっき転んで、足を痛い痛いしちゃいましてぇ～！」

　保健室を訪れたのはアイナ様だ。こういう言い方は悪いが、勇者様の一行に
媚
 こび

 を売っている女生徒だ。

「聖女様に診てもらえたらなぁ～って思って来たんですがぁ～…………って、……え？」

　アイナ様が
唖
 あ
 然
 ぜん

 とする。

　今私は上半身ブラジャーのみで、カイン様にしがみついている。カイン様とメルヴィ様はあわあわと慌てている。

　でもそんなことはどうでもいい。

　早く……、早く殴ってほしいのだっ……！

「カイン様……♡　くださいっ……♡　早く気持ちいいの、くださいっ……♡」

「…………」

「カイン様……♡　じ、
焦
 じ

 らさないでください……♡　早く、気持ちいいの……♡」

　アイナ様が口を大きく開けて
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 としている。石のように固まっている。

　私は
恍
 こう
 惚
 こつ

 とした表情を浮かべているだろう。頬は赤く染まっているだろう。瞳は潤んでいるだろう。

　でもそんなことはどうでもいい。

　あのげんこつは新境地であったのだ……！

「うわああああああああぁぁぁぁぁぁぁっ……！」

　アイナ様が
媚
 こ

 びるような甘い声ではなく、いつもより低い声で叫びながら、保健室から飛び出していった。

「ちくしょおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉっ……！」

　今度はカイン様が叫んでいた。

　何とも
虚
 むな

 しい悲しみの
咆
 ほう
 哮
 こう

 であった。

　放課後の保健室での一時。窓の外には晴れやかな青空が広がっていたのだった。





　ちなみに私は夜正気に返り、保健室でカイン様に迫ったことを思い出して、自分の部屋で恥ずかしさのため死にそうなほど
悶
 もん
 絶
 ぜつ

 したのだった。









第６話　【過去】聖女メルヴィの手紙










　拝啓　木々の緑が深くなる季節となりました。お父様お母様におかれましてはお変わりなくお過ごしのことと、心よりお慶び申し上げます。

　わたしがラッセルラーンを離れてから、半年ばかリの月日が流れました。わたしは今ドルス海峡を渡り、南の国のファルバロッサに滞在しております。

　強い日差しが
燦
 さん
 々
 さん

 と降り注ぎ、この土地に暮らす人々はみな活気に満ちて、彼らと交流するだけでわたしの中にも南の国の熱い血潮が入り込んでくるようです。

　勇者カイン様との旅で起こる事柄はどれも貴重なものであり、ラッセルベル教会で聖女として生活していただけでは得られない経験を重ねさせていただいております。

　時には苦しく、
辛
 つら

 く、嘆かわしい陰惨たる出来事を見ることもございますが、優しくて強い人の美しさに出会う経験もたくさん積んでおります。

　勇者カイン様と仲間の皆様は尊敬できる方々であり、彼らと共に旅をして、私は大きく成長することができました。

　彼らと共にいると、世界を守りたいという自分の意志が強くなるのを感じ、そしてカイン様や仲間の皆様のお役に立ちたいと心から思うようになりました。

　わたしは仲間の皆様と出会えて、人として成長……はい、成長……成長、できたのだと……か、感じております……。

　近頃はお父様お母様の変わらない温かな笑顔がよく思い出されます。変わらないことの尊さを懐かしく思っております。

　わたし……わたしは、成長……はい、成長……いえ、その……。

　わたしは……。

　……申し訳ございません。

　わたしはどうやら悪い子になってしまったようです。

　旅を通じてわたしは悪い子になってしまったのです。

　旅の当初、正直申し上げますと、わたしは強く緊張しておりました。

　まだ会ったことのない勇者カイン様との婚約を教会の方から通知され、わたしの心は不安でいっぱいでした。

　お会いする前からカイン様の武勇については聞き及んでおり、人を守るその清廉な姿に憧れていたのは事実ですが、実際その方が自分の夫となると決まると、それまで聖女の役に従事し、色恋を知らない浅薄な身としては、どうしても心に恐怖が染み込んでしまうのでした。

　実際にカイン様にお会いすると、とても気のよい方で、少々粗野でぶっきらぼうで、今まで出会ったことのない雰囲気のお方でしたが、どうしても隠しきれない優しさが
滲
 にじ

 み出るのを
目
 ま

 の当たりにして、わたしは彼を強くお慕いするようになりました。

　しかし当初、わたしは彼の妻としては落第でした。

　ご存じでしょうが、その時既に彼の傍らには姫騎士シルフォニア様が婚約者としておられました。

　そして、あまり世間に周知されていないようなのですが、カイン様を献身的に支えるリーズリンデ様という女性もおられます。

　お二人ともとても美しく、優しく、心よりカイン様をお支えになっておられました。

　そして……その……ここからは、少し……とても書き
辛
 づら

 いことなのですが……、お二人はカイン様の夜の生活も支えておられました……。

　旅が始まってから二週間ほど過ぎた頃でした。

　魔王軍の強い敵を打ち倒し、その晩大きな宴会が開かれました。カイン様はお疲れの様子でしたが、礼儀として宴会に出席し、戦いの疲れを癒やすようにたくさんのお酒を飲んでいらっしゃいました。

　カイン様はいつもより酔っぱらっておられました。

　わたしは彼の隣に座り、お酌をしておりました。リーズリンデ様が冗談を言い、カイン様は大きく笑っておられ、さらに酔っ払い、気をよくしておられました。

　その時カイン様は隣に座るわたしの肩を抱き、ぐっと強く引き寄せました。

　わたしの肩や胸が彼の体に当たり、彼に強く抱き締められました。彼と体を寄せ合い、強く密着しました。

　わたしは体がかっと熱くなりました。

　今思えばそれは怒りではない、別の熱だったように思えます。

　そして、「きゃっ」と声を上げて、彼を突き飛ばしてしまいました。

　別にそこまで性的な行動ではなかったのに……それにわたしも嫌な気分ではなかったのに、反射的に拒絶してしまったのです。

　カイン様は床に
尻
 しり
 餅
 もち

 をつきながら、笑って「すまんすまん。デリカシーがなかったな」と謝ってくださいました。

　わたしの拒絶に一瞬場の空気が凍ったのですが、リーズリンデ様が大きく笑い、カイン様の節操なしー、と彼をからかい、場に笑いが生まれました。

　わたしは皆様に気を使わせてしまいました。

　それからカイン様はわたしとの接し方に気を使ってくださいました。いつものように気さくに、少し粗野な明るさで、しかし以前よりずっと距離感に注意してくださるようになりました。

　わたしは婚約者として不出来でした。わたしはそれをリーズリンデ様に相談しました。

　……それが全ての始まりだったのです。

「なるほど、そういうことなら私に全てお任せください」

　リーズリンデ様は胸を張りながらそうおっしゃってくださいました。わたしはその姿を頼もしく思いました。

　しかし、今思えばそれは悪魔の姿だったのです。

　そして、彼女は言いました。

「実戦でがっつり頑張ります？　それとも私と練習します？」

「え……？」

　わたしはリーズリンデ様のおっしゃっていることが分かりませんでした。しかし、確かにここがわたしにとっての転換点、奈落へと転がり落ちる一歩目だったのです。

「れ、練習……？　で、お願い、します……？」

　訳が分からないままそう言っていました。でも、そう答えたわたしを、誰が責められるでしょうか？

「じゃあ、了承も得られたことですし！」

「え……？」

　リーズリンデ様は意気揚々とわたしをご自身の部屋に引っ張っていきました。わたしは頭上に疑問符を浮かべたまま彼女の部屋に入り、扉が無情にもばたんと閉まりました。

　そこで、わたしの
嫋
 たお

 やかな花は散らされました。

　朝、わたしは顔を真っ赤にしながら混乱の境地にいました。頭の中がぐるぐると回り、何があったのか、わたしは何をされてしまったのか……理解はできていました。しかし、整理ができませんでした。

　わたしは少し濡れた白いシーツの上で、ただただ目を回していたのでした。

　裸のリーズリンデ様、いえ、リズさんは言いました。

「これはレッスンです」

「え……？」

「明日はもっともっと教えてあげますよ」

　彼女は笑っていました。その笑顔は
艶
 あで

 やかで、妖しくて、海よりも深い美しさでした。

　そこからわたしは深い深い沼にはまっていったのです。

　逃げ出すことはできたのでしょうか。上手いかわし方があったのでしょうか。今となっては分かりません。

　でも一つだけ言えることは……。

　リズさんはとても
凄
 すご

 かったということです。初めての夜、わたしは天にも昇る気持ちを味わってしまったのです。

　だから……何をしても無駄だったのでしょう……。

　カイン様との間に感じていた壁はなくなりました。リズさんとのレッスンを経て、カイン様の元に引っ張り出され、気分は出荷される牛のようでした。

　カイン様は困惑されていましたけど、リズさんの手作りのクッキーのせいもあり、わたしは出荷された牛のように食べられてしまいました。

　わたしは堂々とカイン様の婚約者を名乗れるようになりました。リズさんはカイン様にお叱りのげんこつを受けていました。

　それからわたしは深い奈落へと転がり落ちていきます。

　リズさんとのレッスンはその後も続き、たくさんの技術、心構えを教わりました。……教わってしまいました。

　リズさんはわたしを褒めてくださいます。

　凄い！　メルヴィ様はエッチの才能に
溢
 あふ

 れてますよ！　百年に一人の逸材です！　巨匠です！　人間の皮を
被
 かぶ

 った隠れサキュバスです！　天然資源です！

　と、あのリズさんをして、そこまで言わしめていました。

　……どうやらわたしは元来、そういうことに強い興味を抱く人間だったようです。

　旅に出て、その分野に触れ……世の中にはそういったものが溢れているのだと気が付きました。

　教会の中で清らかに育った無知な頃のわたしには分かりませんでしたが、外の世界にはそれが
溢
 あふ

 れていました。社会の大元の一端を担っている、と言っても過言ではないほどでした。

　そういった分野のものを見つける度に、わたしの興味は刺激され、顔を赤らめながらちらちらと横目で眺め、後でこっそりと
覗
 のぞ

 きに行ってしまうのでした。

　わたしはそういう性質の人間だったようなのです。そのことへの興味は治まることなく、ずぶずぶと深い沼にはまっていってしまいました。

　カイン様はわははと大声で笑いました。

　メルヴィは『聖女』だけど、『性女』でもあるな！　と。

　リズさんは、恥じらいは才能ですので、どうぞいつまでも
初
 ら
 心
 ぶ

 でいてください、と言っていました。

　もちろんわたしはカイン様（……と仲間の女性の方々……）以外に体を許していません。不貞はありません。カイン様の婚約者として、恥じるべきことは何もいたしておりません。（……仲間の女性の方々とは、その……あれですけど……女性同士ですし……）

　ですが、その……カイン様とはもう何度も仲良くさせていただいております……。

　教会の外に出る前のわたしが今のわたしを見たら、きっと卒倒してしまうでしょう。

　そう……そうなのです……。

　わたしは変わってしまったのです……。扉を開かれてしまったのです……。

　お父様お母様、申し訳ありません……。

　お二人が愛情込めて育ててくださった
無
 む
 垢
 く

 で
淑
 しと

 やかな娘は、もういません。生まれてしまったのは愛欲にまみれたモンスターです。

　わたしは不出来な娘でした。民が求める
楚
 そ
 々
 そ

 とした聖女はもうおりません。ここにいるのはサキュバスの手ほどきを受けたサキュバスの弟子でございます。

　旅が終わり、避妊魔法を解いたら、世継ぎにはご期待ください……。もう、わたしにはそれしか言うことができないのです……。

　わたしは変わってしまいました。

　申し訳ございません、お父様お母様。わたしは変わってしまったのです……。

　わたしの心はもう、深い沼にはまり、引き返すことはできそうにありません。誰もが求める清廉な聖女の存在は消え去ってしまいました……。

　お父様お母様、申し訳ございません……。

　わたしは……悪い子になってしまったのです……。





　…………。

　……でもでもっ！　一つ言わせてください！

　一つだけ言わせてくださいっ……！

　わたしは悪い子になってしまいました、と自分で言いましたけど……、

　わたし、そんなに悪くないですよねっ……!?


　いや、分かっているんです。ちゃんと自制の心を大切にすれば、こんなずぶずぶの沼にははまらないのだと。自分を律する気持ちが大事なのだと。

　でも無理くさくないですかっ!?


　あの快楽って普通耐えられるものじゃないですよねっ……!?


　だってそもそも、勇者様の婚約者としての役目を与えられたということは、教会から正式に……、えっと……そのその……、子作りしろって言われたってことですよね!?


　カインさんとエッチしろって命を受けたも同然ですよね!?


　わたしは幼き頃より聖女の役目を担う者として、教会の厳しい戒律の中で生きてきました。同年代の友達よりも強い制約が課せられ、ひたすらに禁欲的な生活を送るよう言いつけられておりました。

　それがどうでしょう!?


　いきなり広い世界に放り出され、誰かの婚約者になり、子作りをして、それでなお聖女らしく
楚
 そ
 々
 そ

 とした人間でいろと!?


　いきなりこんな刺激を体に教えられ、それでも禁欲的でいろと!?


　そんなことできますっ!?


　ちょっと無理じゃありませんっ!?


　むりむり、無理ですって……！　こんな身を焦がすような刺激、こらえきれるはずないですって！　少なくともわたしには無理でした……！

　むしろ教会に日々の生活を厳しく束縛されていたが故に、反動でこんなにエッチなことに興味を持ってしまったともいえます！　解放感って怖いですねっ！

　すっごいんですよ!?
 　エッチなことってほんともうっ、すっごいんです！

　ご存じでしょうけどっ！

　わたしや妹たちが生まれているということは、もうとっくにご存じでしょうけど……！

　今思えば、教会内の子持ちの方々は皆、このものすっごく楽しい刺激を例外なく知っておられるんですよね!?


　あのめくるめく快感をっ！

　ちょっとずるいと思いますっ……！

　…………。

　……失礼しました。少々取り乱しました。

　こんなふうにわたしは悪い子になってしまいました。最近では今のように誰かに反抗するということも覚え、少し生意気なことを言うようにもなりました。

　旅を始める前のように、言われたことを何でも
粛
 しゅく
 々
 しゅく

 とこなし、拒否する言葉を一切使わなかった頃のわたしはもうおりません。

　というより拒否することを覚えないと、リズさんとはやっていけないのです。不平不満を主張しないと、彼女の思うがままに食べられてしまうのです。

　ノーを言えるようにならないと、旅を続けていけないのです。

　そうしてわたしは悪い子になっちゃいました。教会の戒律の中で生きてきた頃では考えられないほど悪い子です。

　ですが、今わたしはすっごい解放感を覚えています。今度、教会の上層部に文句でも言っちゃおうかなと思うくらい悪い子になっております。

　この反抗期も子の成長であるのだと、お父様とお母様にそう思っていただけるのであれば、わたしの気持ちも楽になることでしょう。

　お父様お母様、今まで愛情深く育ててくださってありがとうございました。

　わたしはとても元気です。今までにないほど元気です。毎日が充実して、意義深い旅の日々を送っております。

　信じて送り出してくださいましたが、わたしは日々多くの事を学び、成長をしております。魔王討伐の役目はお任せください。信頼できる仲間と共に、必ずや魔王を討伐してみせます。

　そう……、信頼できる仲間と共に……。

　お父様お母様、どうかお体にはお気を付けて、日々を健やかにお過ごしください。適度な運動が健康に大事だと聞きます。参考になれば幸いです。

　わたしは……その……少し激しいスポーツを行っているので、大丈夫です……はい……。

　またお会いできる日を楽しみにしております。

　その時はこの変わってしまった娘を見て、どうぞ
嗤
 わら

 ってやってください。

　教会の方々にもよろしくお伝えください。

かしこ





メルヴィ・フォルド・バス・ラッセル





　追伸

　『手作りのクッキー』にはどうかご注意ください。

　それが全ての一歩目になってしまうこともあるのです……。









第７話　【過去】お縄を少々
嗜
 たしな

 んでおりまして










「……というわけで、最近カイン様の心の負担が大きくなっております」

「うむ」

「はい、そうですね……」

　酒場の丸いテーブルを三人の女性が囲み、額を集めて相談事をしていた。

　暗い空には星が瞬いており、酒場には一日の仕事を終えた人々が集まり、酒を飲み、顔を真っ赤にして騒いでいる。

　しかし、店の端で静かに話し込んでいるその女性たちはほとんど
素面
 しらふ

 で、テーブルの上にも小さめのコップと少しのつまみしか置かれていなかった。

　真剣な面持ちで話をしているのは、リズとシルファとメルヴィだった。

「やはり魔王軍の大隊長ダークブリンガーが原因だな……」

「まさか、カイン様と同じ村の出身だったなんて……」

　勇者カインは最近
苛
 いら
 立
 だ

 ちを隠せないでいる。

　新たに立ち塞がった強敵ダークブリンガーはカインと同郷の
幼馴染
 おさななじみ

 で、カインが気を許している男友達の一人であった。

　その男が魔の力を手に入れ、魔王軍の大隊長になっていた。

　それを知ってからというもの、さばさばとした性格のカインが、悩み、落ち込む様子を見せるようになっていた。

「なんとかカイン様のお心を癒やせればいいのですけれど……」

　小柄で白い髪の聖女メルヴィが心配そうに
呟
 つぶや

 いた。

「何か私たちにできる事はないかな？」

「そのその……せめて、なぜダークブリンガーさんがカイン様の敵に回ってしまったのか……、それが分かればいいのですけど……」

　シルファとメルヴィは口に手を当てながら、深く考え込んでいた。自分たちの大切な仲間であり、愛する婚約者のために何か力になりたかった。

「……分かりました。私に考えがあります」

「リズ……」

「リズさん……？」

　そう声を発したのはリズであった。二人の視線が彼女に集まる。

「確かに……心の機微に対しては私たちよりリズの方が
聡
 さと

 い」

「あのあの……リズさん……お願いしてもよろしいんでしょうか？」

「えぇ、大切なカイン様のためです。私が一肌脱ぎましょう……」

　リズはカインの婚約者ではない。しかし、彼を愛する気持ちは婚約者である二人と
微
 み
 塵
 じん

 も変わらなかった。

「カイン様の心の負担は、私が何とかしてみせます！」

　そう言って、リズはぐっと握りこぶしを作ったのであった。





　そして宿のカインの部屋。

　ロープで亀甲縛りされたリズが、カインのベッドの上に転がっていたのだった。

「カイン様！」

「…………」

「さぁっ！　思う存分私をいたぶってくださいっ！」
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「何してやがんだ！　てめぇっ!?
 」

　リズはＳＭプレ〇を要求していた。

　カインが日課の剣の
素
 す
 振
 ぶ

 りを終えて自分の部屋に戻ってきたところ、扉を開けると自分のベッドにリズが横たわっていたのだ。

　亀甲縛りは明らかにＳＭ〇レイ用の縛り方であった。

「最近カイン様のお心に
靄
 もや

 がかかっており、負担が大きくなってきているのは分かっています」

「……心配かけてわりぃな……」

「そういう時は、これ！　さぁっ！　カイン様っ！　私の体をいたぶって日頃のストレスを解消してくださいっ！」

「くっそわけ分かんねぇっ！」

　リズの奇行もまた、カインのストレスになっていた。

「そこに
鞭
 むち

 があるでしょう？」

「あぁ、あるな……」

「さぁ！　縄で縛られて抵抗できない若い女性の肢体を、思う存分お
叩
 たた

 きください！　元気よく！　思いっきりっ！　とても気持ちいいですよっ!?
 」

「マジやめろ！」

「はぁはぁ♡　さぁ、お早く♡　お早く叩いてください……♡　私、もう♡　辛抱たまらん……♡」

「てめーの趣味じゃねーか」

　リズはＳＭプ〇イ用の縛られ方をしていたが、下着は着ていた。全裸ではなかった。

「え？　なに？　それ誰が縛ったんだ？　まさかメルヴィ？　お前そんなことまであいつに教えてたのか？」

「いえ、これは魔法を使って自分で縛りました」

「意味分かんね」

　リズは自分で自分を拘束していた。ということはこの拘束も魔法を使えば自分で解けるのだろう。彼女は案外自由の身であった。

「そのロープの端を引っ張ってみてください」

「ロープの端？」

「一本飛び出している部分があるでしょう？　そう、そこです」

　彼女を縛るロープから、尻尾のように一本のロープが飛び出していた。カインはそれを
掴
 つか

 み、引っ張る。

　きゅうううううぅぅぅぅぅ。

「あぁんっ……♡」

　リズのロープの縛りが強くなった。

「…………」

「ど、どうです……？」

「そう聞かれても、めっちゃなんも言えねぇ」

「もっともっと引っ張ってみてください」

「え？　やなんだけど」

「いいからいいから、カイン様。
騙
 だま

 されたと思って」

「…………」

　一応、言うことを聞いてみる。

　きゅうううううぅぅぅぅぅ。

「あぁ……♡　激しい……♡」

「…………」

　リズが
身
 み
 悶
 もだ

 えするだけで、別に何も起きなかった。

「カイン様、楽しいですか？」

「楽しくねぇ」

「我が名は～マゾキング～♪　サドキングも～兼ねたりもする～♪」

「うるせぇ黙れ」

　リズがいるせいでカインはベッドで寝られなかった。

「さぁ、カイン様。思いっきりロープを引っ張って、若い女性の体を思う存分
苛
 いじ

 めてください！　日頃のストレスを、この体に、思いっきりぶつけてくださいっ……♡」

「さっさとどけ」

「ムチもロウソクもご用意いたしました！　もっと縛りたいなら、追加のロープも、手錠もご用意いたしております！　あ、下着を裂きたいというのならテーブルの上にハサミがありますので、それで！」

「…………」

「ロープのせいで布が裂きにくいと思いますが、じっくりと、じわじわと、手間暇をかけて少しずつ下着を裂いて、
舐
 な

 めるように
剥
 は

 がしていくのも……アリだと思いますっ……！」

　リズは叫んだ。

「さぁっ……！　その欲望を思う存分、私の体にぶつけてくださいっ……！」

　カインは邪魔者を部屋からぽいとつまみ出した。

「ぎゃんっ！」

　廊下にリズを放り出し、転がして、扉を閉めた。

「あぁんっ♡　ここで放置プレイだなんて選択……♡　カイン様は正真正銘の、鬼畜ですぅっ……♡　あぁっ、このぞんざいな扱い……、廊下の風の冷たさ……、興奮しちゃいます……♡」

「うるせぇ、黙ってろ」

「あぁんっ……♡」

　リズは縛られたまま廊下に転がっていた。

　カインはどっと疲れる。変態は放っておいて、自分はベッドに横になった。

「わわっ!?
 　リズさんっ……!?
 」

「あ、メルヴィ様」

　カインの部屋の外で驚いたような声がした。

　廊下をメルヴィが通りかかったのだった。

「あのあの、何してるんですか？　リズさん？」

「お縄を少々
嗜
 たしな

 んでおりまして……」

「今日もご精が出ますね」

「お恥ずかしい限りです♡」

　ここでそんなセリフが出るとは、メルヴィも彼女に毒されてしまったなぁと、カインは思った。

「おいメルヴィ。そこの粗大ゴミ外に出しとけ」

「あぁんっ……♡　粗大ゴミだなんて……♡　言葉責め気持ちいいですっ……♡」

「はい分かりました、カイン様」

「あんっ♡　皆ぞんざい……♡」

　リズは廊下に打ち捨てられながら身をくねらせていた。

「わたしの部屋に行きますか、リズさん？　それとも外のゴミ捨て場の方がいいですか？」

「ゴミ捨て場でお願いします♡」

「はーい」

　廊下からそんなリズとメルヴィのやり取りが聞こえてくる。

　こうして夜は更けていった。





　後日。

　カインは自分の力で、強敵ダークブリンガーとなんやかんや和解したのだった。





『ダークブリンガー編　完っ！』









第８話　【現在】冒険者ギルドの隠されたダンジョン










「ではご注文の確認をさせていただきます。鶏肉のハーブ焼き一点、ベーコンと山菜のパスタ一点、フライドポテト二点、エール二点でよろしいでしょうか？」

　冒険者ギルドに併設された食堂で、ウェイトレスの制服に身を包んだ私は目の前のお客様に尋ねた。冒険者の装備を身に着けたお客様は
頷
 うなず

 き、少し大きな声で言った。

「おう、よろしくな！」

「
別
 べっ
 嬪
 ぴん

 な姉ちゃんだなぁ！　がっはっは！」

「恐れ入ります」

　テンションの高い方たちにお辞儀をして、その場を後にする。

　私は今、ウェイトレスのバイトをしている。

　この都市の冒険者ギルドは、様々な機能が併設された大規模な施設であった。冒険者ギルドとしての依頼の受付や発注、ダンジョン管理をメインの業務としつつ、建物内には食堂、宿、ダンジョンへの転移施設、武器防具店、雑貨店、訓練所までもが
揃
 そろ

 っている。

　冒険者たちのあらゆる活動を支えるこの施設を利用するために、わざわざ街の外からやって来る冒険者も多い。

　そのため、この施設は学園街の名物ともいえるほどで、建物はとても大きかった。

　学園の生徒もこのギルド施設を利用することが多く、外からの冒険者と共に訓練をし、実力を伸ばすことが期待されている場所でもあった。

「すみませーん、鶏肉のハーブ焼き一点、ベーコンと山菜のパスタ一点、フライドポテト二点、エール二点注文入りましたー」

「はい、了解ですわ！」

　
厨
 ちゅう
 房
 ぼう

 に行き、オーダーを伝える。すると、一緒にバイトをしている学友の返事が聞こえてきた。

　フライパンを片手に忙しそうに調理しているのは、私の学友のルナ様だ。学園で親しくさせていただいている方で、薄い茶色の髪を編み込み、短くまとめている。貴族らしい品の良い話し方をする人で、この都市に邸宅を構える侯爵家のお嬢様であった。

　私は友達と一緒にグループでバイトをしているのだ。

　数あるバイトのなかで、私たちがここを選んだのには理由がある。

「すみませんっす！　団体さんの注文っす！　ハンバーガー十二個！　フライドポテト十六個！　お持ち帰りの注文っす！」

「えぇっ!?
 　多いですわっ!?
 」

「サティナ様っ……!?
 」

　ばたんと荒々しく
厨
 ちゅう
 房
 ぼう

 の扉が開き、すまなそうにオーダーを口にしながら少女が入ってきた。

　彼女はサティナ様という。ルナ様と同じく私の学友で、緑色の短髪で瞳がくりくりとしていて可愛くて活発な少女であった。

　彼女こそが、私たちがここで働く理由である。

　サティナ様はこの冒険者ギルドの館長の娘さんだ。彼女はこの食堂をよく手伝っており、その縁があって私たちも一緒にアルバイトをしている。人手が足りない日、忙しい日などは、こうしてサティナ様の手伝いをするのだ。

　下世話な話、これだけの大規模施設を経営しているだけあって、下手な貴族よりもずっと裕福な家である。

「そんなに一気に注文されても調理が間に合いませんわ！」

「リズ様！　リズ様！　今フロアはいいっすから、厨房の方を手伝ってくださいっす！　うちも厨房入るっすから！」

「はい、分かりました！　サティナ様！」

　サティナ様の指示で私はエプロンを身に
纏
 まと

 い、ハンバーガーの調理を開始する。ハンバーグを焼き、パンをセットし、足りなくなったら肉のタネを追加で作る。元々料理は得意な方なので、パパッと仕上げていく。

「はい！」

「はい！」

「はい！」

「ハンバーガー八個出来上がりっす！　あと四個っす！」

　ルナ様、サティナ様とのコンビネーションによって音速でハンバーガーを作っていく。一年間のバイト経験を通して、私たちの連携は最高に鍛え上げられていた。

「相変わらず
早
 はえ

 ぇなぁ……」

　厨房のスタッフの方たちから感心の目を向けられる。幼い頃からずっと家の手伝いをしているサティナ様の実力がとても高いということもあるけれど、私たちはバイトとして職場の方から一定の評価を得ていた。

『厨房に舞う三銃士』とは私たちのことである。

　そうやって友達と協力して、なんとかこの混雑時を乗り切っていた。

「あー、クソ、クソやぁ！　忙し過ぎて、クソやんこんなのぉっ！」

　ピークの時間帯が過ぎ、食堂が少し落ち着きを取り戻したところで、私たちが作業する厨房にまた一人、少女が飛び込んできた。

「クソって……アデライナ様？　そんな汚い言葉使っちゃ駄目ですわよ？」

「いや、だってなぁ!?
 」

　ルナ様がその少女に声を掛ける。

　悪態をつきながら
厨
 ちゅう
 房
 ぼう

 に入ってきたのはアデライナ様といい、彼女も私たちと一緒にアルバイトをしている学園の友達である。ワンサイドアップの黒髪の少女で、言葉に少し
訛
 なま

 りがある。

　私はルナ様、サティナ様、アデライナ様と一緒に、四人でアルバイトをしているのだ。

「聞いてな、聞いてな。こんなに忙しいと、あたい思うんや」

「何をですか？」

「こんなに忙しくても、あたいらの給料変わらへんねんなぁって……」

「あー……」

　アデライナ様がウェイトレス姿のまま、厨房の壁に背を預ける。

「あれやなぁ、時給制ってクソやな、って思うんや、あたい」

「っていうか、サボらないでフロア行ってくださいっすよ」

「ふあぁ、疲れたー」

　大きなあくびをしながらサティナ様の小言をスルーする。アデライナ様は自由な方だった。

　アデライナ様は私たちのように貴族の出ではなく、裕福な商家の出でもなく、外国の田舎から単身留学している苦学生なのだという。そのため言葉使いも私たちとは違っているし、学費と生活費を稼ぐためにたくさんアルバイトをしている。

　私とルナ様は自分のお小遣い稼ぎのためでもあるが、どちらかというと社会勉強のためにアルバイトをしている節がある。

　しかし、アデライナ様のアルバイトは本気である。週四日、学業とアルバイトを両立させているのであった。親にお金を出してもらっている身としては、アデライナ様のことは素直に尊敬していた。

　……口が悪いのが玉に
瑕
 きず

 であるが。

「だって皆、思わへん？　あたい、客が来る度に思うんやけど」

「ん？」

「早うこの客、帰らへんかなぁ、って」

「そんなこと考えながら接客してたんすかぁっ!?
 」

　館長の娘が、アデライナ様の勤務実態に驚きを
顕
 あら

 わにする。

「だって、せやろぉっ!?
 　客多くてもあたいらの賃金変わらへんのやから、客来たなぁ、ちゃっちゃと帰れぇ、そないなめんどいメニュー注文すんなやって。ルナやリズもようそない思うやろ？」

「いや、巻き込まないでくださいませね？」

「そんなこと考えてませんって」

「か～っ！　ええ子やん！　なんでこの現代社会でそんな純白でいられるんやっ！」

「つか、堂々とサボらないでくださいっす」

　皆で彼女にさっさとフロア行けという視線を送っても、アデライナ様は動じない。

「なんかこう、あるやろ？　職場への不満やら……」

「
美
 お
 味
 い

 しそうに食事を食べられるお客様を見ると、やっぱりやりがいを感じますので……」

「おいおい、聖女かいな」

「聖女はメルヴィ様ですので……」

「せやなぁ。あたいらマジもんと知り合いやったわ」

　メルヴィ様は裏表のない清廉な聖女様である。

「サティナ、自分ここの館長の娘やろっ！　時給の決め方なんとかするよう親に物申すんやっ！」

「な、なんとかって、どうするんすかっ……!?
 」

「『お前の秘密を知っている』って言うんや」

「まさかの脅し！」

　アデライナ様は今日も絶好調だった。

「サティナ様、サティナ様、この子クビにした方がよろしいんじゃないですの？」

「そうっすね、ルナ様。今度パパに相談してみるっす」

「やめてぇっ！」

　アデライナ様は慌てふためいた。ここをクビになったら路頭に迷う。被雇用者は弱い立場なのだ。

　今日も私たちは四人で、そんなふうにアルバイトをこなしていったのだった。





　バイトが終わり、私たちは制服を脱いで休憩室へと移っていた。

「そういえば、あと三日でトレーニングダンジョンの授業がありますわね」

「ん？　あぁ、もうそないやったっけ？」

　ルナ様とアデライナ様が、ソファでのんびりと雑談している。

　私とサティナ様は書くべき書類が残っていたため、ここで作業しているが、アデライナ様とルナ様は
寛
 くつろ

 いでいた。

「何か対策とかしてますの？」

「してへーん。皆、頼りにしてまっせぇ」

「あはは、アデライナっちはそうだと思ってたっす」

　冒険者ギルドが保有するダンジョンは、授業の一環として利用されることがある。生徒の戦闘訓練として、ダンジョンに潜ることが必修の授業として定められているのである。

　それがトレーニングダンジョンと呼ばれるものである。

　冒険者ギルドが内部構造や出現するモンスターなどを徹底的に管理しており、緊急離脱などの機能が備えられた、安全なダンジョンであった。

　実戦に近く、生徒としても気合の入る授業だ。

　私たちはここにいる四人でチームを組み、挑む。

「何か作戦とか立てませんの？　ぼやっとしてると、他の方々に追いつかれ、挙げ句には差を付けられてしまいますわよ？」

「おいおい、あたいらの作戦なんて決まってるやろ？」

「ん……？」

　アデライナ様は、腰に手を当てて言った。

「作戦！　リズが何とかするっ！　以上！」

「ちょっと……!?
 」

　なんとも人任せな作戦だった。

「まぁ……確かにそれで大体何とかなってしまいますわねぇ」

「リズ様、頼りにしてるっす！」

「ちょっと待って、ちょっと待って？」

　皆の信頼が痛かった。

　確かに私は学内で五本の指に入る実力は持っている。しかし、ここにいる三人もかなりの実力者だ。アデライナ様とサティナ様が前衛、私とルナ様が後衛である。誰か一人に頼らなければならないような実力差はない。

　なのにアデライナ様は積極的に人任せにしようとしてくる。困ったものである。

「つーか、リズ。シルフォニア姫に鍛えられてまた実力がついたんやろ？」

「確かに、それはそうですけど……」

　私はこの前のシルファ様との戦闘訓練で、幻術を使った戦術を学ぶことができた。それによりまた実力が向上した自覚はあるのだけれど……。

　問題なのは、この授業ではチームの実力によってダンジョンの難易度が変わってくるという点だろう。

　私たちのグループは前の授業でかなり良い成績を修めたから、前回よりも大分高い難易度設定をされているはずだ。油断していると大変なことになりそうだ。

「も、もちろんわたくしたちも精一杯頑張りますわ……！」

「そうっす、働くっすよー！」

「ルナ様、サティナ様……」

　お二人から友情を感じる。

「困ったらリズを盾にする！　これで決まりや！」

「後衛を盾にしないでください！」

　アデライナ様だけが無情だった。友達やめよっかな……!?


「私、その日までに、アデライナ様を操って自爆特攻させる術を開発しますね……」

「やめてぇっ……!?
 」

　当日は汚い火花が散ることだろう。

　そんなこんなで、作戦はいつも通り訓練で頑張ったことを一生懸命やろう、ということになった。結構場当たり的である。

「ほなお先ー」

「失礼しますわ、リズ様、サティナ様」

「お疲れさまですー」

　アデライナ様とルナ様が先に帰っていった。私とサティナ様はまだ書類が残っているため、ここで作業を続ける。

　小さな休憩室で、ペンでかりかりと書いていく。

「……林間学校も近いっすよねぇ」

「そうですね。年度初めはイベントが盛りだくさんです」

　トレーニングダンジョン授業が終わったら、一泊二日の林間学校もある。

「青春っすねー」

「そうですね、青春です」

　意識を書類の方に割きながら、サティナ様とのんびり会話をする。表の食堂の
喧
 けん
 騒
 そう

 が僅かにこの休憩室に届いており、その音の中にペンが紙を
擦
 こす

 る音が混ざっていく。

　簡単な書類に文字を記入しながら、私とサティナ様はバイト終了後のゆったりとした時間を過ごしていた。

　そうしていると、突然この休憩室の扉が開いた。

「ん？」

　私とサティナ様が首だけを動かし、音のした扉の方を振り向く。

　誰だろう？　アデライナ様かルナ様が忘れ物でもしたのかな？

　一瞬そう考えたけれど、現れたのは予想外の人物であった。

「……あれ？　カイン様？」

「ん？　リズ？」

　扉の向こうから現れたのはカイン様であった。

　カイン様一人だけでなく、彼のお仲間である戦士のレイチェル様、騎士のミッター様も一緒だった。

　レイチェル様は紫色の髪をツインテールにした女性で、小柄な方だ。

　しかし、その小さな体に反して巨大なハンマーを武器にして戦うお方で、力強い戦士として知られていた。

　ミッター様はとある国の高名な貴族の騎士である。細身の体に爽やかな金色の髪が光っており、銀色の
洒
 しゃ
 脱
 だつ

 な
鎧
 よろい

 を身に
纏
 まと

 っている。中性的で
綺
 き
 麗
 れい

 な顔立ちだ。

　貴族の売名行為で勇者パーティーに仲間入りしたという不名誉な
噂
 うわさ

 があったけど、とんでもない。超一流の実力者であると言われている。

　しかし、なんでだろう？　ここは冒険者ギルド裏の小部屋である。なんでこんな場所にカイン様は来たのだろう？

「……なんでこんなとこにいるんだ？　リズ？」

「いやいや、カイン様。それはこちらのセリフなんですけど……」

　お互い首を
傾
 かし

 げる。

　……カイン様までこの施設でバイトする、なんてことはないと思うけど？

「あ、カイン様。今日は例のダンジョンっすか？」

「おう、世話になる」

　そんな中サティナ様が椅子から立ち上がり、カイン様の方に近づく。何か私の知らない事情があるみたいだ。

「例のダンジョンって？」

「あ、あー……」

　私がそう聞くと、サティナ様は困ったように笑った。

「すみませんっす、リズ様。これは冒険者ギルドと勇者様たちとの秘密っすから、話すことはできないんすよ」

「へぇ、ギルドの秘密ですか……」

「いや、リズになら話してもいいぞ。サティナ」

「へ？　カイン様？」

　冒険者ギルドの抱える秘密なら部外者の私は知ることができないと思っていたら、カイン様は軽くそう言った。サティナ様はが少し目を丸くしたが、カイン様は何でもないかのように葉巻を取り出し、火を付けた。

「そうだね、必要なことだし。うん、説明してもいいんじゃないかな」

「まぁ、リズならいいんじゃないかしら？」

「え？　い、いいんすか……？」

　
傍
 そば

 にいた騎士のミッター様も戦士のレイチェル様もいいと言う。

　ん？　あれ？　私なら、ってどういうこと……？

「今回、俺たちがこの学園街に長期滞在する理由は二つある。傷ついた仲間の治療と戦力の補充。それが一般に公表されている理由だが……」

「だが？」

「実はもう一つある。この都市に隠されたダンジョンの攻略だ」

　戸惑っている私のことなんてお構いなしに、カイン様はつらつらと話し始める。

「この学園街の冒険者ギルドは、ＦからＡ級のダンジョンを管理していると一般には知られている。そうだな？」

「はい、そうですね」

「だが、世間には公表していないダンジョンが一つだけある。それが超級難易度のＳＳＳ＋級ダンジョンだ。俺たちはその攻略に挑む」

「え、ＳＳＳ＋級……？」

　ダンジョンの難易度は一般的にＦ級からＳ級までとされている。一流の冒険者が挑む最高難度のダンジョンがＳ級と認定されている。

　しかし、限られた人物だけが挑むことのできるＳＳ級ダンジョンというものがこの世には存在すると、そういう
噂
 うわさ

 が都市伝説のようにまことしやかに
囁
 ささや

 かれていた。

　だが今、カイン様はＳＳＳ＋級のダンジョンと言った。

　そんなものがこの学園街に……？

「そんなダンジョンがあるなんて気安く公表できないが、この都市の地下には確かにそういうダンジョンがある」

「それで、そのダンジョンの最下層に魔王城の封印を解く秘宝が眠っているって言い伝えがあるのよ。あたしたちはそれを手に入れに来たってわけなの」

「ま、魔王城の封印……？」

「あぁ、俺たちの冒険には必要不可欠なアイテムってわけだ」

　確かに、魔王の討伐を使命としているカイン様たちには必須のアイテムだ。

　しかし世間一般には、勇者一行は休息のために学園街に滞在していると伝えられているのだが……、この街に来たのは、魔王討伐に必要な過程だからというのか。

「ＳＳＳ＋級ダンジョンの存在を知って、興味本位で挑むバカが現れると困るのよ。だから、この件は公表していないわ」

「魔王討伐にも関わることだからね。この件は僕たちと冒険者ギルドの一部の者しか知らないんだ」

　レイチェル様とミッター様が説明してくださる。

「リズも他の奴らには言いふらすんじゃねえぞ？」

「は、はい！　かしこまりました！」

　カイン様たちに対してしっかりと返事をする。

　……いや、なんで部外者の私に話したの？　話さなければいいんじゃ……？

「な、なるほど。サティナ様はここの館長の娘だからこのことを知っていたんですね？」

「そうっすね。パパから勇者様方を最大限サポートするよう言われてるっす。皆様はうちのホテルの最高ランクの部屋に泊まられてるっすからねぇ」

「へぇ」

　そういえばそうだ。一度シルフォニア様の滞在する部屋を訪れる機会があったが、それはこの冒険者ギルドが経営している一流ホテルの一室だった。想像以上にこの冒険者ギルドは、カイン様たちの活動を支援しているようだった。

　そういう事情だったのか。

「んで、その隠しダンジョンへは、この小部屋の隠し扉から行けるんすよ」

「え？」

　サティナ様が部屋の隅にある机をどけ、その下の床の隙間に細い鍵を差し込んだ。ガチャリと音がして、床が開いてそこから下へ続く階段が現れた。

「おぉ……」

　思わず感嘆の声が漏れる。

「俺たちは二年かけてこのダンジョンを攻略する予定を立てている。俺たちは一年前に魔王に大きな傷を負わせたが、その回復にはまだ数年かかるって見込まれてる」

「その間は魔王軍も大きく動くことはできないからね。僕たちはこの街で回復と目的の遂行に専念することができるってわけさ」

「なるほど……」

　カイン様とミッター様が事情を話してくれて、私は
頷
 うなず

 いた。

「一年前、大きなニュースになりましたもんね。勇者様一行が魔王に大打撃を与えたって。
凄
 すご

 いですよね。どんな激しい戦いだったんですか？」

「おらっ」

「いたっ……!?
 」

　なぜかカイン様が私にげんこつをくれた。

「い、いきなり何するんですか？　カイン様……？」

「お前に魔王戦のことを聞かれるとむしゃくしゃする」

「え？　な、なんで？　ど、どういうことですか……？」

　頭を押さえながらそう聞くけれど、カイン様は話そうとしない。レイチェル様やミッター様の方に目を向けてみるが、彼女たちも「無茶しやがって……」とでも言いたげな視線をこちらに向けてくるだけで、口を閉じたままだ。

　な、なんだ？　一体何なんだ……？

「ともかくっ！　俺たちはこれから三日かけてＳＳＳ＋級のダンジョンに潜ってくる。他のメンバーはまだ傷が癒えてねぇからな。取りあえずはこのメンバーで様子見だ。本格的な攻略が始まれば一回の攻略で一週間はダンジョンに潜ることになるだろうな」

「え？　三日？　一週間？　学校はどうするんです？」

「休むに決まってんだろ」

　ふむ、それは当然か。彼らにとって一番大切なのは魔王討伐であり、学業ではない。学校側もそれは了承しているだろう。

「……そういえば、三日後は学校の授業でトレーニングダンジョンに潜る予定がありますけれど、カイン様方は欠席されるのですか？」

「欠席だ、欠席。俺らにトレーニングダンジョンなんて必要ねーだろ」

「まぁ、確かにそうっすね」

　サティナ様と一緒に納得する。カイン様たちに攻略できないトレーニングダンジョンなんて、それはトレーニングではない。ただの地獄である。

　……って、あれ？

「……カイン様たちって、学校卒業できるんですか？　トレーニングダンジョンの授業って必修科目ですけど……」

「あー……」

　カイン様たちは二年生としてこの学園の高等部に編入している。私たちの高等部は三年までなので、あと二年で卒業となる。

　ただ、カイン様は私の問いかけに困ったような顔をしながら頭を掻いていた。

「まぁ……、俺たちは学校側から免除されている授業ってのがいくつもある。このトレーニングダンジョンなんかはそうだな。戦闘技能、魔法技能については完全に修得したものと見なされている」

「あぁ、なら……」

「だが……」

　カイン様は眉を
顰
 ひそ

 めながら言葉を続けた。

「完全に出席日数が足りそうにねぇな……」

「え？」

「だってあたしたち、これから何回もこのダンジョンに潜る予定よ、リズ。その時は学校に行けなくなるし、そうなると二年間じゃ単位が取り切れないでしょ」

「た、確かに……」

　レイチェル様の説明を聞いて納得する。

　え？　と、なると……？

「留年を見込んでいるのですか……？」

「いや、このダンジョンを攻略したら魔王城を攻略しなきゃならねぇから、学校は中退するんじゃねぇの？」

「ちゅ、中退……!?
 」

　驚く。この件についてはサティナ様も把握していなかったようで、二人で一緒に目を丸くする。

「なんだよ、仕方ねぇだろ。学校を卒業することより魔王討伐の方が大事なのは言うまでもねーだろ」

「で、でも、それじゃあ……！」

「ん？」

「カイン様、中卒になっちゃいますよ!?
 」

「はぁっ……!?
 」

　私の言葉にカイン様が驚いて口をあんぐりと開けた。

「中卒って……そんなことどうでもいいだろ……!?
 」

「よくないですよっ！」

「そうっすよ！　今の世の中、中卒は厳しいっすよ!?
 」

「いや、なんでそんなこと心配されてんの、俺!?
 」

　常識的に考えると、将来設計は大事に考えないといけない。

「就活に不利ですよっ!?
 」

「就活っ!?
 」

　カイン様が心底驚いたような顔を私に向けてくる。でも、でもっ！　これは大切なことだ！　魔王を倒しても就職できる会社がないなんてことになったら大変だ。

「大体俺は中学校も小学校も行ったことねーよ！」

「学歴なし！」

「だ、大丈夫なんすか!?
 　カイン様!?
 　結構やばい状況っすよ!?
 」

「俺は就活なんてしねーよ！」

「就活なんてしないっ!?
 」

　カイン様から問題発言が飛び出す。

「ちょ、ちょっと、勇者様、こんな堂々とヒモ宣言っすよ……？　どう思うっす……？」

「彼の奥さんとなる人の苦労が思われます……。シルファ様とか、メルヴィ様とか……」

「だー！　うっせぇ！　うっせぇ！　魔王討伐した奴が就職活動とかおかしいだろ！　そういう意味で言ったんだよ！」

　だ、大丈夫なのだろうか……？　俺コネがあるからー、と油断していた人が結局どこにも雇ってもらえず、どこにも落ち着けずふらふらしてしまうとか、そういうパターンじゃないだろうか……？

　将来設計、ちゃんとやっているのだろうか……!?


「お、俺が卒業しようがしまいが、お前らには何の関係もねぇだろうが……！」

「それはそうですが、こういうアドバイスを無視していると結局自分に跳ね返ってくるんですよ？」

「だーっ！　てめぇは俺の母ちゃんかっ!?
 」

　まぁ、確かに余計な世話を焼いているのかもしれない。

　そう考えていると、レイチェル様がニヤニヤしながら口を挟んできた。

「いやいや、カイン。リズは
他
 ひ
 人
 と
 事
 ごと

 じゃいられないわよ、ねぇ？」

「む？」

「今言ってたじゃない。あんたの奥さんになる人は苦労するって」

「ぐっ……」

「いや、私には他人事ですけど……？」

　レイチェル様がよく分からないことを言う。カイン様の奥さんになる予定は今のところないのだけれど。

　だがしかし、なぜかカイン様は急所を突かれたかのように苦い顔をした。

「あーーーっ！　うっせ！　もううっせ！　ほら、お前たち！　バカなことばっか言ってないで、さっさとダンジョン行くぞっ！」

「え？　あぁ、うん」

「あーっ！　逃げたー！　カイン逃げたー！」

「うっせぇ！　うっせぇ！」

　カイン様は顔を赤くしながら早足で隠し階段へと向かっていく。逃げるようにこの部屋を去ろうとする彼に、レイチェル様がからかいの言葉を掛ける。

　ミッター様は苦笑いしながらカイン様の後ろについていく。

「卒業、ちゃんと考えといてくださいねー！　カイン様ー！」

「将来設計、きちんとするんすよー」

「あー、もう、うっさい、うっさい！　俺の好きにさせろーっ！」

　カイン様はまるで夢を追う思春期の少年のようなことを言いながら、自分の耳を塞いでこの施設の地下へと潜っていった。

「心配よねぇ……」

「ですねぇ」

　レイチェル様とそう言いながらくすくす笑う。

　これはちょっとお節介かもしれないけど、彼の勉強のサポートとかしてあげた方がいいかもしれない。彼の婚約者のシルファ様やメルヴィ様が将来苦労すると思うと胸が痛い。

　それになんというか……。

　どうせなら皆で同じ学校を卒業したいものである。

　それが、きっと、私たちにとってより良い青春になるのだろうと思う。

　……よく分からないなにかが、胸の奥で私にそう
囁
 ささや

 いていた。

「……んじゃ、世界最高クラスのダンジョンとやらに、ちょっと挑んでくるわ」

「はい、行ってらっしゃいませ、レイチェル様」

「ぜひともお気を付けくださいっす」

　軽く伸びをしながら歩いていくレイチェル様を見送る。

　地下に続く穴からはカイン様の早足の音が鈍い反響音となって聞こえてくる。

　まるで急いでこの場から逃げようとするかのような意図を、その足音から感じる。

「ふふっ……」

　まるで奥さんから小言を言われた男性のような仕草に、くすっと笑いをこぼさずにはいられないのだった。









第９話　【現在】色街の裏のボス










　フォルスト国立学園の女生徒アイナは焦っていた。

「ぐぬぬぬ……」

　頭を抱えながら悔しそうに歯ぎしりをしている。

　彼女は先日、学園の保健室でとある光景にばったり出くわしてしまった。

　勇者カインと、同じ学園の女生徒リズが抱き合っている姿だ。それもただ抱き合っていたのではない。

　リズの方は上半身裸で、ブラジャーのみの姿となって抱き合っていたのだ。

　彼女の顔は赤く、熱がこもっていて、勇者カインに対して快楽のおねだりをしていた。誰がどう見たって行為中の男女であった。

「ぐぬぬぬぬ……」

　アイナはリズに対し強い
敵
 てき
 愾
 がい
 心
 しん

 を抱いた。なぜなら、そのポジションは自分が狙っていたからだ。

　勇者たちに
媚
 こ

 び、取り入り、世界的に活躍している勇者たちのお気に入りの存在というお墨付きを貰う。

　そうすれば自分の学園での立場はより強くなり、卒業後も有利に過ごすことができる。勇者カインの愛人になれれば、それだけで一生裕福に暮らせるだろう。

　しかしどういう訳か、いつの間にかリズが勇者カインに色目を使っていたのである。

　あのつまらない優等生が、虫も殺せなそうな
阿
 あ
 呆
 ほう

 が、いつの間にか勇者に取り入り、
媚
 こび

 を売っていたのである。

「ぐぬぬぬぬ……」

　アイナは歯ぎしりをする。出し抜かれた、という思いが強い。

　保健室での一件を大きく公表することもできる。そうすればリズに淫乱の印象を与え、貴族としての品位に傷をつけることができる。

　しかしせいぜい短期間の停学、それだけだ。いや、実質的な処罰がない場合だってあり得る。

　この学園は、貴族の子女たちのが結婚する相手を探す場でもある。多かれ少なかれ男子も女子も色目を使い合い、隠れて事に及ぶ場合もある。ただし、そうしたことは大抵見て見ぬふりをされる。

　それよりも恐いのが、その
噂
 うわさ

 を広めることによって、リズが勇者カインの愛人であるという認識が周囲に定着してしまうことだ。

　そうなると、自分がその立ち位置に滑り込むことの難易度が上がってしまう。いくつあるか分からない枠の一つが潰れるのだ。

　それにこの噂は淫乱のリズが愛人ということで、勇者カインの評判も落としかねない。そうすれば、カインの愛人になっても、自分の評価も下がってしまう。

「ぐぬぬぬぬ……」

　どうしたらいいか。アイナは頭を抱えながら考える。

「……そうだ」

　彼女ははっと目を見開き、顔を上げる。

　三日後にはトレーニングダンジョンの授業がある。冒険者ギルドが管理する転移陣で空間を飛び、ダンジョンを攻略する。帰りも転移陣によって帰ってくる。

　……その転移陣に仕掛けをすれば？

　……できる。冒険者ギルドの内部にも、教員側にも、懇意にしている者がいる。そいつらに頼み、リズたちの転移陣だけに細工をすれば……？

「ふふふ……」

　アイナはほくそ笑む。

　作戦は決まった。





＊　＊　＊　＊　＊





「こ、ここ、ここは一体どこなんですのっ……!?
 」

「おかしいですよね!?
 　な、なんでダンジョンの転移陣に乗ったのに、こんな場所に来てしまうんですか……!?
 」

「あり得ないっす！　こんなこと聞いてないっすよ!?
 」

　日が沈み、夜になり始めた道の真ん中、私たちのグループは途方に暮れていた。

　今日はトレーニングダンジョンの授業の日であった。私たちのグループは無事にそのダンジョンを制覇し、良い成績を修めることができた。

　そして、あとは最奥にある帰還用の転移陣によって冒険者ギルドへと戻るだけだったのだが……。

　それがどういうわけだろう。私たちが飛ばされた先は、冒険者ギルドではなかった。

「だってここ、絶対に色街じゃないっすか……！」

　同じグループのサティナ様がそう叫ぶ。

　周囲には派手な服を着た女性たちが
闊
 かっ
 歩
 ぽ

 しており、裕福な身なりの男性たちがだらしなく顔を緩めながら店を物色している。

　店が並ぶ通りは、夜を吹き飛ばすかのように明かりが輝いている。甲高い女性の
嬌
 きょう
 声
 せい

 が男性たちを誘惑する。胸元の開いた服の女性が手で招くと、火に群がる
蛾
 が

 のように男性たちがふらふらと店の中に引き寄せられていく。

　あちらこちらに
淫
 いん
 靡
 び

 な匂いが漂う場所であった。

「色街ですわっ!?
 」

「色街やんっ！」

　色街だった。

「ど、どど、どうしてわたくしたち、このような場所に……!?
 」

「分かんねぇっす！　分かんねぇっすよ！　うちら、ダンジョンの転移陣で学園街に戻れるはずなのに……！」

　私たちは慌てた。

　この場所に飛ばされているのは私たちのグループ──私、ルナ様、サティナ様、アデライナ様の四人だけのようだった。他の生徒たちの姿は見当たらない。

　私たちだけがこの色街に飛ばされた？

「転移陣に、何か不具合があったのかしら？」

「どう間違えたら転移先が色街なんてことになるんやっ！」

　今日のトレーニングダンジョンは、挑むグループの成績によって難易度が変わるように調整されている。

　私たちが受けたトレーニングダンジョンは最高難易度のものだった。利用する生徒が少ないので、調整がし易かったかもしれない。なのに転移陣に不具合とは……。

　しかも転移陣は一方通行のものが使われていた。ここからダンジョン奥に戻ることはできない。

「家に帰れば今日のダンジョン管理責任者が誰だったか分かるんすけど……」

「サティナ様、今は責任者を探すより、自分たちのこの状況をどうにかする方法を探さないといけませんわ」

「そうっすね、ルナ様。その通りっす」

　今考えるべきは、このいかがわしい場所でびくびくして震えている自分たちの身の安全の確保だ。

　どうしよう、こんなところで足を止めていたら……。

「あぁっ？　どうしてこんな所に女のガキがいやがるんだぁっ!?
 」

「ひゃいっ……!?
 」

　案の定、後ろからドスの効いた声を投げかけられ、私たちはビクッと震えあがる。

　まるで壊れかけたゼンマイ仕掛けのカラクリのように、ぎしぎしと首を
捻
 ひね

 って後ろを向くと、大柄な男性が四人、私たちを見下ろしていた。

「女子供が来る場所じゃねえぞぉっ！　あぁんっ!?
 」

「冷やかしか、ゴラァッ!?
 」

「ひぃっ……!?
 」

　強い調子の声をぶつけられ、私たちは
竦
 すく

 み上がる。

　恐らくこの街の用心棒の方なのだろう。髪は剃り上げられ、目つきは鋭く、体には
刺青
 いれずみ

 がある。荒くれ者たちと暴力で渡り合うことが
生
 なり
 業
 わい

 の方々、といったところである。

「そ、そそ、その……わたくしたちは学校が用意した転移陣に乗ってきたのですが、そうしたらここに
辿
 たど

 り着いてしまったんですの……。あ、あの……学校側がこちらで何か授業を用意しているとか、そういう話は聞いていられませんか……？」

　ルナ様が声を震わせながら、男たちに対応する。

「あぁんっ!?
 　学校がここを授業に使うぅっ!?
 」

「んな訳ねぇだろうがぁっ！」

「
舐
 な

 めてんのか!?
 　ゴラァ!?
 」

「そこがおかしいことは、私たちも分かってますともーっ！」

　つい突っ込んでしまった。

「その制服……お前たち、フォルスト国立学園の生徒か」

「え？　あ、はい……。そうですけど……？」

「よく制服で分かったっすね……？」

「あー、ちょっと特殊な事情があって、俺たちは学校の制服に詳しい……って、こんなこと嬢ちゃんたちは知らなくていいこったな」

「……はい？」

　用心棒さんが頭を掻き、言葉を濁す。

「取りあえずここから出ていきな。全ての店の全ての人間が品がいいって訳じゃねえ。この街はここ二、三年で急成長してな、まだ無法地帯があるんだ。育ちのいいフォルスト学園の女生徒なんてのが来るとこじゃねぇ。どんな目に遭うか分からねえぞ」

「…………」

　ここにいたらいけないのは分かる。しかし、私たちはどうしたらいいのだろう。

「で、でも……わたくしたち、どこに行けばいいのか分からなくて……！」

「ここを出てもどうしようもないっす……！　た、助けてもらえませんか……？」

「そんなことまで面倒みられるかっ！　ここは保育所じゃねえんだぞ！」

「ガキはさっさと出ていきな！　客を取らせるぞ!?
 」

「ひぃっ……！」

　ドスの効いた声で怒鳴られる。私たちは縮み上がる。

「けち臭いこと言わんといて、学園まで帰る馬車用意してくれへん？」

「こいつはふてぶてしいなっ!?
 」

「まじで客取らせるぞ!?
 」

　アデライナ様は大物だった。

　さて、どうするか？　この場にこれ以上いてはいけないのは分かる。だが、私たちは帰り道も帰るための足もない状態なのだ。

　一応、この場所がどこであるかという心当たりはある。しかし、私たちは転移陣によってここに来た。ここが心当たりの場所ではなく、理論上は遠い遠い外国の地である可能性もあるのだ。

　当てずっぽうにここから出て全然予想と違ったら、迷って右往左往することになる。さらにダンジョン攻略にお金を持ち込む人なんていないため、私たちは今
無
 む
 一
 いち
 文
 もん

 だ。

　さて、どうしたものか……。

「なんだい、騒がしいね。何があったんだい？」

　そんな時、一人の女性が姿を現した。

　用心棒さんたちが振り向いて、その女性を見る。

「ヴァネッサ
姐
 ねえ

 さん……」

「ちーっす！」

「お疲れさまーっす！」

　彼らはその女性に大きな声で挨拶をし、深く頭を下げていた。

　紫色の髪が腰まで長く伸びている。
煽
 せん
 情
 じょう
 的
 てき

 な服を着こなし、
煙管
 きせる

 を手に持って、たっぷりの色香を振りまいている。

　どこからどう見ても、百戦錬磨のお
姐
 ねえ

 さんであった。

「どうしたんだい？」

「女のガキが紛れこんでまして……」

「そんなことでいちいち騒ぐんじゃないよ。怒鳴り声を上げないと女子供に言うことを聞かせられないのかい、お前たちは」

「すいやせんでしたっ……！」

　ヴァネッサと呼ばれた女性の一声で、屈強な男性たちが縮み上がった。彼らを
押
 お

 し
退
 の

 け、その女性が私たちの前にやってきた。

「お前さんたちもお前さんたちだよ。どんな理由があろうとも、こんな所に
堅
 かた
 気
 ぎ

 の若い娘が来ちゃいけないよ。何があったって、誰も文句を言えな…………」

　ヴァネッサさんは、私たちを叱りつけている途中でぴたっと声を止めた。

「…………」

「…………？」

「…………？」

　彼女はなぜか、しんと動かなくなる。

　その彼女の様子が奇妙で、私たちや用心棒の方たちは首を
捻
 ひね

 る。

「…………」

　どういうわけか、ヴァネッサさんは口を開き、目を丸くしていた。まるで何かに驚いているかのようだった。手に持っている煙管が落ちそうになる。

　私たちを見て驚いている？

　いや……私を見て、驚いている……？

「お…………」

「……？」

　ヴァネッサさんが勢いよく動いた。

「お師匠様ーーーっ！」

「……っ!?
 」

「……!?
 」

　彼女はなぜか、全く意味が分からないが、私の前で
跪
 ひざまず

 いた。

「お師匠様！　お久しぶりです！　お元気でしたか……!?
 」

「えっ？　えっ……？　えっ……!?
 」

「顔を見せに来てくださるとは……！　あたい、感激です！　お師匠様に教えてもらった数々の技、今もカビさせることなく磨き上げています！」

「いや、あの……、その……？」

　どうしちゃったの？　この人？

　ヴァネッサさんは情熱的に私の手を
掴
 つか

 む。

「この色街、ここまで発展できたのはお師匠様のおかげと言っても過言じゃありません！　今日はごゆるりと、この成長した色街をご堪能ください！」

「いやいや、意味が分からないですっ!?
 」

「おっと、長旅でお疲れでしたね、お師匠様。おいっ！　お前たち！　うちの店の最上級の部屋空けて、すぐに
綺
 き
 麗
 れい

 にしなっ！」

「へ……？」

「え、いや……、どういうことですか？　ヴァネッサ
姐
 ねえ

 さん……？」

　戸惑う用心棒さんたちに、ヴァネッサさんはくわっと目を見開いた。

「さっさとしなっ！　お師匠様をお待たせするんじゃないっ！」

「へ、へいっ……！」

「す、すいやせんでしたぁっ……！」

　もの
凄
 すご

 い気迫に
圧
 お

 され、用心棒さんたちはぴゅうっと飛んでいく。彼らが入っていった建物は周囲に比べ、一際豪勢で大きかった。

「さぁ、お師匠様。取りあえず中にお入りください。お茶でも飲みながら、部屋の準備を待ちましょう」

「い、いえ……、何が何だか分からないので……と、取りあえずお断りさせていただきます！」

「まぁまぁ、ご遠慮なさらずに！　さぁさぁ、どうぞっ！」

「[image: ]
 ーーーーーー……！」

　そうやって訳の分からないまま、私は色街の建物の中に引きずり込まれてしまう。そして引きずられる私の後を、不安そうな顔で三人が付いてくる。

　そうして私たちは夜の街の中へと消えていったのであった……。





＊　＊　＊　＊　＊





　アイナの立てた作戦は簡単であった。

　目障りなリズの品位を落とすためには、やはり悪評をばらまくのが一番である。

　リズが色街を訪れ、そこでふしだらに遊んでいたという
噂
 うわさ

 を流すことができれば、それで彼女の学園での評価をガタガタに崩せるだろう。

　そのためトレーニングダンジョンの転移陣を利用して、彼女を色街へと誘導した。

　自分を
贔屓
 ひいき

 する教師と、自分の家と懇意にしている冒険者ギルドの職員を使い、リズが利用する時だけトレーニングダンジョンの転移陣に細工をしてもらった。

　その結果、彼女は今色街のど真ん中で、面白いほどおろおろと慌てふためくこととなっている。

　アイナは今、色街の建物の陰に隠れて、リズたちの様子を
窺
 うかが

 っていた。そして証拠の写真を撮っている。

　あとは学園新聞に記事を載せ、リズが色街を訪れていた、授業の後に色街で遊んでいたという情報をバラまけばいい。

　そこでちょっと面白おかしく脚色するのも悪くない。

　そうするだけで、彼女は品格のある貴族にふさわしくないという
烙
 らく
 印
 いん

 を押されるだろう。

　そして今、四人は用心棒の男たちに
凄
 すご

 まれ、挙げ句の果てにここの遊女に話し掛けられている。

「ふふ……ふふふ……」

　アイナは写真を撮る。笑いが止まらない。

　途中で、遊女が彼女に
跪
 ひざまず

 いて敬意を示すような姿が見えた気がしたが、そんなのは何かの見間違いだろう。

　そんなことある訳ないのだから。

「ん……？」

　リズが遊女に手を引っ張られ、店の中へと入っていく。

　これは大きなチャンスだ。店の中に入ったとなれば、もうどんな言い訳も通用しない。

　アイナはにやける口元を押さえながら、ゆっくりとその店に近づいていったのだった。





＊　＊　＊　＊　＊





「人違いだと思います」

　私ははっきりと言った。

　ここは
娼
 しょう
 館
 かん

 のとある部屋。とても広く、絵画や調度品などにもかなりのお金がかかっていると一目で分かる
贅
 ぜい
 沢
 たく

 な部屋で、なぜか私たちはＶＩＰ待遇を受けていた。

　いや、意味が分からない。

　ＶＩＰ待遇を受ける覚えがない。

「いやいや、何を言っているんですか、お師匠様。あなた、リズお師匠様でしょう？　どこからどう見てもお師匠様じゃないですか？」

　目の前で、美しい紫色の髪のヴァネッサさんが言い張る。

　この色街の重鎮なのだろう、ただ座っているだけなのに妖艷さが醸し出され、吸い込まれそうな魅力に
溢
 あふ

 れている。

　なぜかこの人は私を『お師匠様』と呼ぶ。

　全く身に覚えがない。意味が分からない。

　なぜこの人は私をここに連れ込んで、こんなにもてなしてくれるのだろうか？

　私と同じソファにはルナ様、サティナ様、アデライナ様の三人が腰掛けている。不安に身を震わせながらも、この状況を打開できるのかと、私に対して期待を込めた視線を向けてくる。

　いや、ほんっと私も何が何だか分からないんですがっ……!?


「本当に、二年以上前、滅びかけたこの色街に『１０８の絶技』を伝授してくれたリズお師匠様じゃないんですか……!?
 」

「知りません！　知りませんっ！　そんな人ぜーんぜんっ、知りません！」

　私が声を荒らげると、ヴァネッサさんは驚いて目を見開いた。

「あの時あたいたち五人に、たった一人で『１０８の絶技』を伝承してくれた『ドキドキ！　七日七晩ぶっ続け！　気力も精も尽き果てる地獄ベッドの大武者修行大会！』を執り行ってくれたリズお師匠様じゃないんですかぁっ……!?
 」

「誰だその変態っ……！　知らん知らんっ！」

「当時『ふん、わたしはあんたのことなんか認めちゃいないよ』と生意気言っていたカルメをたった２秒でイカせて、以後骨抜きにしたリズお師匠様じゃないんですかぁっ!?
 」

「おかしいでしょっ！　そいつ！　知らん知らんっ！　そんな人一片たりとも知りませーんっ……！」

　なんでそんな変態と間違われなきゃいけないんだ!?
 　私……!?


「バカなっ……！」

「それはこっちの
台詞
 せりふ

 ですよっ……！」

　ヴァネッサさんは頭を抱えながらうなだれた。

　頭を抱えたいのはこっちだよっ！

「も、もしかして、あなたって
凄
 すご

 い方だったのですか……!?
 」

「まさか、夜の街の女王だったんすか……!?
 」

「違う！　違いますっ……！　誤解、ただの人違いですっ……！」

　隣に座るクラスメイトたちから驚きの声が漏れる。

　ちゃうって！　ただの誤解だから！

「まさか、学校の友達には言えへん裏の顔を持っとるんか……!?
 」

「普段は学園の優等生！　しかしその実態は、夜の街を支配し、男たちを手玉に取る伝説の遊女だったとかっすか!?
 」

「違いますー！　私は正真正銘清く正しく身持ちのよい貴族の娘ですー！」

　よりにもよって、なぜこの
清
 せい
 楚
 そ

 な私がそんな疑いを掛けられなければならないのだ！

「引くわー」

「ひどいっ……！」

　アデライナ様が冷たい目を私に向けてくる。

　傷つくっ！

「えぇー……ほ、本当に人違い？　どこからどう見ても容姿はお師匠様だし、声だってお師匠様のものだし……。でも、
嘘
 うそ

 つく意味なんて……」

　目の前のヴァネッサさんは本気で困り顔をしていた。

　私だって困る。

　そのように二人で困っていると、この部屋の扉がすっと音を立てずに開き、新しい女性が部屋に入ってきた。

「全く、相変わらずバカだねぇ、ヴァネッサ」

「あ、
大
 おお

 
女将
 おかみ

 ……！」

　部屋に入ってきたのは、黒い髪をアップに結っている背の高い女性であった。

　ヴァネッサさんよりも大分年上であり、顔には小さな
皺
 しわ

 が刻まれているが、立ち振る舞いは恐ろしいまでに艷やかで、一目見ただけで彼女が遊女たちのトップ、この街の長であるのだと直感的に分かった。

　その人が入ってきて、ヴァネッサさんはばっと椅子から立ち上がった。私たちも
倣
 なら

 い、立ち上がる。

「ようこそお越しくださいました、お嬢様方。私はこの街を仕切らせていただいております大女将のスミレと申します」

「は、はい……」

　スミレさんが私たちに深々とお辞儀をした。

「申し訳ありませんが、うちのヴァネッサを少々お借りしてもよろしいでしょうか？」

「え、あ、はい……。大丈夫です」

「失礼します」

　そう言って、スミレさんはヴァネッサさんを連れて部屋の隅に移動した。

（全く相変わらずおっちょこちょいだね、お前さんは）

（で、でも！　大女将！　あの人どっからどう見てもお師匠様ですよね!?
 ）

（バカだね、前にカイン様がお越しくださった時言っていただろう。お師匠様は大きな傷を負って力を失っているって！）

（えぇっ!?
 　それって記憶もって意味なんですか!?
 ）

（そういう事もあるだろうさ。お師匠様たちの力は人の域を越えているのだから……）

　部屋の隅で二人、何か小声で話していた。私たちには聞こえない。

　やがて二人で戻ってきた。

「うちのヴァネッサが人違いで失礼なことを言ってしまい、大変申し訳ありませんでした、リズ様」

「申し訳ありませんでした、リズ様」

「あ、いえ……、分かっていただけたのならいいのですけど……」

　でも愛称呼びはやめないんですね？

「今、使いの者を出して学園へ連絡を取り、皆様を学園街までお送りするための馬車を用意している最中でございます。支度が整うまで、どうぞお茶でも飲んでごゆるりとお
寛
 くつろ

 ぎください」

「え!?
 　い、いいんですか……!?
 」

「もちろんでございます」

　まさかまさかの展開だ。この街を追い出されず、さらには帰るための足も用意してもらえるなんて。

「あの……、ちなみにここは一体どこなのでしょう……？」

「あぁ、転移陣で来てしまったとおっしゃっていましたね。ここはガイアウク・ダウン街でございますよ」

「あぁっ！　ガイアウク・ダウン街……！」

　スミレさんの言葉を聞いて、私たちは納得した。

　その街の名前は知っている。そこは私たちの学園街から馬車で三時間ほど、比較的近い場所にある街であった。

　学園街は国の威信をかけた教育環境が整えられており、風俗店とか賭博場とか、教育上よろしくないとされる施設は排除されている。

　だがそういったものは人の需要があるためか、学園街から追い出されても根強く残り続ける。その役目を負っているのが、ここガイアウク・ダウン街であった。

「ガイアウク・ダウン街だったのでございますね……」

「うちら、来たことないっすからねぇ」

　もちろん、学園の生徒はこの街を訪れることを禁止されている。だから私たちはこの街の様子を見ても、ここがその街とは分からなかった。

「そういえば用心棒のおっちゃんら、あたいらの制服で学園の名前当てとったもんな」

「ここから一番近い場所にある学園っすからね。それなら道理っす」

　確かに二人の言う通りである。そういう事情からこの街の名前を推測できてもよさそうであった。

　……ん？　でもさっき、用心棒さんたちは『ちょっと特殊な事情があって、俺たちは学校の制服に詳しい』と言っていた。『こんなことは嬢ちゃんたちは知らないくてもいい』とも。

　……？　特殊な事情？

　まぁ、いいか。

「しかし安心しました。転移陣のミスで遠い外国の地に飛ばされていなくて……」

「ふふふ、ここからならば自力でも学園街まで帰れますものね。余計なお世話だったでしょうか？」

「い、いえ！　とんでもない！　何から何まで助けていただいて、本当に感謝しております！」

　もし自分たちのいる場所が分かっていたのなら自力で帰れただろうか？　いや、地図がないとどちらの方角に向かって歩けばいいのかすら分からない。そして簡単に情報収集ができるほど、色街というのは甘くないのも分かる。

　どうして助けてくれるのか分からないが、スミレさんたちが私たちに良くしてくれるのは本当にありがたいことだった。

「し、失礼ですが……お礼はいかほどご用意すればよろしいでしょうか……？」

「いえいえ、お代の方は結構でございます。リズ様方には大変ご迷惑をおかけしてしまったようですので」

　何だこの
美
 お
 味
 い

 すぎる話……!?


「で、ですが……」

「確かに、リズ様からすると少し気味の悪い話にも思えるでしょうね……。では、こういうのはどうでしょう？　謝礼の代わりに少し、私たちの相談を聞いていただければ、と」

「……相談？」

　スミレさんは人差し指をぴんと立てる。

「はい、この色街は二年以上前、大きな改革と共に発展した街なのですが……それからというもの、規模は大きくなってきておりますが、根本的な変化は少々乏しく、少し飽きられたようになってしまいました」

「…………」

「何か、新しいサービスや商法など、今までになかったアイディアはございませんか？」

「知りませんよっ……!?
 」

　思った以上にとんでもない相談だった。

「いやいやいや、あのっ……！　そんなこと聞かれても、私には答えられませんよ!?
 　だって、今の色街のお仕事の内容すら全然知らないのに、その改善案とか、新しいアイディアとかが出せるわけないじゃないですか……！」

「いえいえ、ご
謙
 けん
 遜
 そん

 を。リズ様の知恵があれば、きっと良いアイディアが出てくるはずですので……」

「何その私に対する信頼……!?
 」

　ちょっと意味分からないっ……！

「ま、まさかこれに答えられなかったらこの部屋から出さないとか、そういうことだったりしますか……!?
 」

「いえいえ、そのようなことはございませんが……、まぁ、リズ様なら大丈夫でしょう。ちょっと考えてくだされば、きっと素晴らしいアイディアが湯水のように出てくることでしょうし」

「なんなのっ!?
 　
大
 おお

 
女将
 おかみ

 さんは私を何だと思っているんですか……!?
 」

　私はただの女生徒なのですが……!?


　さっきから訳の分からない事ばかり起きている。転移陣で変な場所に飛ばされたり、その色街の遊女からお師匠様だと人違いされたり。大女将からは妙な相談をされるし……。

　なんだ？　一体今日は何なんだ？

　そんな風に頭を抱えている時のことだった。

「おう、邪魔するぞ」

「え……？」

　この部屋の扉が荒々しく音を立てて開かれて、一人の無作法な男性がずかずかと部屋に入り込んできた。

　長身で黒い髪の青年。その人を見て、私たちは目を丸くした。

「カ、カイン様……!?
 」

「…………」

　唐突に現れたのはカイン様だった。

「全く、このバカモンが……。こんなところでふらふら遊んでいやがって……」

　カイン様が私の姿を見て、はぁっと大きくため息をついた。

「カ、カイン様……!?
 　どうしてこちらに……!?
 」

「バカ、おめぇ、バカ。ここで遊ぶお前を連れ戻しに来たに決まってんだろ」

「私、ここで遊んでなんかいませんっ！」

　いきなり現れては私に失礼なことを言ってくる。
娼
 しょう
 館
 かん

 で遊ぶわけがないだろう!?
 　私は清廉で
清
 せい
 楚
 そ

 な少女だというのにっ！

　……っていうか、なんでカイン様がお使いみたいなことやってるんだ!?


「スミレさん、申し訳ねぇ。うちのバカが迷惑をかけたようで」

　カイン様は大女将のスミレさんに挨拶をしながら葉巻に火を付けて、ぷかぷかと煙を吐きだした。

「いえいえ、カイン様。迷惑なんてとんでもない」

「こいつ、何人分食いましたか？　お代は俺が払うんで……」

「カイン様！　私は遊んでませんってば！」

　カイン様は
娼
 しょう
 館
 かん

 に対して緊張するような様子を一切見せず、遊び慣れているように堂々としている。

　ここの
大
 おお

 
女将
 おかみ

 さんとも顔見知りのようで、対外的な丁寧な口調ではなく、いつもの
素
 す

 の荒々しい言葉使いをしていた。

「カ、カイン様？　なぜカイン様が直々にお迎えに……？」

「いやな？　俺たちが例のダンジョンから帰ってきたら、冒険者ギルドが妙にざわざわしててさ。聞くと、リズたちのトレーニングダンジョンの転移陣に不具合が発生して、どこか別の場所に飛ばされたっていうじゃねえか」

「あ、冒険者ギルドで捜索してくださっているのですね？　でも、カイン様はどうしてこちらに？」

「そりゃ、リズが誰にも何も言わずに姿を
眩
 くら

 ませたら、まず近くの色街を探すのが定石だろ？」

「どういう訳ですか!?
 　なんでそれが定石なんですか!?
 　カイン様は私を何だと思ってるんですかっ……!?
 」

　論理に恐ろしいほどの破綻が見られる。私、色街なんて人生で一度も利用したことないんですけどっ……!?


「でも、いるじゃねえか」

「いますけどっ！　確かにここにいますけどっ……！」

　でもそれは私のせいじゃないしっ……！

　カイン様とそんな会話をしていたら、隣にいた三人が驚き震える声で
喋
 しゃべ

 り始めた。

「ゆ、ゆゆゆ、勇者様……!?
 　どど、どうして勇者様がわたくしたちを迎えにっ……!?
 」

「勇者……？　なんかいつもと雰囲気ちゃうけど？」

「あぁ？」

　カイン様の登場にまだ驚きが収まらないのがルナ様とアデライナ様だ。

　カイン様は普段人前では丁寧で爽やかなふりをしている。だから、このカイン様の荒々しい素の姿は、二人にとって驚きであった。

　サティナ様はカイン様の素の表情を知っているためか、二人ほどは驚いていなかった。

「お前らは、リズの友達の……ルナとアデライナだったな」

「……っ！　ゆ、勇者様に名前を憶えてもらえていたなんて……！」

　ルナ様は胸の前で手を組んで、興奮で顔を赤くしていた。彼女は勇者様たちの大ファンなのである。勇者様たちの転入に対し、一番興奮して喜んでいたのが彼女であった。

「あー……こっちが俺の素だ。他で言いふらすんじゃねーぞ？　お前ら？」

「……っ！　そ、そうだったのですか!?
 　も、もちろん言いふらしたりはしませんわっ！　勇者様の不利益になるようなことはいたしません！」

「なんや？　勇者ってちょい悪やったんか？」

「おうよ」

「詐欺やん」

「うっせぇ」

「週刊誌にネタ売ってえぇ？」

「ぶっ飛ばすぞ、てめぇ」

　アデライナ様はふてぶてしく、カイン様は開き直ったかのように葉巻の煙を大きく吐いた。

「ちょっと、アデライナ様！　カイン様の迷惑になることはしてはいけませんですわよっ……！　このわたくしが許しませんっ……！」

「あー、ルナは真面目やなぁ」

　ルナ様がアデライナ様の肩を
掴
 つか

 み、強く体を揺さぶる。カイン様の本性を知る人がまた二人増えたのだった。

　スミレさんがカイン様の方を向き、声を掛ける。

「カイン様。今、リズ様に相談させていただいているんです」

「あぁ？　相談？」

「この色街の新しい商売のアイディアをリズ様に伺っているんです」

「そうなんですよっ！　カイン様！　私無茶を言われているんですよ！　色街の新しい商売だなんて……そんなの思いつく訳ないじゃないですか……！」

「適任じゃねーか。考えてやれよ、リズ」

「なんでですか！　適任じゃねーですよ……！」

　カイン様がさも当然のように言って、ヴァネッサさんにお酌してもらい、酒をぐいと一気飲みした。

　てきとーである。私の扱いがてきとーであった。

「大体まず、私とか一般人は色街に縁がないんですよ……！　そりゃ、そうでしょう!?
 　色街に出入りしているなんて外聞が悪いですし……何より色街って、こう、恥ずかしいし……近づきにくいっ……！　……あっ」

「ん？」

「うん？」

　私は、自分の頭の中でちょっとした引っ掛かりを覚えた。口に手を当てて考えていると、皆が目をぱちくりさせ、私に視線を向ける。

「色街を訪れること自体が難しいのなら……手紙かなんかで依頼を出せて……女性がその人の家に出向くような、デリバリーのようなシステムを……作り出せれば……」

「…………」

「…………」

「な、なーんて！　そんなの無理ですよね……！　はい、
素人
 しろうと

 の意見ですので、ど、どうか笑って無視してください。あははは……！」

「…………」

「…………」

　私は大きく手を振って誤魔化す。

　沈黙が痛い。この街のプロのヴァネッサさんとスミレさんが口を閉ざして、私をじっと見ている。私は否定の意味で手を振るのだけれど、二人の反応はない。

　……なんだろう。変なことを言って怒らせたりしたのだろうか……。

「て……」

「……ん？」

「てて……」

「……んん？」

「……天才だああああああああああぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「はいぃっ……!?
 」

　ヴァネッサさんとスミレさんが
揃
 そろ

 ってひっくり返った。椅子もひっくり返り、お茶もこぼれる。

「さ、さささ、さすがはお師匠様……！　さすがお師匠様ですっ……！」

「天才っ……！　お師匠様天才ですっ……！　さすがスケベの大魔神！」

「やめてっ！　やめてくださいっ……！」

　二人が私に詰め寄って抱きついてくる。顔は赤く、興奮しきっている。

　私は慌てて二人を引き剥がそうとするけれど、興奮によるパワーは
凄
 すさ

 まじく、びくともしなかった。

「やはり常人にはできない発想……！　千年は先を行く、完璧な発想です！　さすがはお師匠様！」

「さすがです！　やはりお師匠様はどんなになってもお師匠様ですー！」

「えぇいっ……！　さっき私は人違いだって結論が出たじゃないですか……！」

「お師匠様ーーーっ！」

　そうこうしていると、部屋の扉がまた開いて、三人の新しい女性が入ってきた。

　突然なんだ!?
 　誰だっ!?


「お師匠様ぁっ……！　一生ついて行きます！」

「えぇっ!?
 　誰!?
 」

「さすがはお師匠様です！　さすがはお師匠様です……！」

「また２秒でイカせてください……！　わたしたちを鍛え直してください……！」

「お師匠様ぁ……！　またあたしに夜のスコーピオン・デスロックを掛けてくださぁいっ……！」

「お師匠様ーーーっ！」

「お師匠様ーーーっ！」

「お師匠様ーーーっ！」
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 ーーー！　もうっ、なんなんですかあああああぁぁぁぁぁっ……！」

　私は五人の遊女の方に囲まれ、抱きつかれていた。意味の分からない興奮がこの部屋の中で渦巻いていた。

　だからなんでこの人たちは私をこんなにも敬ってくるのか……!?
 　本当に今日は訳が分からないっ……！

　ルナ様やサティナ様は、顔を引き
攣
 つ

 らせている……！

「
大
 おお

 
女将
 おかみ

 っ！　
姐
 ねえ

 さん方っ……！　店の前で不審者を発見しやしたぁっ……！」

「今度は何なんですかぁっ……！」

　またまた扉が開き、今度はガタイの良い用心棒さんたちが入ってくる。

「今大事な用で取り込み中だよっ！　一体何事なんだい！　騒々しいっ！」

「すいやせんっ！　お店の前で写真機を持ってうろついている怪しい女を見つけまして……、捕らえやしたっ！」

「ん？」

「あれは……？」

　用心棒さんは一人の女性を肩に担いでこの部屋に入ってきた。その女性は縄でぐるぐるに縛られ、
蓑
 みの
 虫
 むし

 のように身動きできなくなっている。

　用心棒さんの肩の上でその女性が抵抗するように暴れている。その人のピンク色の髪がわさわさと揺れる。

　はぁっ？　と遊女の方々は眉を
顰
 ひそ

 めるのだけれど、私たちフォルスト国立学園の生徒は、彼女の顔に見覚えがあった。

「な、なんなんですかぁ～……！　ち、ちがいますぅ～！　わ、私怪しい者じゃないんですぅ～！　誤解ですぅ～！　離してくださぁ～い～……！」

「あれは……アイナ様……？」

　
媚
 こび

 を売るような甘ったるい声がする。

　それは私たちのクラスメイトのアイナ様だった。

「げっ!?
 　リ、リーズリンデ……!?
 」

「いや、アイナ様？　なんでここにいるんですか……？」

「う、うう、うっさいわねっ……！　あんたには関係ないでしょっ……！」

　なんだかアイナ様に敵対視されている？　でも今はそれ以上に困ってテンパっている感じだった。いつもの猫かぶりの様子が消え去っている。

「
大
 おお

 
女将
 おかみ

 、この娘の処罰はどうしましょう？」

「いや～！　処罰だなんてぇ～！　アイナなにも悪い事してないのぉ～！　信じてくださぁ～い～！」

「処罰っていってもね……。店の前で写真撮ってるとかって言ったかい？」

「へい。その写真がこちらっす」

　用心棒さんが床にアイナ様を下ろし、写真を取り出す。

　そこにはこの店の外観、街の様子なども写されていたが……大半は私がこの色街で慌てふためく様子の写真だった。
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「これは……私……？」

「お師匠様の写真？　一体どうして……。いや、何となく分かってきたねぇ……」

　大女将さんや遊女の方々が、鋭い目でジロッとアイナ様を
睨
 にら

 む。アイナ様の表情は
強
 こわ
 張
 ば

 り、額から汗がだらだらと流れ始めた。

「い、いやですぅ～！　わ、私、別に悪い事しようとした訳じゃなくてぇ～……！　リ、リーズリンデ様のファンなんですぅ～！　私ぃ～……！　だから彼女の写真がたくさん欲しくてぇ～……！」

「
大
 おお

 
女将
 おかみ

 ！　こいつのポケットから手帳が出てきやしたっ！」

　アイナ様の手帳をぱらりと開く。

『スクープ！　侯爵令嬢リーズリンデ、学園の授業後に色街に遊びに出かける!?
 　優等生の顔の裏には淫乱で下品なもう一つの顔があった……!?
 』

「……身ぐるみはがして、他国の色街に売り飛ばしてやんな」

「へいっ！」
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 ーーーーーーーっ…………！」

　大女将の鶴の一声でアイナ様の罰は決まり、彼女は悲痛な叫びを上げた。

「ま、まぁまぁ。そんなに厳しくしなくても……。彼女は私の学友ですので、許してやってくださいませんか？」

「さすがお師匠様っ……！　とてもとてもお優しいっ……！」

「空よりも心が広いっ！」

「『セッ〇スは優しさ』ってお師匠様のお言葉、今でもしっかり胸にとどめておりますっ！」

「あれは永遠に語り継がれるべき金言だわねぇ……」

「だからそのお師匠と私は別人だって言ってるでしょーがーっ……！」

　私は大声を上げる。

「お師匠様ー！　一生お慕いしますーーーっ！」

「もうやだーーーっ！　この街ーーーっ！」

　遊女たちにちやほやされ続け、色街を出る頃には夜は更けて私の気力は死ぬほど削り取られていたのだった。

　この色街を出るまでずっと、私は身に覚えのない敬意を一身に受け続けていた。

　縄を解かれると同時に、アイナ様がぱっと逃げるようにこの場を後にした。その時、「こんなんで勝ったと思わないことよ！　リーズリンデ！」って彼女は叫んでいたけれど、彼女のそんな言葉がどうでもよくなるほど、私の体力は尽き果てていた。

　そうしてこの一騒動は終わりを告げたのであった。





「少々よろしいですか、カイン様？」

「ん？」

　馬車の準備ができて私たちがこの街を離れる時、スミレさんがカイン様を呼び止めて言った。

「少し相談したいことがございまして……」

「どうした？」

　馬車に乗ろうとした足を止め、カイン様はスミレさんの方に向き直る。私は疲れ果てており、馬車の座席にぐったりと横たわっていた。用意された馬車は大きめの高級馬車である。一学生の送迎に使うようなものではない。

「最近、この周辺に無法者たちが集まり、その勢力を拡大させているようなのです……」

「無法者？」

　カイン様の眉間に
皺
 しわ

 が寄る。

「はい。『ヘル・アウトロー』と名乗るギャングが人数を増やし、その活動を活発にしているらしいのです……」

「ふぅん。『ヘル・アウトロー』ねぇ……」

　カイン様はどうでもよさそうに葉巻に火を付ける。

　それもそうだろう。市民にとっては脅威の犯罪者集団でも、カイン様にとっては
子
 こ
 鼠
 ねずみ

 の集まりにすぎないのだ。

「もちろん、この街のことは自分たちで守り抜くつもりです。ただ、そいつらはどうやら学園街まで勢力を伸ばそうとしているらしく……、無邪気な学園の生徒が狙われるのを黙って見過ごすのはどうも心苦しくて……」

「分かった。注意しておく」

「気を付けてあげてくださいな」

　スミレさんが
恭
 うやうや

 しく頭を下げる。

「情報、感謝する」

「いえ、こちらこそ」

　なるほど、こういった小さなやり取りにカイン様たちの活動の様子が透けて見える。カイン様たちはただ魔王軍と戦闘を続けているのではなく、表の世界にも裏の世界にも
繋
 つな

 がりを持ち、幅広く情報収集をしているだけだろう。

　カイン様たちはこういった街も訪れ、コネをつけ、街独自の情報を仕入れる。この街はこの街で、勇者様たちに情報を流すことで利益を得る。

　今回はそのギャングどもの力を削ぎたいのだろう。情報を流すだけでカイン様がギャングどもに
睨
 にら

 みを利かせることになったのなら、この街としては
丸
 まる
 儲
 もう

 けだ。

「お気を付けくださいませ。確かに『ヘル・アウトロー』は新興のギャング。構成員は
烏
 う
 合
 ごう

 の
衆
 しゅう

 ですが、ギャッジヘルという女傑は油断ならないと聞いています」

「……ギャッジヘル？」

「はい、そのギャングたちを
纏
 まと

 めるリーダーです。もう既に彼女の手に掛かり、いくつものギャンググループが壊滅させられているという話でございます」

　強力なギャンググループの台頭。恐ろしいことだ。カイン様たちなら何ともないだろうけど、私のようなごく普通の一般人が目を付けられてしまったらひとたまりもない。

「どうか身の回りの安全にお気を付けくださいませ……」

　そう言ってスミレさんは小さく頭を下げた。どこまでも品の良い所作だった。

「お師匠様ー！　また来てくださいねっ！」

「いつでもお待ちしておりますからっ……！」

　馬車の外から、ヴァネッサさんたち歴戦の遊女の方々に声を掛けられる。皆さん、仕事よりも私の送迎が大事だと言わんばかりに、私の見送りに来ていた。

「来ないです！　もう来ないですってば……！」

「えーっ！」

「そんないけずなこと、言わないでくださいな！」

「たくさんの女の子を用意してお待ちしておりますからっ！」

「遊びませんっ！　天地がひっくり返っても私が色街で遊ぶことなんて絶対にありえませんっ……！」

「うっそだー」

　私の言葉を聞いて、遊女たちがからからと笑う。

　あーっ！　もう、なんなんだぁっ……!?


「カイン様！　ほら！　もう行きましょう!?
 　もう遅い時間ですしっ！」

「じゃあ、また来ます」

「はい、お待ちしております」

「そんな約束しないでくださいっ……！」

　なぜかその時、私はまた巻き込まれるような気がした。

　……っていうか、カイン様にはシルファ様、メルヴィ様という婚約者がいるではないかっ!?
 　いいのか、これ!?
 　チクってやろうか!?


　馬車が出発する。遊女さんたちが名残惜しそうに、馬車が離れていくのを眺めている。

「お師匠様ーっ！　またのご来店をーっ！」

「だから人違いですってばーっ……！」

　私の叫びは星空に吸い込まれて消えていった。

　色街。それは男性のお金も精も食い尽くす
魔
 ま
 窟
 くつ

 。私はなぜか女性であるのに、この魔窟の中で疲れ果ててしまっていた。

　帰る道すがら、空には
綺
 き
 麗
 れい

 な月が浮かんでいたのだった。









第10
 話　【過去】色街のお師匠様










「成っ敗……！」

「きゃああああぁぁぁぁっ……！」

　女性の絶叫が響き渡る。

　眠らない街の夜、二人の女性が死闘を繰り広げていたが、その女性の叫び声とともに、闘いが終わったところであった。

「なんだぁ？　終わったのかぁ？」

「あ、カイン様」

　その部屋の扉を開けたのは勇者カインであった。口に葉巻をくわえながらだるそうな顔をして、部屋の中を
覗
 のぞ

 き込む。

「勝ったのか？」

「そりゃ、もちろん勝ちましたとも。私のような達人が、下級サキュバスとのセッ〇スバトルに負ける訳ないじゃないですか！」

「心底どうでもいいけどな」

　カインに返事をするのは、彼の仲間である魔法使いのリズであった。裸の体を隠そうともせず、彼に胸を張ってそう答えた。

　カインは面倒くさそうに口から大きく煙を吐く。

　部屋の中にはもう一人の女性がいた。

　魔族のサキュバスであり、リズに精を吸い尽くされて布団の上でぐったりと倒れている。胸を上下させて荒い呼吸をしていた。

　ここはとある寂れた色街だった。

　不審な衰弱死をする客が多く、命の消える色街という不穏な
噂
 うわさ

 が広まり、客は徐々に減っていった。

　その噂を聞いた勇者カインたちは、まず魔族が関わっていることを疑った。

　皆が仲間であるリズに視線を向ける。

「分っかりました！　私がこの事件を解決しましょう！」

　自分の胸を
叩
 たた

 いたリズは、サキュバスだった。

　まずはサキュバスの仕業だろうと、それについて知識のある仲間たちは見当を付けていた。

　そしてやっぱり原因は、色街に紛れ込んだ一人のサキュバスだった。

　リズはそれを見つけ出し、お仕置きセック〇を敢行した。敵のサキュバスはリズに精を吸われ尽くし、一歩たりとも動けなくなってしまったのだった。

「ありがとうございました。この街を救ってくださったご恩は一生忘れません」

「気にすんなよ、
大
 おお

 
女将
 おかみ

 。うちのリズも楽しんだろうしよ」

「むふふ……」

　この街を仕切る大女将のスミレが
綺
 き
 麗
 れい

 な所作で頭を下げ、リズはおやつをつまんだ子供のようにぺろりと舌で唇を
舐
 な

 めた。

「この街に潜むサキュバスは倒したが……、この寂れようで街は元に戻せるのか？」

「それは……無理でしょう。私たちはこれから債務を整理して、奴隷になります。行き場のない娘たちはそれしか道はありません」

「それは……悲惨だな」

　カインは葉巻の煙を吐きつつ眉を
顰
 ひそ

 めたが、彼らにはどうすることもできない。

「分っかりました！」

「……ん？」

「私が何とかしましょう！」

　しかし、一人だけ自信ありげな声を発したのがリズだった。

「何とかするって……お前……」

「どうせ、そこで寝ているサキュバスに吸精のコントロールを無理やり
叩
 たた

 きこんでやらないといけなかったですしね。荒療治ですが、はい、事はついでです」

「ヴァネッサ……」

　リズに打ち倒されたサキュバスはヴァネッサという名前だった。彼女はこの色街一の遊女であり、街の存続に大きな貢献をしていたのだが、その衰退の元凶でもあった。

「体力に自信のある方を五人お集めください！　私が今から七日七晩、手ずからたっぷりご指導しましょう！」

「……はい？」

「私の『１０８の絶技』を特別に伝授してあげましょう！　『ドキドキ！　七日七晩ぶっ続け！　気力も精も尽き果てる地獄ベッドの大武者修行大会！』の開幕です……！」

　リズは大声でそう宣言した。

「この技を身に付ければ、お客殺到間違いなし！　顧客満足度堂々一位ですよ！」

「はぁ……？」

「何言ってんだ、こいつ」

　自信満々に胸を張るリズとは対照的に、周りの反応はいまいちピンときていない様子だった。

　ただ、聖女メルヴィだけが
驚
 きょう
 愕
 がく

 の声を発した。

「ひゃっ……『１０８の絶技』をたった七日間で……!?
 」

「……知っているのか？　メルヴィ？」

「わ、わたしですら全てを教えてもらったのはついこの間だというのに……。五人もいるうえ、たった七日間で何もかも一通り教えてしまおうなんて……、これは地獄ですよ。ごくり」

「悪いが緊張感全然伝わらねぇよ」

　メルヴィは息を
呑
 の

 み、カインは
呆
 あき

 れた。

「メルヴィ様は今度から『36
 の奥義』の伝承に入りますから、覚悟しててくださいね？」

「くっ……、耐えられるでしょうか、わたしの体……」

「だからその葛藤伝わらねえって」

　性女
 メルヴィは上級者だった。

「待ちなっ！」

　そんな時、その部屋の扉が荒々しく開かれた。

　リズを良く思っていない一人の遊女が突然部屋に乱入してきて、
忌
 いま
 々
 いま

 しげにリズを見下ろした。

「ふん、わたしはあんたのことなんか認めちゃいないよ。勇者のパーティーだかなんだか知らないけどねぇ、あんたらみたいな偉そうな奴に、遊女の誇りも苦しさも分かる訳が…………、きゃああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんんんっ……！」

「カルメーっ!?
 」

　リズに
喧
 けん
 嘩
 か

 を売っている最中に、カルメと呼ばれた女性は甲高い声を発して床に転がった。その直前、リズは腕を三回ほど振って、彼女の体に触っていたようだった。

「カルメっ!?
 　カルメ……!?
 　どうしたの……!?
 」

「カルメっ！　しっかりおし……！」

　この街の仲間である遊女たちはカルメに近づき、彼女の体を揺すった。

「……ぶっ飛んでる……」

「そんな……
嘘
 うそ

 ……」

　部屋が
驚
 きょう
 愕
 がく

 に包まれる。カルメの顔はたった数秒で真っ赤になり、口から熱い吐息が漏れていた。

「お姉様……しゅごいぃぃ……」

「ふん、この程度でぶっ飛んでしまうとは、先が思いやられますね」

　カルメは熱に浮かされたような声を発し、リズは指をワキワキさせた。

「……ここから先は地獄ですよ！　命を懸けて、かかってきなさい！」

　リズが強い声を発すると、部屋中に
戦
 せん
 慄
 りつ

 が走った。

　甘く見ていると、死ぬ。それがこの部屋にいた遊女たちの共通認識となった。皆がごくりと息を呑む。

　地獄の特訓が始まった。





　そして七日が
経
 た

 った。

「皆様、よく七日七晩耐えられましたね」

「あ、ありがとうございました……！　お師匠様……！　お師匠様の教えは絶対に忘れません……！」

『ドキドキ！　七日七晩ぶっ続け！　気力も精も尽き果てる地獄ベッドの大武者修行大会！』が、今終わったところだった。

　この戦場を駆け抜けた五人の遊女は皆
疲
 ひ
 労
 ろう
 困
 こん
 憊
 ぱい

 で、頬はやせこけ、体は震えていた。

　しかし皆どこか充実感に満ちていて、自信が体中にみなぎっていた。今の自分たちなら色街を再建することもたやすい、そんな思いが顔に表れている。

　ここにいる五人の遊女は、もはや勇敢な戦士であった。

　疲れ切った五人と異なり、リズは元気いっぱいだった。

「お、お師匠様っ……！　本当に……本当にありがとうございました……！　こんなあたいに生まれ変わるチャンスをくださって！　なんてお礼を言っていいのか……！」

　誰よりも泣いていたのが、この街の崩壊の原因であったサキュバスのヴァネッサだ。

　彼女はこの特訓でサキュバスの力の使い方をリズに徹底的に教え込まれ、自身の吸精の力を完全にコントロールできるようになっていた。

「あなたが一番頑張りましたね、ヴァネッサ。これからは罪を償い、街に恩返しをして、街の発展に尽力しないといけませんよ？」

「は[image: ]
 っ……！　[image: ]
 りがとうござい[image: ]
 したっ！　お師匠様っ……！　あたい……、[image: ]
 たい罪を償って、頑張り[image: ]
 す……！」

　ヴァネッサは鼻水を垂らしながら泣いていた。

「……あなたたちに最後に教えなければならない事があります」

　リズがそう言うと、皆がびくっと震える。

　しかしぎゅっと口を結び、恐怖を吹き飛ばすように目を輝かせ、師匠の教えを受けようと背筋を伸ばした。

「……ありがとうございます！　お師匠様！」

「どんな教えでも、耐え、学び取って見せます！」

「あはは、そんな大変な事ではありませんよ。これから教えるのは一つの戦略です」

　覚悟する弟子たちに対し、エロ師匠は笑って手を振った。

「いいですか？　働き始めたら、まず学校の制服を購入しなさい」

「え……？」

「学校の制服、ですか……？」

　お師匠の言葉に、弟子たちはきょとんとする。

「はい。近くのフォルスト国立学園の制服、隣国のバールベルド騎士学校の制服、南のドイル貴族学校の制服。それらを購入しなさい」

「はぁ……」

「なぜ……」

「そして、修道女の服も購入しなさい。女性騎士の戦闘服も購入しなさい。貴族の礼服も購入しなさい。それらを着て、役に徹しながらプレイするコースを作るのです！」

　リズは立ち上がって、宣言した。

「現実的ではない状況や環境をイメージしながら、それに合った服を着てプレイする……、そう！　ファッションによるイメージの接客コースを作ることができたら……それはこの色街の一番の特色となりましょう……！」

「お師匠様ーっ……！」

「素晴らし過ぎますっ……！」

「千年は先を行くアイディアです！」

　弟子たちはお師匠に抱きついた。感激は涙となり、お師匠は胸を張り、弟子たちは一生この人をお慕いしようと心に決めた。

「皆さん、頑張ってください。この色街の未来はあなたたちの肩にかかっているのです！」

「はい！　お師匠様！　お師匠様の期待に応えられるよう、頑張ります……！」

　この色街は再建できる。この五人の戦士たちは、既に心の中で確信していた。

　色街の未来は希望が
溢
 あふ

 れているのだった。

「なんだ、このテンション……」

　見ていた勇者カインは
呆
 あき

 れてものが言えなかった。

　こうして勇者一行は、またひとつの街に平和をもたらした。

　吟遊詩人の歌に残らない、隠された歴史の一つなのであった。









第11
 話　【現在】青春を諦めない










「野郎ども！　来週は待ちに待った林間学校やっ！」

　朝の教室の中、ワンサイドアップの黒髪を揺らしながら、アデライナ様が叫んだ。

　机をバンと
叩
 たた

 き、気合のこもった声で目の前の私たちに熱をぶつけてきた。

「野郎どもって言っても、私たちは女性なんですけど……」

　彼女の前で話を聞いていたのは、私とサティナ様であった。

　急な大声に、一瞬アデライナ様はクラス中の注目を集めるが、あぁ、いつもの奇行かとため息をつきながら、皆は彼女から視線を
逸
 そ

 らせる。

　彼女は無駄に大声を上げていた。

「アデライナっちはテンション高すぎっすよー。もっと落ち着きを持ったらどうっすかー？」

「かーっ！　いつから自分らはそんな枯れた大人になっちまったんや!?
 　あの若かりし頃の
尖
 とが

 った自分らはどこに行ったんや!?
 」

「私たち出会ったのたった一年前じゃないですか……」

　その時には、私は今のように落ち着きを持っていた。

「そうは言っても、うちらももう二年生っすからねぇ」

「そうですよねぇ」

　サティナ様と一緒に反論する。そろそろ落ち着かなければならない年ではある。

「お前らに見せなければならんものがある。あっちを見てみぃ」

「あっち？」

　アデライナ様が指さした方向に首を
捻
 ひね

 る。

　そこにはシルファ様の姿があった。林間学校のしおりを熱心に眺め、少し頬を上気させている。無意識なのか、足が小さくぱたぱたと動いており、その日が来るのを今か今かと待ち
侘
 わ

 びているかのようだった。

「そわそわしてるっ！」

「めっちゃそわそわしてるっす！」

　この国一番の騎士と言われているお姫様が、初等部の子供のようにそわそわうきうきとしていた。

「む、リズたちか」

　私たちの視線に気が付いたのか、林間学校のしおりから目を離し、こっちにきて話に加わった。

「そろそろ林間学校だな。しっかりとしおりを読みこんで、当日の動きを完璧に頭に入れておかねばならないから大変だ。ところでしおりに書かれていないが、おやつにはバナナも入るのだろうか？　それと不用品の持ち込み禁止とあるが、トランプぐらいなら持って行っても大丈夫だろうか？　私はトランプは絶対に必要だと思うのだが……」

　シルファ様が目をキラキラさせながら言う。

　
眩
 まぶ

 しいっ……！

　まるで初めて遠足に行く子供のような
穢
 けが

 れのなさを感じるっ……！

「見い。これがすれた現代社会の若者に求められる純真さというやつや。自分らも見習うとええ」

「えぇー……」

　若干納得がいかない。

「む……、そんなに私は浮かれているように見えるのか？」

　私たちが思っていることを察してしまったのか、シルファ様が少し頬を赤らめながら
拗
 す

 ねたように口を
尖
 とが

 らせる。かわいい。

「でもこれは仕方がないのだ。だって私は林間学校というものが正真正銘初めてなのだからな」

「え？　初めて？」

　私たちは首を
捻
 ひね

 る。

「今までの学校にはなかったんすか？」

「いや、そもそも私は学校というものに通ったことがない」

「へ……？」

　シルファ様は続けた。

「私は幼い頃に武の才を見い出されて以来、魔王軍に対抗する武力として、ただひたすらに戦闘訓練を積んできたのだ。効率だけを考えさせられ、学校にも行けず、自慢じゃないが友達もいなかったな」

「重いっ！」

「さらっと重い事情を話したで！　このお姫様！」

　お姫様の身の上話に度肝を抜かれる。

「だから学校生活は何もかもが新鮮だ。これが青春というやつなのだな。うむ、とても楽しいぞ」

「眩しいっ……！」

「眩し過ぎて目が痛いっ……！」

　にっこりするシルファ様に後光が差しているかのようだった。

「まぁ、我ら勇者一行は皆その強さと引き換えに、少年時代や青春時代を少なからず犠牲にしているところがあるからな」

「え？　そ、そうなのですか？」

　でも考えてみれば納得のいく話だ。あの若さで人類最強の力を持っている人たちなのだ。何かを犠牲にしていてもおかしくない話だった。

「そう……なんですか……。カイン様たちは大変なんですね……」

「うむ。リズに心配そうな目で見られるのは少し釈然としないがな」

「え？　なんで？」

　シルファ様がなぜか
呆
 あき

 れ顔で私を見る。「お前も同類だろ」と彼女の目が語っているように見えるが……そんなわけないか。

「そういうわけで、林間学校はとても楽しみだ！　でも、お前たちも気を付けるんだぞ!?
 　前の夜眠れなくなって体調を崩すようなことにはなるんじゃないぞっ！」

　そう言ってシルファ様は満面の笑みで自分の席に戻っていった。

「……すごいっす」

「究極の
無
 む
 垢
 く

 でした……」

「白鳥もびっくりの純白さやったな……」

　
穢
 けが

 れなきこの国のお姫様の姿を見て、私たちは感動すらしていた。無垢という嵐がやって来て、私たちのすれた心を吹き飛ばしていくかのようだった。

「……やはりシルファ様を見習うべきですかね？」

「いや、あたいが悪かった。あれは天然記念物や。人が真似してええものやあらへん」

　アデライナ様が前言を撤回していた。

「しっかし、うちらの純白一号はどないしたんや？　ぼちぼち朝のホームルーム始まるで？」

「純白一号って、ルナ様っすか？」

「せやせや」

　今この教室の一角には、いつものメンバーが一人足りない。ルナ様だ。いつも私と同じぐらい朝早く学校に来るルナ様がまだ来ていない。風紀委員の彼女としてはこれはとても珍しいことだった。

「無遅刻記録も、ここまでかぁ？」

「……どうっすかねぇ」

　なんとなく嫌な予感がするが、なにもできないまま朝のホームルームのチャイムが鳴ってしまうのだった。

　そして時間が
経
 た

 ち、二時限目になっても三時限目になってもルナ様は姿を現さない。

　ついに一日の授業が全て終わり、放課後になってしまった。

「……とうとうルナ様来なかったっすね」

「風邪でもひいたのでしょうか……」

　放課後の教室にぼんやりと残りながら、私たちは話をしていた。明日はちゃんと来るだろうか？　風邪をひいているのならこれからお見舞いにでも行こうか？

　そんなことを考えていると、教師が教室に入ってきた。

「リズ君、サティナ君、アデライナ君。ちょっと来てくれるかのぅ？」

「ラーロ先生？」

　私たちを呼んだのは、ラーロ先生だった。五十代の初老の男性で、顎には白い
髭
 ひげ

 を蓄えている。

　彼は勇者カイン様の仲間である。元々大魔導研究所に勤めていた熟練魔導士であり、さすがに生徒になる年齢ではないということで、この学校には教員として招かれていた。

「お主ら、ルナ君とは親しい仲なのじゃろ？　何か聞いておらんか？」

「へ……？」

「聞いているとは？」

「……それがの」

　ラーロ先生は困ったように額を掻きながら、ポケットから一枚の紙を取り出した。

「先ほど、学校にこんなものが届いたのじゃ……」

「ん……？」

「これは……」

　ラーロ先生からその紙を受け取り、見てみると、ルナ様の手書きの文字で、ある事が書かれていた。

「た……退学届っ……!?
 」

「退学っ!?
 　ルナ様がっ……!?
 」

　私たちは
驚
 きょう
 愕
 がく

 した。

　頭を鈍器で殴られたような衝撃が走った。

　何かの間違いだと思ってその紙をじっと見るが、何度見てもそこにはルナ様が退学するという内容がはっきりと書かれていた。

「な、なんでや……？」

「ルナ様……どうして……？」

　昨日までずっと、彼女におかしい様子なんてなかった。林間学校楽しみですわね、と子供っぽい
呑
 のん
 気
 き

 な会話をしたばかりだというのに……。

「お前さんたちなら何か知っておるかと思って尋ねたんじゃが……その様子だと何も知らんようじゃの？」

　ラーロ先生がそう聞いてくるが、私たちは返事もできない。

　こんなのは普通ではない。こんなの、こんなの……何かあったに違いない。

「サティナ様、アデライナ様！」

「おうっす！」

「行くしかあらへんやん、こんなん！」

　私たちは
頷
 うなず

 き合って、すぐにばっと駆けだした。

「あ、ちょ、ちょっと！　お前さんら、待つのじゃ……！」

　ラーロ先生が制止の声を上げるけれど、私たちは止まらない。鞄も持たず、そのまま一目散に走っていく。向かう先はもちろんルナ様の家だ。

　理由を
問
 と

 い
質
 ただ

 すため、私たちは全力疾走していた。





　そしてルナ様の家に
辿
 たど

 り着いた。

「な、なんですか……これ……」

　息を整えながら家の様子を眺める。そこはいつもの彼女の家とは違う、異質で嫌な雰囲気が漂っていた。

　黒い服の人たちが多数屋敷の敷地内に入り込んでおり、いつも気品を感じるこの家が
忙
 せわ

 しなくざわついている。明らかに彼女の家の使用人ではない人たちが、我が物顔でルナ様の家の中を
漁
 あさ

 っている。

　どういうわけか、彼女の家の中から高級な調度品やら貴重な
骨
 こっ
 董
 とう

 
品
 ひん

 が運び出され、それが門の前の馬車に積み込まれていく。

　ただの引っ越しには見えない。もっと薄気味悪く、嫌らしく、まるで彼女の家が借金を負い、家財を全て売ることになったかのような陰惨な気配を感じてしまった。

「あ、あそこやっ……！」

「おば様！」

　目を凝らすと、庭先にしゃがみ込むルナ様のお母様の姿を見つけた。うなだれて
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 自失している。私たちは家の敷地内に入り、おば様の元へと駆け寄った。

「おば様！　一体何があったんですか!?
 　この人たちは何なんですか!?
 」

「あ……あなた方……」

　ゆっくりとした動きで振り向き、おば様が私たちを見る。その顔は真っ青で、目はうつろだった。

「おば様……これは一体……？」

「こ、これは……これは……」

「…………」

「……うぅっ……、う、ううううぅぅぅぅっ……！」

　おば様は口を震わせながら必死に言葉を紡ごうとするけれど、目からは涙がぼろぼろとこぼれ、何も話すこともできない。

　何か尋常じゃないことが起きているのが分かり、私たちは息を
呑
 の

 む。

「なんだぁ？　おら、てめぇら。部外者の立ち入りは許してねーぞぉ？」

「……っ！」

　その時、背後から声を掛けられた。女性の声ではあるけれど、人を威圧するかのような低く重苦しい声。振り返ると、そこには眼帯をした真っ赤な髪の女性が立っていた。

「……あなたは？」

「あぁん？　てめぇらこそ何だってんだよ、おら。さっさと出てけや、おら」

　しゃがんでいる私たちを、その女性は威圧的に見下ろす。毛皮の黒いコートを羽織っており、金のネックレスを着けている。顔の傷が、彼女の恐ろしさをより一層際立たせていた。

「まーいいや。オレの名前はギャッジヘル。ギャングチーム『ヘル・アウトロー』のリーダーだ、おら」

「ギャングッ……！」

　彼女が名乗り、私たちの体はびくりと震えた。

　ギャングチーム『ヘル・アウトロー』のリーダー、ギャッジヘル。

　聞き覚えがある。色街の
大
 おお

 
女将
 おかみ

 スミレさんが言っていた名だ。最近、急速に勢力を伸ばしているギャングチームとのことだった。

　暴力的な組織がルナ様の家と関わっていた。

「な、なんで、ギャングがルナ様の家に……」

「そりゃあ、この家のバカ主人が巨額の借金を抱えちまったからだろうなぁ、おら。これ見てみろよ、こら」

「……っ！」

　ギャッジヘルが二枚の紙を懐から取り出す。それは借金の金額が示された借用書と、ルナ様のお父様が誰かの連帯保証人となったことを示す書類だった。ルナ様のお父様が多額の借金を負った理由が分かった。

「私たちは
騙
 だま

 されたんですっ……！」

「おば様……」

　ルナ様のお母様が悲痛な叫び声を上げる。

「債務者とこの人たちはグルだったんです……！　たった数日で……！　気が付いたら、こんなことにっ……！」

「おーおー、人聞き悪ぃな、おら。これはおめぇらが同意して結んだ正式な契約だってのになぁ、こら」

「くっ……うぅぅ……、ううううぅぅぅっ……！」

　ギャッジヘルが人を馬鹿にするかのように二枚の書類をひらひらと振って見せ、ルナ様のお母様は何も言えず、また崩折れてしまった。彼女の泣き声が周囲に響き渡る。

　その時、この家の玄関がバンと開いた。

「あっ！」

「ルナ様っ……！」

　出てきたのはルナ様だった。青い顔でとぼとぼと歩いており、いつもの私服とは違う、簡素な茶色い服を着ている。彼女が逃げないようにするためか、二人のギャングが彼女の両脇にぴったりくっついて歩いている。

「ま、まま、待ってくれぇ……！」

　その彼女の後ろから、大きな声を上げながら一人の男性が走ってくる。ルナ様のお父様であった。

「む、娘だけはっ……！　どうか娘だけは勘弁してくださいっ！　ルナには何の責任もないんですっ！」

「うるせぇっ、この野郎！」

「ぐぇっ……！」

「お父様っ！」

　ルナ様のお父様がギャングの男性に蹴られ、苦しそうな
呻
 うめ

 き声を上げる。彼はただただ涙を流しながら娘のルナ様を見ていた。

「やめてくださいっ！」

「……あぁっ？」

　私たちはルナ様に駆け寄った。心配そうに父親の
傍
 そば

 に寄るルナ様に近付き、ギャングたちとの間に割って入った。

「き、君たち……」

「リ、リズ様っ……!?
 　サティナ様、アデライナ様っ……！」

　ルナ様が驚いたような声を上げる。

「ルナ様から離れてくださいっ！　こんな乱暴なこと、許しませんっ！」

「このギャングどもめっ！　あたいらの友達に手出ししたら許さへんでっ！」

「そうっす！　そうっすよ……！」

　私たちは大声で叫んだ。恐ろしさと緊張で、心臓がバクバクしている。ルナ様が涙を浮かべて私たちを見ていた。

　ギャングたちは私たちを見下しながらへらへらと笑っていた。リーダーのギャッジヘルが前に出てくる。

「バーカ、おめぇらバーカ、おら。許す？　許さない？　この借用書がある限り、お前らガキにはどうすることもできないんだよ、こら」

「くっ……！」

　ギャッジヘルがまた二枚の書類を前に出してくる。確かにそれを出されてしまったら私たちはどうしようもない。その書類には確かにしっかりとルナ様のお父様のサインがされているのだ。

「……ルナ様はどうなってしまうのですか？」

「そりゃ、おめぇ、借金のかたに外国に売り飛ばすんだよ、おら。まぁ貴族の娘だし、いい値段で売れるだろうなぁ、こら」

「そんなの許せるはずがありませんっ！」

「だからぁっ！　こっちには借用書があるんだっての！　バーカっ！」

「くっ……！」

　歯ぎしりをしてしまうが、書類には膨大な金額が記されており、こんな多額な借金、私たちにはどうすることもできない。でも何とかしないと、このままでは本当にルナ様が外国に売り飛ばされてしまう。

　どうする？　どうすればいい？　どうしたらこの状況を切り抜けられる……？

「……ん？」

　そう考えていた時、不意に私の服の裾が小さく引っ張られた。

「いいのです……わたくしのことはもういいのですわ……」

「ルナ様……」

　裾を引っ張っていたのはルナ様だった。弱々しく肩をすぼめ、小さな声でそう語りかけてくる。

「この問題はわたくしの家の問題。リズ様たちを巻き込むわけにはいきません」

「ですが、ルナ様……」

　私の言葉を待たずにルナ様はゆっくりと立ち上がり、前に歩き出す。不安げな顔のまま、震える足を前に出して私たちの前を歩き、ギャングたちの方に近づいていく。

　そして振り返って、小さく口を開いた。

「わたくしの青春はここで終わりですけど、皆様はどうか健やかな学園生活を……」

　そう言って、弱々しい笑顔を見せた。

　彼女の服が風で小さく揺れる。
健
 けな
 気
 げ

 な
微
 ほほ
 笑
 え

 みだった。

　その時、私の頭がずきんと痛んだ。

　……あれ？

「さぁ、さっさと行くぞ、おら」

「……はい」

　ギャッジヘルに促されて、ルナ様がまた歩きだす。向かうのは門の前の馬車である。それに乗ったら最後、もうルナ様はこの場所に二度と帰って来られないだろう。

　皆が不安げに、悔しそうに、でも何もできない無力感を味わいながら、ぐっと歯を
噛
 か

 み締めている。ギャングたちはへらへらと笑っている。勝者と敗者がくっきりと分けられてしまっていた。

　……ただその中で、私は別の事を考えていた。

『俺は、ろくな子供時代を過ごせなかったなぁ……』

　誰のものだろう？　記憶にないはずの言葉が頭の中に浮かんで、それが離れなかった。

『青春なんてものは、俺たちには無縁なものってこった』

　聞いたはずのない言葉。そんな悲しい言葉が、なぜか実感とともに記憶の底から呼び覚まされる。

　一緒に思い出されるのは、なぜかカイン様の顔だ。自嘲するように笑いながら、そう言う彼の声色を思い出していく。……そんなはずはない。カイン様とそんな話をした覚えはない。

『まぁ、我ら勇者一行は皆少なからずその強さと引き換えに、少年時代や青春時代を犠牲にしているところがあるからな』

　次に出てきたのはシルファ様の言葉だ。これは覚えている。今朝一緒にお話ししたときの内容だ。

「…………」

　カイン様もそうなのだろうか。最強の勇者となり、魔王を倒すという使命のために、自分を犠牲にしてきたのだろうか。

　普通の人が普通に享受できる幸せとか、家族とか、友達とか……そういうものを受け取れずに生きてきたのだろうか。

　例えば、青春とか。そういうものが犠牲になったのだろうか。

　そうだ、その通りだと、記憶にない記憶が私にそう語りかけてくる。私たちの青春は、そう簡単に諦めていいものではないのだ。

『でもどうせですし、今度皆で青春っぽいことをやりませんか？』

　頭の中にまた声が響く。

　これは私だ。私の声だ。

　言った覚えのない自分の声が、頭の中に響く。

『青春っぽいって、なんだ？』

『そうですね……』

　記憶の中で、皆が穏やかな笑みを浮かべている。

『なんでしょうねぇ？　なにがいいでしょうねぇ……？』

　そう言っている時の自分は確かに笑っていた。大切な友達との青春を思い描き、穏やかな笑みを浮かべていた。

　青春に焦がれていた。

　青春を待ち望んでいた。

「…………」

　周りを見る。皆の注目は先を歩くルナ様に注目している。……私には誰一人として視線を向けていない。この隙に……。

「お待ちくださいっ！」

　思いきり大声を上げる。周囲の皆が驚き、びくっと体を震わせる。馬車に乗り込もうとしたルナ様の足が止まり、私の方を振り返る。

「私とカードで勝負をしてください！」

「……あぁ？」

　皆の注目が私に集まる。私は堂々と胸を張って歩き、リーダーの女性、ギャッジヘルの方へと近づいていく。

「私が勝ったらルナ様を解放してください！　私が負けたらこの私も好きにしてもらって構いません！」

「……はぁ？」

「リズ様っ……!?
 」

　ギャッジヘルと真正面から向き合う。彼女は背が高く、私は上から見下ろされて威圧される。しかしここは
退
 ひ

 くわけにも、目を背けるわけにもいかない。

「……なんだぁ？　それはつまり、オレたちと賭け事をしたいってのか、こら？」

「はい、私はラフォート侯爵家の娘です。ルナ様の体と同じくらいの価値はあるでしょう？」

「……ぷっ」

　そこでギャングたち全員が大きな声で笑い出した。バカな女を見るかのように、私を嘲笑する合唱が庭に響き渡る。

「ギャッハッハッハ！　この娘、バカなんじゃねえのぉ!?
 」

「イカれてやがるっ！　ギャハハハハ！」

「知らねえのかぁ!?
 　体を売られるのって、とおぉっても怖いんだぜぇっ!?
 　世間知らずのお嬢様ぁ!?
 」

「…………」

　周りの笑い声を気にせず、私はただギャッジヘルだけを見る。彼女は顎に指を当てながら、にやりと笑っていた。

「へぇ、あの名家の娘か……。確かに良い値が付きそうだな、こら」

「…………」

「ポーカー分かるかい、お嬢ちゃん？　本当に特別に、普通ではあり得ないぐらい高い金を賭けた勝負をしてやってもいいなぁ、こら」

「……感謝します」

　私はごくりと唾を飲む。提案は受け入れられた。

「駄目っすよ！　リズ様っ……！」

　サティナ様が大きな声を発し、後ろからぎゅっと私の腕を引く。振り返ると、彼女はとても不安げな表情で、ぶんぶんと首を横に振っていた。

「ちょっとこっち来てくださいっす……！」

　そのまま腕を引かれて、私はギャッジヘルから少し離れた。

「何考えてるんすか!?
 　バカなんすか!?
 　リズ様っ……!?
 」

「そうやで!?
 　こないな無法者どもにギャンブル挑もうなんて、奴隷にしてくださいって言うてるようなもんやで!?
 」

　サティナ様とアデライナ様の二人は、同時に制止の声を上げた。心配するような、怒っているような顔で私にぐいと詰め寄ってくる。

「リズ様、ギャンブルの経験はあるんすか？」

「いえ、全く……」

「ほななんでギャンブル勝負を挑んだんや！　リズ、自分アホなんか!?
 　勝てるわけないやないかっ！」

「そうっす！　アデライナっちの言う通りっす！　ギャングにギャンブルなんて挑んじゃダメっすよ！」

　二人は額に青筋を立てて私を叱りつける。

　私は周囲をきょろきょろと見た。ギャングどもは遠巻きに私たちを眺めており、小声ならば会話の内容は聞こえないだろう。私はサティナ様とアデライナ様に顔を近づけた。

「……小声でお願いします。私は始めからこの勝負、勝つつもりはありません」

「……え？」

　怒り顔から一変、二人は
鳩
 はと

 が
豆
 まめ
 鉄
 でっ
 砲
 ぽう

 を
食
 く

 ったような顔をした。

　私は自分の計画を説明する。

「さっきルナ様に注目が集まっている時に、私は自分の体に探知系統の魔法をかけました。私の体から魔力波が出ており、私の現在地が遠くからでも分かるようになっております」

「……探知の魔法？」

「はい。私はわざとギャングたちに捕まります。それでルナ様と行動を共にし、ルナ様のいる場所を追跡できる状況を作ろうと思います」

「なっ……!?
 」

　サティナ様とアデライナ様が、驚きのあまり口を大きく開けた。

　私は捨て身でギャングたちの中に身を投じる事で、ルナ様の行方が分からなくなるのを防ぐつもりだ。

「居場所さえ分かっていれば、救出のチャンスがなくなることはありません。あの借用書はきっと正当な物でしょうけど、それが交わされるまでにどこかで違法行為を働いていると思います。それさえ暴けば、ルナ様はきっと助け出せるはずです」

　サティナ様の手を取り、そこに魔術式を書き込む。それを起動さえすれば、私の居場所はいつでもどこでも分かるようになる。

「だからあの契約の違法性を暴いて、後で私たちを助けに来てくださいね？」

「…………」

「…………」

　二人は
唖
 あ
 然
 ぜん

 としている。話すべき事は話した。後は実行するだけだ。

「ま、待つっす！　待つっす！」

　しかし、またサティナ様が制止する。

「そんなの……そんなの駄目っす！　危険っす！　あまりに危険っす……！」

「そ、そうやで、リズ！　こんな奴らに捕まったら何されるか分からんで!?
 　何もかも間に合わへんかもしれん。この後すぐにでも酷い目に遭わされるかもしれへんで!?
 」

「そうっす！　アデライナっちの言う通りっす！　調査に長い時間がかかったら、リズ様が酷い目に遭ってしまうっす！」

　二人は必死に私を止めようとする。しかし、私は首を横に振る。

「たとえどんなに酷い
辱
 はずかし

 めを受けても、間に合わなくて体を売らされることになっても……、私は友達の青春を諦めません」

「リズ様……」

　なぜだろう、カイン様の顔が頭に浮かんで消えてくれない。そんな会話をした覚えがないのに、青春を知らないという彼の言葉が胸に染みてくる。

　──せっかく楽しい学園生活なのだから、誰かの青春を諦めるなんてしたくない。

「いつか必ず戻ってきます。二人で」

「リズ様……」

「リズ……」

　出来得る限り強い目を作り、彼女たちにそう言う。そうして心配そうな二人の視線を無視し、彼女たちに背を向けた。

　前へと歩き、ニヤニヤと笑うギャッジヘルに向き合う。

「おい、こら。お友達とのお別れは済んだかい？」

「……痛い目を見るのはそっちの方です」

「いい度胸だ、おら」

　ギャッジヘルはポケットからトランプを取り出した。

「オレが出るまでもねぇ。こっちからは若い奴三人を出させてもらう。お優しいお前は友達なんか巻き込まず、当然一人で戦うんだろ、おら？」

「……はい」

「良かったじゃねえか、こら。バカ勝ちすりゃ三人から金を巻き上げられる。チャンスだな、おら」

　ギャッジヘルがそう言うと、周囲のギャングどもが大きく笑う。

　どうあっても勝ち目はないと誰もが思っている。仲間内でカードを回されたりしたら、それで私は終わりである。

「じゃあ始めようか。お前の人生最後のお遊戯を」

「…………」

　そう言いながら彼女は屋敷に向かって歩きだした。彼女を追って、私も歩く。後ろでルナ様が強い制止の声を上げているが、振り返らず前へと歩く。

　屋敷の玄関の扉がぎぃと鈍い音を立てながら開いた。いつもの友達の家の扉が私専用の地獄への門に見える。

「…………」

　息を
呑
 の

 む。それでも私は退いたりしない。

　たとえ酷い目に遭っても、皆の青春を諦めない。

　そう覚悟して、私は人生を賭けた勝負へと挑んでいった。





　そして勝負が始まり、一時間ほどが経過した。

「やめてっ……！　もうやめてぇっ……！」

「酷いっ！　こんなの酷いっ……！」

「助けてっ！　誰か助けてっ……！」

　屋敷の居間には
阿
 あ
 鼻
 び
 叫
 きょう
 喚
 かん

 の声が響いていた。多くの人たちが涙を流し、この地獄を受け入れられず、ただ無惨に減っていく金を未練がましい目で眺めていた。

　行われているのは一方的な虐殺のようなものであった。奇跡は起きず、逆転など許されず、身に着けているものは剥がされ、あられもない姿を
晒
 さら

 している。

　うなだれ、泣きじゃくり、ただただ天を恨むことしかできなかった。

　ただ……、

「この女、なんなんだよぉっ!?
 」

「ただのガキじゃなかったのか……!?
 」

　泣き叫んでいるのはギャングたちの方であった。

　ギャングたちのお金がみるみる減っていき、私の目の前には大金が積まれていく。場についている男たちは私に負けに負け続け、パンツ一丁となりながら、顔を真っ青にして
嗚
 お
 咽
 えつ

 を漏らしている。
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「…………」

　──結果として、私は圧勝していた。

　
呆
 あっ
 気
 け

 なく圧勝していた。

　ルナ様やサティナ様がぽかんと目を丸くし、口をあんぐりと開けている。本当は狂喜乱舞していてもおかしくないところであるが、ルナ様の一家の方たちはそれすらできないほど、現状に困惑しているようだった。

　リーダーのギャッジヘルでさえ目を丸くするだけである。

「……あれ？」

　自分でも少し首を
傾
 かし

 げる。私は不思議な感覚を覚えていた。

　まるでトランプが手に吸い付くかのように、意のままに操れる。上からカードを取るように見せかけて、下から、中からカードを抜くことなどお手の物。カードを場に捨てながら、場に捨てられたカードを引き抜いてくることも自由自在である。

　カードを袖に隠し、引き抜く──様々なイカサマが自然と体から飛び出してくる。

「……あれぇ？」

　とても不思議な感覚である。私はこれまでイカサマはおろか、ただの賭け事ですら経験がない。トランプゲームは友達との緩いふわふわとした遊びしかやったことがない。

　しっかし、あれぇ……？

「はい、ストレートフラッシュです」

「いやああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ……!?
 」

　ギャングたちを虐殺できるほどの技術がポンポンと飛び出てくる。

　イカサマだけではない。どうやったら相手に多額の金を賭けさせることができるか、乗るか
退
 ひ

 くか、やったことのないはずの賭け事のコツが身に染み付いている。

　あれぇ……？　おっかしいなぁ……？

　楽しいなぁ……。

「はい、フルハウスです」

「もうやめてええええええぇぇぇぇぇぇぇっ……！」

「なんでええええぇぇぇぇぇぇっ……!?
 」

　ギャンブルでの破滅が目の前で起こっている。男たちの絶叫を聞くと……、ふふふ、私の中の
嗜
 し
 虐
 ぎゃく
 心
 しん

 がむくむくと膨れ上がって……。

　……って、違います！　私にサドのような嗜好はありませんっ！　何かの間違いです！

「お、おいこら！　あいつイカサマやってんじゃねぇだろうな……!?
 」

「リ、リーダー！　俺たちもそう思ってじっと見てるんすけど……全然そんなそぶりはなくて……」

　こっちのイカサマは全然バレていないようだ。私のイカサマが上手すぎるんだな。

　ギャングたちにとって不幸なのは、この場がちゃんとした賭博場ではないという点だ。普通の賭場場ならなるべく客にはトランプに触らせず、イカサマができないように場を整えている。

　しかし、ここはただの貴族の家の居間である。規則は緩く、トランプにも触り放題。仕込みし放題である。多分ギャング側がイカサマしやすいように場を整えたのだろうけど、恩恵を受けたのは私の方であった。

　やればやるほど私のお金が増えていく。ふふふ、楽しい。

　もっといっぱいイカサマしたいなぁ。

「おい！　もうその女にトランプ触らせるな！　お前らがずっと配れ！」

「へ、へいっ……！」

　対策をしてきたようだが、もう遅い。私の服の中には何枚ものトランプが仕込まれている。そうでなくてもイカサマする方法はいくらでもある。

　そしてギャングの男が一人、トランプを切り、場に配る。

「ねぇ」

「ん……？」

「何イカサマしてるんですか？　山の下で役作らないでくださいよ」

「……っ!?
 」

　私はすぐさま敵のイカサマを見破る。配る男が必要なカードを仕込み、上から配るように見せかけて下の方を配るというテクニックだ。そうすれば、始めから好きな役を作ってくることができる。

　ただ問題は、私に見破られてしまったという点だ。

「イカサマしたら、罰として指を切り落とすのが普通ですよね？」

「…………」

　男の顔が青ざめていく。

「でもそれは可哀想なので、百万ゴールドで許してあげます。特別ですよ？」

「…………」

　絶望的な表情になりながら、男は私に百万ゴールドを差し出してくる。ふふふ、また
儲
 もう

 かってしまった。

「こ、こいつは一体……なんなんだ……」

　ギャッジヘルが額から汗を流しながらそう
呟
 つぶや

 いた。敵は恐れ
慄
 おのの

 き、この惨状に恐怖している。

「リ、リズ様……？　こ、これは一体……？」

「こんなんやばいやん……」

「リ、リズ様……怖い……」

　いや、ちょっと違った。味方のはずの皆様も私を怖がっている。おっかしいなぁ。私は普通にギャンブルを楽しんでいるだけなのになぁ。

「あ、はい。ロイヤルストレートフラッシュです」

「こんなの
嘘
 うそ

 だああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ……！」

「助けてっ！　もう助けてくれえええええぇぇぇぇぇっ……！」

「もうやめて……もうやめて……」

　ギャングの男たちは泣き崩れる。場は
阿
 あ
 鼻
 び
 叫
 きょう
 喚
 かん

 に包まれる。

　やりたい放題の楽しい時間は過ぎていくのだった。









第12
 話　【過去】眠らない街のギャンブルマスター










　星明かりも見えない暗い夜とは思えないほど、その街は明るく
眩
 まばゆ

 く輝いていた。

　幾千もの明かりが街中を照らし、人々は陽気な声を上げながら
闊
 かっ
 歩
 ぽ

 する。

　その街は眠らない。月を太陽と見立て、
夜
 よ

 を
日
 ひ

 に
継
 つ

 いで、ただ
賑
 にぎ

 やかに騒々しく街中が躍り狂っていた。

　ここはとあるカジノ街であった。

　規模は大きく、多くの人たちが一夜の
刹
 せつ
 那
 な
 的
 てき

 な享楽に
耽
 ふけ

 るために、金を湯水のように使っている。

　大量の金を鞄に詰め込み、ヒリヒリとした勝負に夢中になる。勝って喜ぶ者、負けて悔しがる者、中には破滅するまで身を焼き尽くす者もいた。

「ここに魔王軍の幹部がいるってか」

「そうだね。そう推測してるよ」

　そんな街に、勇者のカインとその仲間たちが足を踏み入れていた。

　そのカジノ街は悪魔に支配されているという
噂
 うわさ

 があった。

　金の力を魔力に変え、自らの力を高めている魔人、ギャンブルマスターがこの街に潜んでいるという。

　そしてその魔人は、金を搾り取ることで人の魂すらも搾り取ってしまうことができるのだと、そうやって何人も破滅に追い込んでいるのだと、そんな噂が飛び交っているほどであった。

　カインたちは、その魔人であるギャンブルマスターこそが魔王軍の幹部であると推測し、このカジノ街に乗り込んでいた。

　メンバーはカインと貴族騎士のミッター、熟練魔導士のラーロである。この三人でこの街に潜むギャンブルマスターを倒すために、戦いに臨むのだ。

　三人はこの街で一番規模が大きく、動く金も大きいカジノ『ナンバーズスター』という店に入る。ここで大勝ちをし、ギャンブルマスターを引きずり出そうという狙いであった。

　勝負はブラックジャック。カードの合計点が21
 点に近づくように調整していくゲームである。

　この勝負で威力を発揮したのはラーロの頭脳であった。

　勝負の際使われていったカードを記憶し、残りのカードの予測を立てるカウンティングという技がある。膨大な量のカードを記憶しなければならず、常人には非常に難しいが、大魔導研究所で最先端の研究をしていたラーロの頭脳ならば、可能な技であった。

　カインたちには旅の途中で得た財だけでなく、大国の姫君であるシルフォニアと大貴族であるミッターの家の支援もある。資金は十分にあり、負ける要素はほとんどなかった。

「よっしゃ、また勝ったぜ」

　カインはほくそ笑む。カインたちは当初の予定通り勝ちに勝ち、大勝ちし、周囲は騒然としてきた。

「お客様……」

　そこで、カジノの従業員がカインに声を掛けてきた。

「我が街のギャンブルマスターが、あなた方に勝負を申し込みたいと言っております」

「む……」

　その言葉にカインたちの身が
強
 こわ
 張
 ば

 る。遂に来たか、というところだ。

　カジノの大扉が鈍い音を立てながらゆっくりと開く。選ばれたＶＩＰしか入ることのできない扉の奥から、一人の女性が悠々と姿を現す。

「遂に来ましたね、勇者の方々……」

　甘い香りのするような
綺
 き
 麗
 れい

 な声が響き渡る。大きく胸元が開いた
煽
 せん
 情
 じょう
 的
 てき

 な黒いドレスを身に
纏
 まと

 い、赤い色の高いヒールをこつこつと鳴らしながらカインたちに近づいてくる。

　手に持つ扇で口元を隠し、ウェーブがかかった金色の長い髪が優雅に揺れ、見る者たちを魅了していく。

「なっ……!?
 」

　そのギャンブルマスターの姿に、カインたちは驚きを顕わにする。

　現れたのはカインたちのよく知る人物だった。

「……って、リズじゃねーか！」

　ギャンブルマスターとして現れたのは、仲間であるリズであった。

「よくぞここまで
辿
 たど

 り着きました！　勇者たちよ！　さぁ、私と勝負していただきましょうかっ！」

「何やってんだ、アホ」

「あいたっ!?
 」

　カインはリズの頭にゲンコツを落とした。

「はぁ♡　はぁっ♡　ダメですよ、カイン様。今私はギャンブルマスターとしてここに立っているんですから♡　マゾキングにしないでください♡」

「いや、なにやってんの？　お前？」

　カインは眉を
顰
 ひそ

 めてそう聞く。仲間であるミッターもラーロも現状がよく分かっていなかった。

「わっはっは！　私はこの街のギャンブルマスター・リズ！　勇者たちよっ！　私がこの手でお前たちを破滅させてやろう！」

「話聞けよ、リズ」

　リズはポーズを取りながら
決
 き

 め
台詞
 ぜりふ

 を吐いた。

「いくら賭けます？　おススメは『ドキドキ！　人生破滅コース』です」

「んだよ、それ」

「やだっ♡　カイン様ったら……♡　私を破滅させて、嫌がる私の体を一生
弄
 もてあそ

 ぼうだなんてっ……♡」

「話聞けよ、リズ」

　リズは頬を赤らめながら、体をくねらせていた。

「魔王軍の旧ギャンブルマスターは私が倒しておきました。一昨日、遊びのついでに」

「はぁっ!?
 」

「倒しとったのか……!?
 」

　あっさり言われて仲間たちは驚く。

「報告しろよっ！　このドアホ！」

「あいだぁっ……♡」

　カインはまたリズの頭にゲンコツを落とした。リズは
嬉
 うれ

 しそうである。

「やめろぉっ！　この無法者！　新ギャンブルマスター様に何をするぅっ！」

「な、なんだっ!?
 」

　その時リズを
庇
 かば

 うように出てきたのは、黒いスーツを身に着けたこのカジノの女性従業員たちであった。

「この新しいギャンブルマスター様は、それまで非道を繰り返してきた旧ギャンブルマスターを打ち倒し、私たちを解放してくださった素晴らしい方なのです！」

「この街を救い、私たちに希望をくださったギャンブルマスター様に手を上げるなど言語道断！」

「無礼者ども！　身の程をわきまえなさい！」

「お前めっちゃ慕われてんなっ！」

　この街の住人は皆、リズを敬愛の眼差しで見つめていた。

「さぁっ！　勇者どもよ！　このギャンブルマスターと勝負です！」

「えぇ……？」

　こうして、新ギャンブルマスターとカインたちの勝負が（何の意味もないけれど）幕を開けた。





　勝負は進んでいく。

「はい、また私の勝ちです！」

「くそっ！　なんでだっ……！」

「理屈に合わんのじゃが……!?
 」

　リズが軽やかにカードをめくり、カインたちは頭を抱える。

　結果、リズが大勝していた。ラーロはカウンティングを使っていたが、リズはイカサマを駆使して、場に残ったカードと山にあるカードをごちゃ混ぜにしていた。

「なぜそこで10
 が出るのじゃ……!?
 」

「うふ……うふふふふっ……！」

　故に、ラーロの推測は何の意味もなくなる。カインたち三人はいいようにリズに
弄
 もてあそ

 ばれてしまった。

「ふっふっふ！　カイン様をはめるためだけに鍛えてきたイカサマ術が、今まさに火を噴くぅっ……！」

「てっめぇ！　この野郎！」

　カインの鍛え上げられた動体視力、注意力をもってしても、リズのイカサマを見破ることはできない。

　もし仮に、リズが普通のギャングたちとギャンブルをすることがあったなら、そのギャングたちは彼女の行うイカサマのイの字も見抜くことができないまま、敗北するだろう。

　ギャンブルマスターの前には大量のチップが積まれ、カインたちはパンツ一丁にひん
剥
 む

 かれていた。

「ふっふっふっふ！　この負債はもちろんカイン様一人に体で払ってもらいます！」

「ちょっ……!?
 」

「十万ゴールドで一回搾り取らせてもらいます！」

「やめてっ！」

　もう三十二回分貯まっていた。

「さーさー、カイン様！　そろそろベッドルームに行きましょうか！　官能的で破滅的な夜が待っていますよ！」

「ちょ、ちょっ待て！　お、おい、ラーロ、ミッター！　見てないで助けろっ……！」

「…………」

「…………」

　二人は助けを求めるカインから目を背けた。自分に実害がなければいいかな、と思っていた。

「あぁ、これこそ『ドキドキ！　人生破滅コース』の甘美な香りですぅ……」

「や、やめろおおぉぉぉっ……！」

　そうしてカインはリズに腕を抱き締められ、何も抵抗できない子犬のようにずるずると引きずられていってしまった。この会場の大きく分厚い扉が開き、二人の姿はその奥の闇へと消えていく。

　やがて扉が閉まる。もうこの奥の世界と手前の世界は分断され、カインの悲鳴が表の世界に漏れることはなかった。

　カインの体は、ギャンブルという底無しの闇へと
呑
 の

 み込まれたのであった。

「……帰るかの」

「……そうですね」

　残されたラーロとミッターは軽い足取りでカジノを後にし、宿へと戻っていく。

　明かりが
煌
 こう
 々
 こう

 と輝き、この欲望にまみれた不夜城を輝かせている。人は笑い、泣き、苦しみ、それでも金の魔力から逃れられず、震える手でカードをめくってしまう。

　何もかもが豪勢に彩られた街。欲望という名の悪魔に見つめられながら、その街の夜は今日も更けていく。

　魔王軍幹部が支配していたカジノの街は解放された。その街に潜む闇は勇者たちの戦いによって浄化されたのだった。





　勇者カインの犠牲と引き換えに……。









第13
 話　【現在】もっと愛のある方法










　そこは惨状を極めていた。

　テーブルに着くギャングたちはパンツ一丁で、魂が抜け落ちたかのように
呆
 ほう

 けた表情をしている。周囲で見守る仲間のギャングたちは、減り切ってしまった自分たちの組の金を見て、真っ青になっている。

　
嗚咽
 おえつ

 を漏らす者、現実を直視できず視線を虚空にさまよわせる者。ギャンブルで破滅してしまった者たちがこのルナ様の家の居間で
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 自失している。

　私はギャングとの勝負に圧勝した。

「やりました！　ルナ様！　これで自由ですよ！」

　私の目の前には大量の金が積まれている。もうルナ様の家の借金は完全に消え去っており、ルナ様が身売りしなければならない理由もなくなった。

　私たちの完全勝利。ギャングどもが作り出した悲劇は消え去り、正義はここに示されたのである。

　当然ルナ様は涙を流しながら喜んでいて……、

「お、おう……」

　違った。ルナ様、ちょっと引いていた。

　勝ち過ぎた私に腰が引けてしまっている。見ると、ルナ様のご両親もこの状況が頭の中で整理しきれていないのか、ぽかんとしている。

「リズ様……やべぇっす……」

「ギャンブルの獣やん、こんなん」

「…………」

　私の友達が皆引いている。

　酷いなぁ、私こんなに頑張ったのになぁ。ま、いいけれど。

「……ハハハハ」

「ん……？」

「アッハッハッハッハッハッハッ……！」

　その時、不意にリーダーのギャッジヘルが声高らかに笑いだした。

「ハハハハッ！　アッハッハッハ！　いや、まさかこんな事になるとはな、こらっ！　こいつは面白れぇ、おらっ！」

「……？」

「まさかこんな、虫も殺さないような顔の貴族の娘に、オレたちが手玉に取られるとはっ！　こんなのはさすがに予想してなかったなぁ、おらっ！」

　腹を抱えるようにして彼女は大きく笑う。褒められてはいるものの、その様子は不気味で、ただ自暴自棄になって笑っているだけのようには見えない。

　ルナ様たちは額から汗を流す。ギャングどもが自分たちのリーダーに恐れの目を向けている。

　私は身構える。

「ふー……」

　やがてギャッジヘルの笑いが収まり、大きな息を吐く。私とギャッジヘルは正面から向き合った。

「……確かにお前は見事だった。こんな可愛い顔をして、とんだ魔物がいたもんだな、おら」

「…………」

「だがよぉ……」

　彼女が首をゴキリゴキリと鳴らす。私の警戒は深まっていく。

「お前、勝ち過ぎちまったんだよ、おら」

「……勝ち過ぎた？」

「調子に乗り過ぎちまった、ってことだよ、おら」

　ギャッジヘルは
飄
 ひょう
 々
 ひょう

 とした様子を見せている。今まさに大金を失った人の態度とは思えない。

「社会勉強が足りてないな、お嬢さん？　何事もほどほどっていうのがいいんだよ、おら。それが過ぎちまうと、この世で一番強い魔物っていうのが目を覚ましちまう」

「この世で一番強い、魔物……？」

「そうだぜ、こら。つまり、このギャンブルは何の意味もなくなっちまったってことだぜ、おら」

　その言葉に私は眉を
顰
 ひそ

 める。

「……言っていることがよく分かりません。あなたたちは約束を
反
 ほ
 故
 ご

 にしようっていうんですか？」

「か～！　まだまだ青いんだなぁ、お嬢ちゃん！　約束なんてものは、その魔物の前ではゴミ
屑
 くず

 のように吹き飛んじまうんだよ、おら。大人は皆知っている。だからそれが出てこないように、ちょうどいい
塩
 あん
 梅
 ばい

 で生きるしかねえんだよ、大人ってのは、こら！」

　ギャッジヘルは顔に手を当て、天を仰ぐようにして大袈裟に驚いた様子を見せる。ただ目は笑ってなくて、自分の指の隙間から捕食者のような目で私を
覗
 のぞ

 き見ていた。

「この世で一番強い魔物。それは、金？　違う。契約？　違う。ギャンブル？　違う違う……」

「…………」

「人を黙らせる一番の力ってのは……」

　ギャッジヘルは突然腰の剣を抜いた。

「──暴力だっ！」

　そしてギャッジヘルは猛烈な勢いで私に襲いかかってきた。

「……っ！」

　爆発的な脚力によってギャッジヘルが私との距離を一瞬で詰める。彼女は暴力によって、ギャンブルの結果を無にしようとしているのだ。

「……高いお勉強代になりそうだな、お嬢ちゃん！」

　ギャッジヘルが
獰
 どう
 猛
 もう

 な笑みを近づけてきて、大きく剣を振りかぶる。私が斬られる場面を想像したのか、皆が大きな悲鳴を上げた。

「…………」

　ただその間に、ある考えが私の頭をよぎっていた。

　──そうだ、私は人を黙らせる方法を知っている。何度も敵を黙らせてきた。その方法で、何度も敵を打ち破ってきた。

　でもそれは暴力なんかではなかった。

　記憶にない記憶が揺れる。

「終わりだぁっ、こらぁっ！」

　ギャッジヘルが笑いながら剣を振る。その刃は私の体を斬り裂くはずであった。

　しかし、その剣は私の体をすり抜けた。

「なっ……!?
 　すり抜けてっ……!?
 」

　私の体が煙のように揺らめき、消えていく。

　私は幻術によって自分の体の幻を作り出していた。彼女が斬り裂いたのは、幻による私の分身であった。

　ギャッジヘルは
驚
 きょう
 愕
 がく

 のあまり体が硬直してしまった。

「まさか、幻術っ……!?
 」

　一瞬遅れて彼女は気付くが、もう遅い。その隙に、私は彼女のすぐ横に立つ。

　そして私は彼女の肩をがっしりと
掴
 つか

 み、その体をぐいと引き寄せる。まるで当然のように、意識せずとも自然に自分の体が動く。

　私は敵を黙らせる方法を知っている……。

　それはもっと愛のある方法だった。

　──私はギャッジヘルにディープキスをした。

「んんんっ……!?
 」

「…………」

　ギャッジヘルは限界まで大きく目を見開き、先ほどよりもずっとずっと強い驚きの表情を浮かべた。

　私が彼女の口内に舌を侵入させると小さく体を震わし、目に混乱の色が
滲
 にじ

 み始めた。

「…………」

「……え？」

「……は？」

「……ええええええええぇぇぇぇぇぇぇっ!?
 」

　一瞬の静寂の後、周りのギャラリーから大きな驚きの声が発せられる。だが、私の知ったことではない。

　ギャッジヘルの後頭部に腕を回し、より強く唇を押し当てる。見た目以上に柔らかい唇に彼女の女性らしさを感じながら、舌で彼女の内側を優しく
撫
 な

 でていく。

「んんっ……！　んんんっ……!?
 　んっ……んっ……！」

「…………」

　ぴくっ、ぴくっ、と体の内側から震えながら、彼女の体が熱く
火
 ほ
 照
 て

 っていく。私から逃げるために体を引こうとするが、私のキスから逃れられるはずがない。

　彼女は内側を
弄
 いじ

 り回される刺激に翻弄されながら、逃げることもできず、ただ頬を赤らめている。

「う、うわぁ……？」

　ギャングたちが顔を真っ赤にしながら、この様子を眺めている。いつも恐怖によって組を支配している最強の女王が、今や体をくねらせながら
掠
 かす

 れた声を上げている。

　威厳が吹き飛ばされようとしていた。

「ぷはぁっ……！　て、てめぇっ!?
 　何を考えてやが……んっ!?
 　んんんんっ……!?
 」

「…………」

　一瞬唇が離れ、彼女は私を罵ろうとするが、またすぐに私はその口を塞ぐ。私は彼女の後頭部と腰に腕を回している。もう逃がさない。

「んんんっ……！　んふっ、んんっ！　んっ！　んっ！　んちゅぅっ……！」

　力強く相手の口の中に舌を押し込んでかき回すと、彼女から漏れる声に、段々と切なげな甘い色が混ざっていく。息すらできないほど深く深く相手の舌を
苛
 さいな

 み続け、いつからか空をさまよっていた彼女の手は、私の服を
掴
 つか

 むようになっていた。

「んんっ！　んちゅっ……！　んあっ!?
 　んんんっ……んちゅぅ……ちゅ……んんあっ……！　んんんっ……！」

　彼女は目を閉じる。彼女の舌が私の方へと入ってくる。諦めたのか、彼女は私を受け入れ始めていた。

　蜂蜜よりも甘いキスをプレゼントする。

「えぇ……」

「なんや、これ……」

　我が学友たちが困惑したような言葉を口にしているが、顔を真っ赤にしながらもこちらの様子をじっと眺めている。ルナ様は母親に目を塞がれているようであるが、指の隙間からこちらの様子が見えているのか、頬を真っ赤に染め上げている。

「んんんんんんんんっ…………！」

　そしてギャッジヘルは体を震わせ、何かが弾けてしまったかのような声を発する。

　美しい時間が終わりを告げる。唇を離し、彼女を解放すると、彼女は
呆
 ほう

 けた表情を見せながら、その場に倒れ込んでしまうのだった。

「……はふぅ……お姉しゃま、しゅごいぃぃぃ……」

　そう言いながら顔を真っ赤にして、ギャッジヘルは昇天した。

「…………」

　地に倒れ伏す彼女と、それを見下ろす私。もはや彼女に抵抗の意思はなく、もう私に敵対するようなことは二度とないだろう。

　勝敗は完全に決した。

「……勝った」

　舌なめずりをしながらそう宣言する。敵も味方も誰もが
唖
 あ
 然
 ぜん

 としている。少なくともギャングどもからは敵意が抜け落ちてしまっている。もう彼らにルナ様の一家をどうこうする気力はないだろう。

　ルナ様たちも口をあんぐりと開けてただ驚いている。顔は真っ赤で頭から湯気を立てながら、私のディープキスにおろおろしている。

　
初
 う
 心
 ぶ

 な乙女たちが愛らしい姿を
晒
 さら

 していた。

　私は……私は……、

　………………

　…………

「……はっ!?
 　私は一体何をしているんでしょう!?
 」

　正気に戻った。

　頭の中の
靄
 もや

 が晴れたようになり、きょろきょろと周りを見回す。みな驚きと恥ずかしさで赤面しており、すぐ
傍
 そば

 にはギャッジヘルが体を震わせながら倒れている。

　えぇっと……。

「…………」

　私は今、何をやっていた？

　おでこに指を当て、考える。

　私を襲ってきた敵に……ディープキス……？

　……？

「いや、なんでっ……!?
 」

　自分に対してツッコミを入れる。

　なんで襲いかかってきた敵にディープキスをするのだ!?
 　分からないっ！　意味が分からないっ……！

　さっきまでの自分がわけ分からないっ……！

「あわ、あわわわわわっ……！」

　自分の行動に対して驚き、困惑する。

　武器で応戦するならまだしも、なんでキスをしたのか……!?
 　それが一番であると思考した自分が意味不明である！　数分前の自分のことが理解できないっ！

「あ、あれっ!?
 　な、なんでっ……？　なんでっ……!?
 」

　恥ずかしいっ！　いや、恥ずかしいというより、恐いっ……！

　何があったの、私っ……!?
 　私は殿方とさえ一度もキスをしたことないのに……！

「い、いや、違うんですよ……？　これは何かの間違いで……」

　そう言いながら我が親愛なる学友たちに視線を向けると、皆は一歩後ろに引いた。

「ち、違うんです……皆なら分かってくれますよね……？　私きっと、なんか悪魔とかに操られていたんですよ……？」

「おい、リズ。こっち来るな」

「ひどいっ……！」

　真っ直ぐな物言いのアデライナ様の言葉に傷つく。じりじりと皆に近づこうとすると、皆もまたじりじりと私から距離を取る。

「いやいや……なんで逃げるんですか……？　サティナ様……？」

「いやいやいや……なんでこっちに来るんすか……？　リズ様……？」

「ほ、ほら……皆で勝利を喜び合いたくて……」

「そ、そうですね……ははは、わーいわーい……」

　お互いに冷や汗を流しながら、張り詰めた空気の中でさらに緊張感を高めていく。

　なんだこれは？　なんでギャングどもを倒した後で、こんなヤるかヤられるかみたいな緊迫した空気を感じないといけないのか？

「あ、あの、リズ様……」

「な、なんでしょう、ルナ様……？」

「わたくしたちの一家を守ってくださり、心より感謝いたします。この御恩、いくら返しても返しきれませんわ……」

「そう言いながら遠去からないでっ……！」

　口では感謝を述べていても、体は正直だった。

　アデライナ様が口を開く。

「キスで腰砕けにして倒すなんて、サキュバスかいな」

「違いますっ……！」

　私はサキュバスじゃありません！

「うわーっ！」

「きゃーっ！」

「ま、待ってくださーい！」

　走って皆に近づこうとすると、皆が悲鳴を上げながら散り散りに逃げていく。

　ひどいっ！　これでは私の方が女性を襲う悪漢のようではないか！

「おい、キス魔ぁ！　こっち来るなぁ……！」

「ひど過ぎるっ……！」

　皆があえて口に出さない核心をアデライナ様が突いてくる。私の心は大きく傷つく。

「違うんですー！　さっきのは何かの間違いなんですーっ！　あれは本当の私じゃないんですーっ！　信じてくださーいっ！」

「きゃー！」

「こっち来ないでー！」

　戦いが終わったはずのこの屋敷の中で、地獄絵図が繰り広げられていた。みんな必死であった。

「お前ら、全員動くなぁっ！」

「えっ!?
 」

「誰っ……!?
 」

　その時、突然誰かが扉を乱暴に開けて、部屋の中に飛び込んできた。

「って、カ、カイン様……!?
 」

「リズ……」

　現れたのは爽やかな黒髪のカイン様である。後ろにいるのはラーロ先生と、この街の警備隊の人たちだ。

「カ、カイン様……どうしてこちらに……？」

「……最近、ギャングどもがこの家の周囲をうろうろしているって報告があってな。調査をしていたら、ラーロとばったり鉢合わせして……」

「あぁ！」

　それだけ聞いて、私は理解する。やはりラーロ先生はルナ様の退学届に事件性を感じ、すぐに警備隊の人を連れて来てくれたのだ。そしてギャングの調査をしていたカイン様と合流したのだろう。

　そうなればこの場はもう大勝利だ。ギャングたちは勇者様と警備隊のお縄につくこととなる。
一
 いち
 網
 もう
 打
 だ
 尽
 じん

 だ。これでこの事件は幕引きである。

　私はほっと胸を
撫
 な

 で下ろす。

「…………」

「……カイン様？」

　ただ、カイン様は油断なくこの部屋全体を見渡している。

　その場にはパンツ一丁になったギャングたち、大量に積まれた金、顔を真っ赤にした私の友達、そして、荒い息をしながら
呆
 ほう

 け、倒れ伏しているギャッジヘルの姿があった。

「……おらっ！」

「あいだっ……!?
 」

　カイン様が私の頭に容赦なくゲンコツを落とした。

「えっ？　えっ……？　なんで私、
叩
 たた

 かれたんですか……？」

「この惨状を作り出したのがお前だからに決まってんだろうがっ！」

「えぇっ……!?
 」

　カイン様はこの地獄を生み出したのが私だと決めつけてかかっている！

　……いや、正しいのだけれど！

「お前っ……！　弱い者
苛
 いじ

 めはすんなって、いつも言っているだろ！」

「えぇっ……!?
 　私が怒られるんですかぁっ!?
 」

「当たり前だろっ！　お前はいつもいつも場を食い荒らしやがって……！」

「……というより、弱い者たちってギャングたちのことですよね!?
 　おかしいでしょ!?
 」

「お前にとっては弱い者だろうがぁ！」

「えぇー!?
 」

　理不尽である！

　警備隊がギャングを次々と拘束していく。そしてその人たちに抱えられるようにして起き上がり、ゆっくりと移動するギャッジヘルが私の前を横切ろうとした。

「ほ、ほら！　カイン様！　彼女がリーダーのギャッジヘルです！　事件の首謀者です！　私じゃなくて、彼女が悪いんですよ……！」

　そう言って彼女を指さすと、ギャッジヘルがこちらを向いた。

　そして、ぽっと顔を赤らめた。

「……はい。悪いのはお姉しゃまではなく、オレです。……もう逆らいませんので、イジめないで……お姉しゃま……」

「えぇーっ!?
 」

　なんか殊勝になっている!?
 　彼女は濡れた瞳を伏せた。

「お姉しゃま……。つ、次は……優しくお願いします……」

「えぇーっ!?
 」

　次ってなんだ!?
 　次ってっ!?


「ほら！　女性をこんなにして、まだ自分は悪くないって言い張るのか！　リズ！」

「し、知りませんっ！　私には何が何だか分かりませんっ……！」

「ごめんなさいしろっ！　ごめんなさいをっ……！」

「なーんーでーだーっ！」

　カイン様に頭を押さえつけられ、無理やり頭を下げさせられる。まるで私の保護者であるかのようにカイン様も一緒に頭を下げる。ギャッジヘルは子犬のようにうるうるとした瞳のまま、部屋から連行されていった。

　頭を下げさせられる私の姿を見て、なぜか友人たちはうんうんと
頷
 うなず

 いている。

　納得がいかない！

　全然納得がいかないっ……！

「なーんーでーだーっ！」

　全ての問題が解決する中で、私の叫び声だけが春の空に吸い込まれて消えていく。爽やかでどこまでも青い春の空であった。

　こうして平和な時間はゆっくりと過ぎていくのであった。
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　暗い通路を歩いていた。

　周囲から化け物の息遣いが聞こえてくる。

　少年は自分の息の音すら抑えながら、獣のような警戒心を周囲に向けている。そこは岩壁に囲まれた洞窟の中であり、ただでさえ音が反響しやすいその場所で、少年は足音をさせないように気を付けながら、ごつごつとした歩きにくい岩肌の上を歩く。

　一瞬の気の緩みがすぐさま死に
繋
 つな

 がる。少しでも音を立てれば、モンスターたちはすぐに少年に群がるだろう。

　化け物が
跋
 ばっ
 扈
 こ

 するこのダンジョンの中を、少年は進み続ける。

　カインの幼少期。まだ五歳にも満たない幼い彼は、とあるダンジョンの中で命を懸けなければならなかった。

　カインの家は都市部から離れた片田舎に存在していた。山が連なり、畑が広がり、緑豊かな何の変哲もない田舎なのだが、カインの家は特殊な事情を抱えていた。

　彼の家は聖剣の守り手としての役を担っていた。いずれ訪れるといわれている世界の危機に備えて聖剣を守り、それが封じられているダンジョンを長年監視し続けていた。

　そして予言された時は来て、その時に生まれたカインは聖剣の使い手となるための試練を受けることになった。聖剣が
祀
 まつ

 られているダンジョンを単身踏破し、聖剣を持って帰る──それが聖剣に選ばれるための試練だった。

　カインは三歳からそのダンジョンに潜らされた。それは訓練でもあり、同時に命懸けの試練でもあった。

　幼い彼はたった一人で凶悪なダンジョンのモンスターに挑まなければならない。安全な場所はどこにもなく、一瞬たりとも気を抜いてはならなかった。不安に
苛
 さいな

 まれ、恐怖し、苦しみ、それでも彼は危機を乗り越えていく。

　絶体絶命な状況など何度も何度も遭遇してきた。それでも彼は少ない手持ちの武器だけでそれを乗り越えていく。そうやって自分の力を磨きながら、少しずつ聖剣に適した人間へと変化していく。

「…………」

　岩陰に隠れて幼い体を丸め、眠らずに体を休める。いつ怪物が近くを通りかかるか、そんなことに
怯
 おび

 えながら、息を潜める。洞窟の暗闇に気が狂いそうになりながら、目と耳を澄ませ、じっと身を縮める。

　体には無数の生傷が刻まれている。彼は人生の大半をこのダンジョンの中で過ごしてきた。

　一定の深さまで潜ると、ダンジョン内に設置されている転移陣によって、地上に戻ることができる。地上で過ごす時間がカインにとっての安らぎの時間であり、その時間はいつもあまりに短いものであった。

「…………」

　そのせいで近所に住む友達にはほとんど会えない。遊ぶことなんてほとんどできない。地上に出られた時も、家族から訓練を強いられる。

　彼の生活は常にダンジョンと共にある。彼はただただ命がけの寂しい少年時代を過ごしていた。

　そしてカインはなんとか試練を突破し、聖剣アンドロスの担い手となった。彼が初めてダンジョンに潜ってから十三年もの歳月が流れていた。





「だから俺は、ろくな少年時代を過ごせなかったなぁ……青春時代もだ」

　そう言いながら、カインは葉巻の煙を大きく口から吐きだす。

　ここはとある宿屋の談話室。彼の周りにいるのは勇者一行のメンバーであり、皆がカインの過去の話に真剣に耳を傾けていた。

　夜になり、皆でのんびり身の上話をしていた。暖かな談話室の中で始めたなにげない話題であったのだが、なかなか悲惨な話が飛び出してしまったのだった。

「おぉ……それは……」

「ひ、悲惨ですね……」

　カインの話に、皆は陰鬱な気持ちにならざるを得なかった。

「つーか俺だけじゃなかっただろ。気軽に子供の頃の話しようぜって言ったら、出てくるのはみんなろくでもねえ話ばっかじゃねーか」

「そ、そうだったな……」

　彼らは若くして世界最高峰の力を付けている。しかしそこに至るまでの間、様々なものを犠牲にしてきた。

　姫騎士シルファは軟禁のような状態の中でひたすら戦闘訓練を課せられ、聖女メルヴィは厳しい戒律の中で自分を殺しながら生き続けてきた。

　皆多かれ少なかれ、
歪
 ゆが

 んだ少年時代と青春時代を過ごしていた。

「ま、あれだな」

「…………」

「青春なんてものは、俺たちには無縁なものってこった」

　カインは葉巻の煙を吐きながら、そう
呟
 つぶや

 く。その言葉に仲間の皆が少し
俯
 うつむ

 き、口を閉ざす。葉巻の煙がもやもやと舞い、窓の外に流れ出て空へと消えていく。

「……私もカイン様に出会う前の数年間は陰惨な日々でした」

「リズ……」

　そんな中、暗い顔をしながら話し始めたのはリズであった。

「段々とサキュバスの力が強まっていましたから……。正しく生きたいのに、自分の中の情欲が高まって、どんどん自分が狂っていきました。私の青春は、常に自己嫌悪に
苛
 さいな

 まれる日々でした……」

「…………」

「でもそんな中で私はカイン様に救われました。自分を隠さなくていい、自分をもっと肯定してやれという、その言葉に救われたんです」

　そしてリズは
可
 か
 憐
 れん

 な花が咲いたような笑みを見せた。カインはその笑顔に少しだけ
見
 み
 惚
 と

 れる。悲惨な青春時代から救われた
嫋
 たお

 やかな女性がそこにいた。

「だから、
辛
 つら

 い青春時代を送ってきた皆さんの気持ちは分かります。……できることなら皆さんを慰めてあげたい。でも、私にできることなんて高が知れています……」

「リズ……」

「私にできることといったら、エッチすることだけ。エッチして皆を慰めることだけなんですっ……！」

「……は？」

　会話の雲行きが一瞬にして怪しくなった。

「だから！　はいっ！　エッチしましょう！　さぁ、皆さん！　エッチしましょう！」

　リズは上着を一枚脱いだ。

「どアホッ！」

「あいだぁっ……！」

　カインがリズに強烈なビンタをした。彼女の体はバチーンと吹き飛び、ドゴンと壁にめり込んだ。

「俺はおめーが久々に真面目な話するのかと思ったぞ」

「ぶへぇ♡」

　リズにかかれば、どんな話の流れもエッチに結びつけられた。

　直前まで真面目な話をしてきた分、仲間の皆は
呆
 あき

 れ顔を見せながら疲れたように肩を落とした。空気が一瞬にして緩む。

「はいはい、解散解散」

「今日はもう寝るか……」

（リズのせいで）話が一段落したため、皆がその場を離れようとする。ナイーブになっていた雰囲気は台無しとなり、皆が
欠伸
 あくび

 をしながら椅子から腰を上げようとした。

　その時、壁にめり込んだままリズが口を開いた。

「でも私……」

「ん？」

「結構この旅、楽しいですけどねぇ」

「……あぁ」

　リズの言葉に、皆が小さく
頷
 うなず

 いた。

　彼らの旅は
熾
 し
 烈
 れつ

 である。常に命を削りながら強力な魔王軍と戦い、自身が傷つきながらも人々を救わなければならない。

　しかしそれでも皆と過ごす時間はとても楽しいものだった。彼らにとって、今まで味わったことのない喜びだった。

「うん……」

「そうだな……」

　リズの言葉に、誰も否定の言葉を挟む者はいない。この旅は、彼らにとって一風変わった青春の時間だった。

「でもどうせですし、今度皆で青春っぽいことをやりませんか？」

　リズが壁から顔を離しながらそう言う。

「青春っぽいって、なんだ？」

「そうですね……」

　考えてみる。

「なんでしょうねぇ？　なにがいいでしょうねぇ……？」

　そう言いながらリズはにへらと緩い笑みを見せる。まるで子供が自分の誕生日プレゼントを考えるような、期待と喜びが
滲
 にじ

 み出た笑みであった。

「何か考えときます」

「……あぁ、期待してる」

「はい！」

　リズは子供っぽい満面の笑みを見せる。それを見て、皆も小さく
微
 ほほ
 笑
 え

 んだ。仲間と共に過ごす青春の時間。それは想像しただけで心の奥底が温かくなるものだった。

　いつか皆で青春を取り戻そう。その約束を胸にしっかりしまい込み、皆で頷き合った。

「あ！　一つだけすぐに思いつくものがありますよ！」

　リズがそう言う。

「お、なんだ？　言ってみろよ」

「エッチです！」

　そう言いながら、リズはもう一枚服を脱いだ。

「さぁ、皆で青春エッチをしましょう！　さぁ皆さん！　思う存分エッチしましょう……！」

「おらっ！」

「あんぎゃー！」

　エロ師匠はカインによって窓の外に投げ出された。

　三階の窓から遠く遠く、彼女の体はどこまでも飛んでいき、夜空に浮かぶ星の光に紛れて見えなくなっていった。

　葉巻の煙が窓の外に流れ出て、空へと消えていく。

　戦いばかりの日々だけれど、これは彼らなりの青春の一時であった。









エピローグ









　心地よい風がさっと通り過ぎる。

　木々に囲まれたハイキングコースを抜けると、そこは草原が広がっていた。ここは標高が高く、空気は
美
 お
 味
 い

 しく、そして涼しい。

　私たちは林間学校に来ていた。

「じゃあお前たち、各班ごとに分かれて食事の準備を進めろー」

「はーい」

　今日はこのキャンプ場でカレーを作ることになっている。同級生の皆は山登りで疲れ果てた体をのろのろと動かし、予定通り調理に取り掛かろうとする。

　空がどこまでも広がっている。遮るものなど何もなく、雲一つない快晴であった。

「なぁ！　なぁ！　リズ！　遠足っていいな！　なんかこう、いつもと違うっていうのはワクワクするな！」

　隣にいるシルファ様が目を輝かせながら私にそう言う。頬を紅潮させ、うきうきわくわくと、子供のような純真さが全身から
溢
 あふ

 れ出している。彼女は子供の頃学校に通えなかったため、こういった学校行事が楽しくて仕方がないらしい。

「おぉう……、シルファ様、
眩
 まぶ

 しい……」

　眩しい……。シルファ様の純真
無
 む
 垢
 く

 さが眩し過ぎて直視できない……。この林間学校が楽しみで、どうやら昨夜はよく眠れなかったらしい。

　まぁ、彼女の体力なら一日寝ないくらいどうってことないのだが。

「うん、うん！　これが青春ってやつなのだな！」

「シルファ様……」

「
美
 お
 味
 い

 しいカレー楽しみにしてるぞ！　リズ！」

　弾むような声を発しながら、シルファ様は自分の持ち場へ行った。

　……純白の心が眩し過ぎた。

　あれが天然記念物の清らかさかぁ。

「……ちっ、だりぃ。だりぃなぁ、くそぉ」

「で、こっちにはすれた勇者様、ですか……」

　
穢
 けが

 れのないシルファ様とは対照的に、私の横で舌打ちしながら作業しているのはカイン様だ。しゃがみ込み、うちわをぱたぱたと
扇
 あお

 ぎながらかまどの火を起こしている。

「ったく、こんなんして何の意味があんのかねぇ？　こんなもん、魔法でぱっぱと火起こしちまえばいいじゃねえか」

「自然に親しみ、集団行動を通して、自然と仲間の大切さを学ぶことが林間学校の意義ですって」

「あー、くそうぜぇ。口先だけっぽい理念なんてうぜぇうぜぇ」

「あはは、ひねくれてるなぁ……」

　今カイン様の傍らには、カレーの具材を切っている私とメルヴィ様しかいない。人前では爽やかな優等生を演じている彼も、私たちの前では
素
 す

 の表情をさらけ出し、ぶつくさ文句を垂れていた。

　魔法で直接火を起こすのは禁止である。手間をかけて、皆で一つの料理を作るのが林間学校の理念だという理由だった。

「さっき代表の言葉として、『この行事を通して、皆様と自然の素晴らしさを分かち合えたらと思います』って言ってましたのにね」

「ねー」

　メルヴィ様とそう言ってくすくす笑い合う。彼女の料理の手際はとても良かった。習っていたりしたのかな？　彼女はきっといいお嫁さんになれる。

「あー、うっせぇ、うっせぇ」

　文句ばっかり言っているが、彼はうちわを扇ぐ手を止めはしなかった。嫌だ嫌だと言いながら、仕事はしっかりとこなす生真面目さが彼にはあった。

「あー、かったりぃ。面倒。山でこんなことしても何の意味もねぇだろ」

「…………」

「はー、だりぃなぁ。面倒だ。面倒だ……」

「…………」

「面倒……面倒……」

「ん？」

　そう言いながら、段々とカイン様の口数が減っていった。

　ふと横を見ると、カイン様はかまどの中の火をじっと見ながら、一心にうちわを
扇
 あお

 いでいる。大きくなってゆく
薪
 まき

 の火を注視しながら、集中している。

　……もしかして、段々と楽しくなってきている？

「…………」

　文句を言うのををすっかり忘れ、カイン様は火起こしに集中している。どういった扇ぎ方をすればより火が大きくなるか、探りながら手を動かしているようにも見えた。

　大きくなっていく火を楽しむ様子は、まるで好奇心旺盛な子供のようだった。一心不乱にその火を眺めながら、なんだかんだ言って、カイン様は野外活動を楽しみ始めていた。

　何だこの人……、さっきまで文句言ってたのに……。

　かわいい……。

「ねー、リズーっ！」

「はい？」

　遠くから私を呼ぶ声がする。この声は、カイン様のお仲間の戦士レイチェル様かな？

　調理場から顔を出すと、紫色のツインテールがぴょこっと跳ねていた。

「どうしましたー？　レイチェル様ー？」

「肉追加で狩ってきたわ！　肉追加よ、肉！」

「肉？」

「はぐれドラゴン狩ってきたわ！」

「はぁっ!?
 」

　意気揚々と自慢げなレイチェル様の背後には、体長二十メートルほどの小型のドラゴンが置かれている。

「な、なな、何なんですか!?
 　このドラゴン……!?
 」

「このドラゴン、カレーに入れなさいよ！」

「ドラゴンをカレーにっ!?
 」

　レイチェル様がとんでもないことを言い出した。

「い、いや、ちょっと待って、ちょっと待って……？　一体何なんですか、このドラゴン!?
 」

「なんか近くに、はぐれたのがいたから狩ったのよ」

　何だその適当さ。

「いやいやいや！　ムリです！　ドラゴンを調理するなんてこと、できるはずがありませんっ！」

「え？　前は普通にやってたじゃない、リズ？」

「やったことないです！」

　レイチェル様が意味の分からないことを言う。……っていうか、他にもドラゴンがいるかもしれないから、避難しないといけないのではっ!?


「おっ、リズのドラゴンカレーか！　楽しみだな！」

　シルファ様があどけない笑顔でひょっこり現れた。

「シルファ様まで!?
 」

「楽しみだなぁ、リズのドラゴンカレー」

「ねー」

「いやいや！　できませんっ！　ドラゴンでカレーなんて作れるはずがありません！」

「えー」

「えー」

　レイチェル様とシルファ様が子供っぽい不満の声を出す。ムリムリムリムリ。ドラゴンの肉でカレーなんて作れるわけない。いくら期待の目を向けられても、ドラゴンを調理することなんてできないのである。

　こんなのは普通ではないっ……！

「ドラゴンカレーなんて、私作れませんからねっ……！」

　作れるはずないのだ！





　三十分後。

「作れてしまった……」

　ぐつぐつと煮えている大きな鍋を前に、私は少し
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 としていた。

　作ってしまった。ドラゴンの肉でカレーを作ってしまった。濃厚なカレーの香りが周囲に漂い、皆の食欲を刺激している。

　匂いにおかしなところはない。先ほど味見してみたが、風味の強いドラゴンの肉も意外と上手く調理できており、カレーによく合っている。

　私は他にもドラゴンの香草焼き、ドラゴンの
生姜
 しょうが

 焼き、ドラゴンハンバーグなど、様々な料理を美味しく作っていた。

「……ちょっと自分が分からない」

　どうしてだろう。ドラゴンのお肉を前にして、なぜか私の体は自然に動いた。どう調理したらいいか、どう味付けをすればいいか、まるで知っているかのようにスムーズに手が動いた。

　頭を抱える。何だこの感覚。ドラゴンを調理できるなんて普通じゃないのに……。

「あら、やっぱりやればできるんじゃない」

「ぐぐぐ……」

　レイチェル様が食いしん坊の顔を見せながら
傍
 そば

 に寄ってきた。

　なんでだろう、喜んでもらえるのは
嬉
 うれ

 しいのだが、あれだけできないできないと言ってきたので、作れてしまったことに敗北感を感じていた。

「お、リズの料理完成したのか」

「あのあの、いい香りですね」

　料理の完成を嗅ぎつけたのか、カイン様たち勇者パーティーの面々がこの鍋の前に集まってくる。

「あぁ、リズの手料理か。楽しみだなっ！」

「久しぶりだものね」

「……？　久しぶり？」

「おっと、何でもないわ。何でもない」

　適当に返事しながら、レイチェル様はカレーをお皿によそっていく。ドラゴンの肉がふんだんに入った特製カレーだ。むしろ肉が多過ぎて、カレーが肉に埋もれている。

「うおーっ！　カレー！　リズのカレー！」

「ちょっ、よそい過ぎじゃないか!?
 　レイチェル!?
 　私たちの分まで取るなよ!?
 」

「大丈夫よ！　こんなにいっぱいあるんだし！」

「皆さん、ちょっとがっつき過ぎじゃないですか？」

　勇者パーティーの皆様が私のカレーに群がる。なんでそんなに必死なんだ？　みんな手料理に飢えているのか？

　疑問が顔に出ていたのか、レイチェル様がカレーをお玉でかき回しながら説明してくれる。

「料理は大事よー、リズ。料理できる子がいるかどうかで、冒険者の旅の質は全然変わってくるんだから！」

「そうなんですか？」

「食事は体を作るのに欠かせないし、
美
 う
 味
 ま

 い飯が食えるかどうかで、やる気もグッと出てくるのよ！」

「へぇ」

　そう言われると、なんだか納得である。

「……皆様のパーティーの中で料理担当は誰なんですか？　メルヴィ様はこなれていた感じでしたけど？」

「……メルヴィもシルファも上手いんだけどね。一番料理できる奴がここ一年ぐらい戦線を離れてるのよ」

「へぇ……」

　私の知らない人かな？

「まぁ、その手料理に酷い目に遭わされたりもしてるんだがな」

「酷い目？」

「そうそう、時々、何かを混ぜられたりね！」

　混ぜられる？

「何かあったんですか？」

「ははは……、リズにそんなことを聞かれる日が来るとは思わなかったな……」

「そのその、言わないでください……。
虚
 むな

 しくなるだけですから……」

「……？」

　なんかどんどん皆様の目が死んでいく。よっぽど
辛
 つら

 い事があったのだろう。私には彼女らの苦しさを推察することもできない。

「えぇ、酷い目にも遭ったりしました……」

「そうだな、本当に酷い目に……」

「酷い目……」

「…………」

「ん？」

　そうして、どうしたのだろう？　皆様の顔つきがだんだんと険しくなっていく。

　これは……疑念の眼差し？　私が作ったカレーをじっと凝視しながら、何かを警戒するような目つきになっていく。

　……なんだ？　なんか私のカレーに危機感を覚えている？

「……大丈夫か？　このカレー、何か混ざってるんじゃないか？」

「…………」

　カイン様がぼそっと
呟
 つぶや

 く。するとなぜか皆さんがカレーと私から距離を取って、
怯
 おび

 えた顔つきになった。

「お、おい、レイチェル。お前先に食べてみろよ」

「は、はぁ!?
 　カ、カインが先に食べなさいよ！」

「ほ、ほら、カイン殿。愛しのリズの手料理だぞ？　あなたが先に食べるべきでは？」

「ふ、ふざけんなって。おい、押すな、押すな」

　何か皆さんがひそひそと話しながら
小
 こ
 競
 ぜ

 り
合
 あ

 いを始める。小さい声であり、私には聞き取れない。

「い、行けよ、メルヴィ。お前の師匠だろ……!?
 」

「い、嫌です!?
 　嫌ですっ！　こんな中で痴態を
晒
 さら

 したら学校にいられなくなっちゃいます……！」

「男を見せろ！　カイン殿っ！」

「バッカ！　シルファ、バッカ！　別の意味で男を見せることになったらどうすんだっ！」

　……？

　何かに
怯
 おび

 えているようだけど、皆さんどうしたんだろう？

「カイン様たち、何してるんすかね？」

「さぁ？」

　カレーを前にわちゃわちゃしているカイン様たちに、皆が
怪
 け
 訝
 げん

 な目を向ける。

「わーい！　リーズリンデ様の作ったカレーだ！　これは貴重だぞぉ！」

「お、おいっ！　お前ら！　待てっ！　危険だっ！　そのカレーは地獄だぞ!?
 」

　私のカレーをよそおうとする生徒を、なぜかカイン様が止めようとする。

　危険ってなんじゃい、危険って。

「……カイン様たちは何言ってるんでしょうかね？」

「リーズリンデ様のカレーが危険？　ちょっと意味が分からないです……」

「バカ！　バカっ……！　油断するな！　あのリズのカレーなんだぞ!?
 」

　どのリズじゃい。

「こ、このままじゃ、あの毒が生徒たちに広まってしまう……!?
 」

「やばいぞっ……！」

「そのそのっ……！　ここにいる生徒たち全員が発情しちゃったら……だ、大乱こう……げふんげふんっ……！」

「さっきから何言ってるんですか？」

　カイン様たちの言っていることが全く理解できない。カレーの何に怯えているのか？

「あ、そうでした……」

　そこで、私はあるものを思い出し、自分の鞄の中から大きな袋を取り出した。

「私、家でクッキーを焼いてきたんです。食事が終わったら皆さん、いかがですか？」

「正体表したなぁっ……！　リズゥゥゥッ……！」

「えぇっ……!?
 」

　私が手作りクッキーの袋を見せると、なぜかカイン様たちの警戒心が最高潮に達した。

「その手作りクッキーだけは消滅させねぇといけねぇっ……！」

「なぜですかっ!?
 　カイン様っ……!?
 」

「カイン殿を全面的に支持するっ！」

「シルファ様まで!?
 」

　カイン様とシルファ様が剣を手に取り、体内の魔力を高めていく。

　なんでっ……!?
 　なんでそんな臨戦態勢なの……!?


「おぉ！　リーズリンデ様の手作りクッキーが食べれるなんて！　今日はいい日だなぁ！」

「馬鹿野郎っ！　お前らっ！　危機感が全然足りてねぇぞっ！　死にてぇのかっ!?
 」

　カイン様が生徒たちを叱る。だからなんでっ!?


「あわわわ……。その、そのっ……！　結界張らなきゃ……！」

「メルヴィ様、なんでっ!?
 」

　なんで結界!?


「だって、手作りクッキーが出てきたら……もうここは戦場じゃないですか！」

「手作りクッキーっていうのは、何が入っているか分からないわ……」

「私が毒でも入れたって言うんですか!?
 」

　そんなこと絶対していないと言っても、聞き入れてくれない。

　なんでだっ!?
 　なんでこんなに信用ないんだっ……!?


「皆よっ！　直ちにここから離れろ！　逃げるのじゃあ……！」

　ラーロ先生が学校の皆を避難させ始める。もうパニックである。

「気を付けろ！　油断しているとあのクッキー、勝手に動いて口の中に飛び込んでくるぞ！」

「そんなクッキーありませんよ!?
 」

「あったんだよっ！」

　カイン様たちはどんなクッキーと遭遇したというのか!?
 　カイン様たちの経験が分からないっ……！

「いくぞっ！　お前たちっ！　あのクッキーをこの世から消滅させるぞ！」

「あぁっ！」

「分かったわっ！」

「皆息ぴったり……！」

　カイン様たちがテーブルの端に置いたクッキーの袋に殺気を向ける。聖剣が光り輝き、皆が
渾
 こん
 身
 しん

 の一撃を放とうと、体に力を込める。

「滅びろぉっ……！」

　そうして勇者様たちの皆が全力の攻撃魔法をクッキーにぶつける。まるで魔王との戦いであるかのように、真剣な表情で、私の手作りクッキーをこの世から消し去ろうとする。

　皆の心が一つとなり、素晴らしいチームワークを見せていた。

「いっけえええええぇぇぇぇぇっ……！」

「なんでええええええぇぇぇぇぇぇっ……!?
 」

　巨大な光が現れ、クッキーが蒸発する。巨悪が消え去ったかのように、カイン様たちはやり遂げたような満足した表情を見せる。生徒たちはぽかんとする。

　そんなふうにして、カイン様たちは林間学校を楽しんでいたのだった。





　……後で勇者一行の皆様は、先生に怒られていた。





＊　＊　＊　＊　＊





　夜、ふと目を覚ます。

　真っ暗な部屋では皆が寝息をたてている。ぼんやりとする頭で、今が林間学校での就寝時間だということを思い出す。

「…………」

　寝ぼけ
眼
 まなこ

 を
擦
 こす

 り、ゆっくりと体を起こす。明かりのない部屋の中で、窓から見える星だけが輝いている。

　暗闇に目が慣れてきて、皆の寝相がよく見えるようになる。メルヴィ様やルナ様など、多くの方がお行儀良く寝ている中、レイチェル様やアデライナ様の寝相は荒々しく、寝間着がめくれてお
腹
 なか

 が少し見えていた。

　コテージの中はひんやりとしていた。掛けていた布団を少しずらして肌を
晒
 さら

 すと、そこに冷たい空気が染み込んでくる。木の素材を生かした造りなので、爽やかな香りが心地よい。

「……お手洗い」

　皆を起こさないように服を着て静かに歩き、寝ぼけ眼でコテージの外に出る。靴を履き、屋外のお手洗いで用を足す。手を洗う水も冷たい。

　外へ出て、ぐっと体を伸ばす。

「……星が
綺
 き
 麗
 れい

 です」

　空には満天の星が輝いている。光の粒が空いっぱいに散りばめられ、この世界を淡く照らしている。高地の風がびゅうと吹き、体がぶるっと震える。木々が揺れ、さわさわと音を立てる。

　大きな月が空に浮かんでいる。今日の月は少し欠けている。美しいけれどどこか物足りなさを感じさせる月。

　広大な自然の中で私は一人、星と月を見上げていた。

「……あれ？」

　違った。どうやら先客がいるようだ。

「ん？　リズか？」

　草原にぽつんとある岩の上に、男性が一人いる。

　カイン様だ。岩の上で
胡坐
 あぐら

 をかき、振り返ってこちらを向いて手を振っている。私はととと、と彼に小走りで近づく。

「カイン様、起きていたんですか？」

「俺は元々睡眠は少なくて済むんだ。二時間も眠れば十分だ」

「へぇ、
凄
 すご

 いですね」

「リズこそどうして起きてんだ？　目が覚めちまったのか？」

「そ、そうですね……」

　トイレに起きたと言うのは、女子として少し恥ずかしい。

　促されて、カイン様の隣に座った。

「酒飲むか？」

「え？」

　よく見ると、カイン様の傍らには酒瓶とコップが置かれ、彼はそれを私に差し出した。どうやらカイン様は月見酒を楽しんでいたようだ。

「えーと……私、お酒はほとんど飲んだことなくて。だから私お酒弱いと思うんです」

「……はぁ？」

「なので、ちょっぴりだけでお願いします」

　そう言って、カイン様からコップをいただき、彼の方に向ける。

「お前が酒弱いとか……かまととぶるなって。おらおら」

「[image: ]
 ーーーっ……!?
 」

　カイン様がなみなみと注いでくれる。

　ちょっ……!?
 　ちょっぴりだけって言ったのに……!?


「よ、酔っぱらっちゃったらどうするんですか……!?
 　泥酔とかしたら明日の林間学校に支障が出ちゃうじゃないですか！」

「お前が泥酔とか、アホか」

「私の何を知っているんですかーっ!?
 」

　私でさえ自分のお酒の強さについてよく分かっていないのだ。カイン様に分かるはずないのにっ……！

「はははっ！」

　カイン様は
悪戯
 いたずら

 小僧のような顔で笑う。不満だったので私は頬を少し膨らませ、彼に抗議の意を見せる。彼はただ楽しそうに笑い、お酒をあおるだけだった。

「……ふぅ」

　一息ついて、私も飲む。喉を熱い刺激が通り過ぎる。

　月明かりの下、二人で肩を並べてお酒を飲む。風は心地よく、星が
綺
 き
 麗
 れい

 だ。

　ふと思う。今私はとんでもない
僥
 ぎょう
 倖
 こう

 の中にいるのではないか。世界中の憧れである勇者様と二人っきりで星を見上げ、お酒を
酌
 く

 み交わしている。

　……そう考えると少しドキドキしてくる。緊張で顔が熱くなる。

「まだ一か月か……」

「え？」

　おもむろにカイン様が
呟
 つぶや

 く。

「学校に編入してから、まだ一か月しか
経
 た

 ってねぇんだなって。あっという間のような、長かったような、不思議な感覚だ……」

「そうですか」

　彼がくいとお酒をあおる。私は空になった彼のコップにお酌をした。

「それはきっと、この時間が充実していたからですよ」

「そうか……、そうかもな……」

「学校生活は楽しいですか？」

　そう問うと、彼は眉を
顰
 ひそ

 め、指で鼻を
擦
 こす

 りながら、

「……まーまーだな、まーまー」

　と、何でもないかのようにそう言った。

「…………」

　でも、私は知っている。これはカイン様が照れ隠しで
嘘
 うそ

 をつくときの動作だ。きっととても楽しいと言うのが照れくさくて、「まーまーだ」と言っているのだろう。

　私はそれが
嬉
 うれ

 しい。カイン様が学校生活を楽しんでくれているようで、それがなんとも言えず喜ばしかった。

「……あれ？」

「リズ……？」

　……あれ？　おかしいな？　なんで私はカイン様が嘘をつく時の癖なんか知っているのだろう？　まだ出会って一か月足らず……。そんなに親しいわけでも……ないのに……。

「カイン様たちは……」

　口が勝手に動く。

「カイン様や、仲間の方々は……皆……良い青春時代を過ごせなかった人たちばかりですから……」

「…………」

「学校生活を楽しんでもらえて……青春を過ごしてもらえて……私は嬉しいんです……」

「リズ……」

　どうしてだろう？　頭がくらくらとし始める。まるで私の中の何かに頭を揺さぶられているかのようだ。

「……あれ？　私、そんな話皆さんとしましたっけ……？」

「…………」

「なんで私、そんなこと知っているんでしたっけ……？　皆さんの青春時代なんて……私、知るはずないのに……」

　
眩暈
 めまい

 すら覚えながら、自分に疑問を感じる。

　どうしてだろう。

　カイン様が、シルファ様が、メルヴィ様が、彼らの仲間の方々が……楽しそうに学校生活を送っているのが、まるで自分のことのように
嬉
 うれ

 しいのだ。

　皆が良い青春を過ごせているのがとても幸せで、何としてもそれを守りたくなるのだ。

　まだ彼らとはそんなに親しいわけでもないのに……。

　まだたった一か月程度の付き合いだというのに……。

「おい、リズ」

「え……？」

　ふらふらとしている中で、カイン様が急に私の頭をぐしゃぐしゃと乱暴に
撫
 な

 でた。

「わっ！　わっ……!?
 」

「あまり混乱するな」

「え……？」

　彼の手が私の髪を乱す。彼の目が私の目をじっと見る。少し落ち着けと、彼の目がそう言っているかのようだった。

「無茶をさせたいわけじゃねえんだ。まだいろいろ早いんだろう。あまり深く考えるな」

「カイン様……」

「ゆっくりでいいんだ、ゆっくりで」

　私は目をぱちくりさせる。

　カイン様の言っていることはいまいちよく分からない。私は何に混乱しているのか、何がいろいろと早いのか、彼の言っていることは何だかよく理解できない。

　分からない。分からない、のだけど……。

「……はい」

　私は小さく
頷
 うなず

 いていた。頭を撫でる彼の手が、なぜか私に安心感を与えてくれた。もう少しこのままでいいのかな、そう思うと眩暈がだんだん和らいでいった。

　ほっと息をつく。

　彼の温もりが、私を霧の中から
掬
 すく

 い出してくれた。

「飲むか」

「……はい、いただきます」

　カイン様は私のコップにお酒を注いだ。

　二人でゆっくりと月を見上げる。星々が光を散らし、空を淡い輝きで埋め尽くす。少し欠けている月。どうしてだろう。それがなんだか私のようだなという思いを胸の奥底で感じていた。

「月が
綺
 き
 麗
 れい

 だなぁ」

　カイン様が不意に
呟
 つぶや

 いた。

　私は思わずカイン様の方を向いた。

「ん？　どうした？」

「…………」

　急にそんなことを言われ、私の心臓はどきりと跳ねていた。私の頬は赤くなっているだろうか。驚いたような顔で彼を見る私に、カイン様は小さく首を
傾
 かし

 げている。

「……なんだよ？」

「い、いえ……なんでもないです……。なんでも……」

　気恥ずかしくなって、髪を
弄
 いじ

 りながら彼から顔を背ける。彼は自分が今言ったことの別の意味を分かっていない。

　彼にそんなことを言われ、体が少し熱くなるのを感じる。そんな意図で言っていないということは分かっていても、私の心は揺れてしまう。

『月が綺麗』は『君を愛している』という意味があるのだ。

　カイン様はそのことを知らないのだろう。それは分かっているのだが、とても照れる。顔が熱くなっているのが分かる。彼にそんなことを言われ、胸がドキドキする。

「カイン様は……もっと学校で勉強した方がいいと思います……」

「なんだよ、その唐突の説教」

　心臓がトクントクンと小さく跳ねる。少しずつ心が熱くなっていく。

「…………」

　たとえ何回生まれ変わってもあなたを好きになる。お話の中では、そういった言葉がよく使われる。なぜか、それが今、自分に当てはまるような気がした。

　自分は生まれ変わったわけでもないのに。

　カイン様と昔会っていたわけでもないのに。

「…………」

　感じる。これは予感だ。

　自分の鼓動はまだ大きくない。これは恋のように熱い感情ではない。でもまるで瞬く星明かりのように、小さく静かにこの胸は震えている。

　──きっと、私は彼に恋をする。

　もしかしたら、何度でも。何度だって。

　この青春の中で……。

「カイン様……」

「ん？」

　少し気恥ずかしかったけれど、彼の目を見ながら
微
 ほほ
 笑
 え

 んだ。

「……これからもよろしくお願いしますね？」

「おう」

　彼はお酒をくいとあおった。

「言われなくても、な」

　そう言いながら口元に笑みを浮かべ、また月を見上げた。

　彼の横顔を見る。月明かりが彼の端正な顔を淡く照らす。

　風が静かに吹き、私の金色の長い髪が小さく
靡
 なび

 く。木々の枝葉がさわさわと震える。そんな中で彼と一緒に飲む強いお酒が私の体を熱くする。

　学校生活はまだ始まったばかり。彼とは長い時間を一緒に過ごすのだろう。





　
綺
 き
 麗
 れい

 な月の下で、私は今、恋の予感を覚えていた。









〈『私はサキュバスじゃありません ２』へつづく〉





[image: ]










付録　【現在】三人娘と大型書店










　今日もこの場所は人々の
喧
 けん
 騒
 そう

 に包まれていた。

　たくさんの人が大きな買い物袋を抱え、この広い道を行き来している。お目当ての店を探し、きょろきょろしながら、大勢の人がこの場所を歩く。

　人の動きの流れがまるで波のようにうねっている。

「わぁ～！　すごい人の多さですねっ！」

「うむ、王都に引けを取らないくらいの盛況ぶりだな！　リズ！」

　隣にいるメルヴィ様とシルファ様も感嘆の声を上げている。

「はい、この大型商店街にない物はないと言われていますからね」

　私は今日、お二人を学園街の中の大型商店街に案内していた。

　軒の高い店が道の両側にずらりと並び、果てが見えないほど店が続いている。店の中からは盛んな声が響く。道幅は広く、スケールの大きい開けた商店街なのだが、それでもこの場所が人で埋め尽くされてしまうほどに客は多かった。

　学園生にとってこの商店街は必要不可欠である。日常生活に必要なものは全て
揃
 そろ

 うし、普通の街では売っていないような魔術や錬金術の調合素材まで扱っていたりする。

　ただ今日お二人と一緒に買いに来たものは、もっと直接学業に必要なものであった。

「はい、で、この学園街が誇る超大型書店がここです」

「「おおおおおぉぉぉっ……！」」

　お二人の歓声が重なる。

　目の前にはお金持ちの屋敷のように大きな建物がそびえ立っている。周りにある店と比べて三回りも四回りも大きく、この商店街の中で一際大きな存在感を放っている。

　書物は勉学、研究にとって重要なものである。学園街の威信をかけて作られたこの大型書店は王都でもお目にかかれないほどの規模を誇り、この街の目玉の一つとなっている。

　勉学に熱心なお二人は目を輝かせた。

　店の中に入る。大きな本棚に、これでもかというほど多くの本が並んでいる。印刷技術の進歩と共に、一昔前では考えられないくらい安価で大量の本が発行されるようになった。

　魔術の研究書、各教科の参考書、戦闘の技術書だけでなく、小説、娯楽本、子供向けの絵本など、あらゆるジャンルの本がこの一軒の書店に収まっている。

「これは……在学中は本に困ることはなさそうだな……」

「あのあの……わたし、この街に住みます……！」

「もう住んでますよ、メルヴィ様」

　魔術の研究書を開きながら、お二人とも鼻息を荒くしていた。今日は学園の授業に備えて参考書を買いに来たのである。

「ところで、お二人のお仲間のレイチェル様はお誘いしなくてよかったのですか？」

「そのその……もちろん誘ったんですけど……」

「……参考書を買いに行くって言ったら、あたしは興味ないわって言って、ついて来なかったな」

「あー……」

　戦士レイチェル様。言いそうである。

「……赤点を取らせないように、私がレイチェルを見ていよう」

「よろしくお願いします……」

　了解。レイチェル様は赤点候補、と。

　三人で書店の中を巡る。一通り中を見て回りたいとのことで、当てもなく書店の中をぐるぐると回る。

　今人気の小説のコーナー、今週発売された雑誌、お菓子作りの本が並ぶコーナー。目的もなくあらゆるジャンルの本を眺め、わいわいとはしゃぐだけで大分時間が過ぎていった。

　そしてとあるジャンルの本のコーナーで、私たちはぎくりと身を
強
 こわ
 張
 ば

 らせる。

　エロ本のコーナーであった。

「…………」

「…………」

「…………」

　裸の女性の写真が惜し気もなく表紙に掲載されている。

　そんな本ばかり大量に並んでいる。

　大変な場所に迷い込んでしまった。

　一瞬固まり、三人一緒に少し頬を赤らめる。ちょっとした間違いだったねと無言で
頷
 うなず

 き合い、少しだけはにかみ、そそくさと足早にその場を離れる。

　羞恥心がじんわりと湧く。あのコーナーに迷い込んだのはただの間違いだけれど、ああいうものを見てしまうと、どうしてもいけないことをしてしまったような気分になる。

　大体、シルファ様やメルヴィ様はカイン様という婚約者がいて、そういうことをなさったご経験があるのかもしれないけれど、私はそういうことは全く経験がないのだ。

　
生
 きっ
 粋
 すい

 の
初
 う
 心
 ぶ

 な女学生なのだ。

「……あはは」

「あははは……」

　誤魔化すように笑い合う。笑い合って、参考書のコーナーへと直行した。

　お勧めの参考書と問題集をお教えする。この本の内容をしっかり頭に入れておけば、テストで困るということもないだろう。そもそもお二人は勉学に対する意欲もあるようなので、始めから学校の勉強で
躓
 つまず

 く姿など想像できなかった。

　問題なのは、参考書に何の興味も示さなかったというレイチェル様である。

「……レイチェルの分も買っていってやろう」

「そ、そうですね……」

　シルファ様とメルヴィ様が小さく
頷
 うなず

 き合っていた。

　参考書も一通り見終わり、各自自由に見て回ることにした。シルファ様は剣術の技術書に、メルヴィ様は聖魔術の研究書に興味があるようで、それぞれ好みの本を物色する。

　私は幻術の技術書を探す。前にシルファ様と戦闘訓練を行ってから、そういう
搦手
 からめて

 を学ぶことにも力を入れ始めている。幻術を使うとなんだかしっくりくる感じもするし、この戦術を鍛え上げれば私はもう一段階強くなれるだろう。

「……おや？」

　そうして一人で本を探している時だった。メルヴィ様の後ろ姿を見つけた。

　メルヴィ様も本を探しているのかな、と思ったがなんだか少し様子が違った。きょろきょろと辺りを見回し、警戒心を顕わにしながら早足で移動している。

　……少し不審人物のような雰囲気を発している。

「……？」

　私は本棚の陰に隠れながら彼女の様子を見守る。なんだか本を探しているというよりも、人に対して警戒心を発しているような雰囲気だ。

　……まさか、万引きとかじゃないよね？

　聖女メルヴィ様に限って、まさか、まさかとは思うが、心配になって彼女の後をつける。

　メルヴィ様の足取りは迷うことなく、どこかに向かって一直線に歩いていく。やはり何か本を探しているような様子ではない。

　一体どうしたのだろうか？　
固
 かた
 唾
 ず

 を
呑
 の

 んで彼女の後ろ姿を見守る。

　そしてお目当ての場所に
辿
 たど

 り着いたらしく、彼女は足を止めた。

「……ん？」

　エロ本コーナーだった。

　再度メルヴィ様が大きく首を左右に動かし、辺りを警戒する。しかし私の存在はバレていない。私にはもしかして、
諜
 ちょう
 報
 ほう

 の才能もあるのだろうか？

　そしてメルヴィ様が恐る恐るといった様子でエロ本を手に取った。

「…………」

　彼女の目が興味津々といったように輝き、その中身をしっかりと鑑賞する。磁器のような白い肌が紅色に染まっていき、口からは熱い吐息が漏れていく。

　小柄で
可
 か
 憐
 れん

 な美少女がうっとりと瞳を潤ませ、震える手でページをめくっていく。

　彼女のその様子は息を
呑
 の

 むほどに美しい。頬を赤く染め、開いた本をじっと眺めている。
楚
 そ
 々
 そ

 とした少女のその熱を帯びた姿は、同じ女性すら魅了するほどだった。

　しかし、読んでいるのはエロ本である。

　一人になってから、まるで灯火に吸い寄せられる虫のように、彼女はこのエロ本コーナーに足を運んでしまったようだ。背徳感も相まって、メルヴィ様はエロ本に感情を熱く揺さぶられているらしい。

　そしてメルヴィ様はまた顔を上げ、周囲を警戒した。

「……あ」

　私は見つかってしまった。私は本棚の陰から顔だけを出し、口をあんぐり開けて硬直してしまっていた。その姿をメルヴィ様に見つかった。

　仕方がなかったんだ。彼女のあの姿を見て、驚いて
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 とするほかなかったのだ。

「……っ!?
 」

「あー……」

　私が見ていることを悟って、メルヴィ様の体がビクリと跳ね、ビシリと固まる。彼女の額から冷や汗がだらだらと流れ始め、目をぐるぐると回した。

　観念して、私は本棚の陰から姿を現し、メルヴィ様の
傍
 そば

 に行った。

「あ、あー……、メルヴィ様……？」

「…………」

「……な、何を読んでらっしゃるのですか？」

　頭を掻きながらそう尋ねてみる。……いや、私にもこの状況どうしたらいいのか分からない。

「……っぅ！」

　メルヴィ様の顔が熟したリンゴのように真っ赤になる。涙目になり、湯気が出そうなほど熱を発し始める。口をぱくぱくとさせながらも、声が出てこない。あまりに分かり易くうろたえており、その姿すら可愛らしいと感じる。

　それでも、よっぽど混乱していらっしゃるのか、手に持つエロ本を離そうとしない。

「ち……」

「ち？」

「……違うんです！」

　メルヴィ様があわあわと大声を出した。

「そのそのっ……！　違うっ……！　違うんです、リズさんっ！　これはっ、そのっ!?
 　何かの間違いというか……!?
 　決してわたしはそんな人間なんかじゃないんですっ！　本当なんですっ……！」

「なんか親近感のあるセリフっ……！」

「あ、あーっ……！　へ、へぇっ……！　こ、これってエロ本だったんですかぁっ!?
 　まだ表紙だけしか見てなかったから気付かなかったなぁっ……！」

「その言い訳は無理があるでしょう!?
 」

　さっきめっちゃじっくり中身見てたやん。

「[image: ]
 [image: ]
 ああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ……！　お家帰るうううううううぅぅぅぅぅぅぅぅっ……！」

　メルヴィ様はそのエロ本を私に押し付け、泣きながら走り去ってしまった。

　
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 としながら彼女の後ろ姿を見送る。……仕方ない。あんな姿を知り合いに見られたら、誰だってああなってしまうだろう。

　メルヴィ様って、もしかしてむっつりなのかな……？

　そして、シルファ様との合流の時間も近づいてきたので、欲しい本の会計を済ませて、出入り口付近で彼女を待つ。……メルヴィ様は先に帰った、訳は聞かないでください。シルファ様にはそう言っておこう。

「お待たせ、リズ」

「シルファ様」

　シルファ様と合流する。

「ん……？　リズ、エロ本なんて買ったのか……？」

「え……？」

　一瞬、シルファ様の言っていることの意味が分からなかった。自分の持っている本を確認すると、魔術の技術書の他に、先ほどメルヴィ様が読んでいたエロ本が混ざっていた。

　……あれ？　私、無意識にこの本まで買っていた……？

「…………」

「…………」

「[image: ]
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 ああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ……！　お家帰るうううううううぅぅぅぅぅぅぅぅっ……！」

「あ、ちょ、ちょっと待て！　リズっ……！」

　そうして私は泣きながらその場を走り去った。





　傾いた夕陽が嫌に目に染みたのだった。
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